


　
は
じ
め
に

東ト
ザ
イ西
、
ト
ー
ザ
イ
。

　

獅
子
舞
の
お
囃
子
が
聞
こ
え
る
と
、
心
が
躍
り
ま
す
。
私
た
ち
実
行
委
員
会

は
、
祭
礼
と
獅
子
舞
を
愛
す
る
集
団
で
す
。
そ
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、
映
像

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
る
こ
と
を
始
め
た
の
が
、
平
成
二
七
年
の
こ
と
で
す
。
あ

れ
か
ら
４
年
。
市
内
の
祭
礼
を
回
り
、
獅
子
舞
調
べ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

市
内
各
地
の
祭
礼
を
見
て
確
信
し
た
こ
と
は
、獅
子
舞
は
、羽
咋
の
人
々
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
熱
い
情
熱
を
受
け
継
ぐ
青

年
団
や
子
供
た
ち
の
熱
心
な
演
舞
と
、
そ
れ
を
楽
し
む
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
象
徴

的
で
し
た
。
獅
子
舞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
風
景
は
、

ど
の
地
区
も
同
じ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
子
化
等
の
影
響
も
あ
り
、
獅
子
舞
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
獅
子
舞
が
地
域
に
愛
さ
れ
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ

か
り
と
調
べ
、
記
録
を
残
し
、
未
来
の
羽
咋
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
書
は
、
当
実
行
委
員
会
が
、
文
化
庁
の
補
助
を
得
て
、
平
成
二
七
年
度
～

三
〇
年
度
に
実
施
し
て
き
た
獅
子
舞
調
査
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
こ
れ
を
通
し
て
、
羽
咋
の
獅
子
舞
を
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
地
区
と
他
地
区
の
獅
子
舞
を
見
比
べ
、「
や
っ
ぱ
り

ウ
チ
の
獅
子
舞
が
最
高
だ
な
！
」
と
自
分
の
集
落
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
活
性
化
の
材
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
し
、
各
ザ
イ
シ
ョ
で
愛
さ
れ
る
獅
子
舞
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
成
果
の
取
り
ま
と
め
は
、
と
て
も
大
変
な
作
業
で
し
た
。
不
十
分
な
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ま
た
獅
子
舞
の
撮
影
に
ま
い
り
ま
す

の
で
、
教
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
実
行
委
員
会
の
事
業
に
、
絶
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
市
内
各
町
会
の
皆
さ
ま
、
写
真
や
映
像
を
快
く
ご
提
供
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
、
市
内
外
の
獅
子
舞
を
愛
す
る
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人ニ
ン
キ気

は
、
栄エ
ー
ト
ウ当

、
エ
ー
ト
ウ
と
あ
り
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
三
十
一
年
三
月　
　
　

　
　
　

は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会　

一
同



例
　
言

一
、�

本
書
は
、
石
川
県
羽
咋
市
で
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
等
を
対
象
と
し
た
、
文
化
庁
の

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
「
は
く
い
獅
子
舞
等
の
総
合
的
把
握
に
よ
る
地
域
活

性
化
事
業
」
の
報
告
書
で
あ
る
。

二
、�

本
事
業
は
、「
は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会
」
が
、
平
成
二
七
年
度
か
ら

平
成
三
〇
年
度
の
四
か
年
を
か
け
て
実
施
し
た
事
業
の
う
ち
、
調
査
研
究
事
業
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
業
の
実
施
に
は
、
文
化
庁
の
「
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
事
業
（
平
成
二
七
～
二
八
年
度
）」
お
よ
び
「
文
化
遺
産
総
合
活
用
推

進
事
業
（
平
成
二
九
～
三
〇
年
度
）」
の
事
業
費
補
助
金
を
得
て
実
施
し
た
。

三
、�

本
書
の
編
集
・
執
筆
は
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
行
っ
た
。
本
文
の
執
筆
担

当
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
一
部
・
・
・
中
野
知
幸
（
委
員 

※
羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
）

　
　

第
四
部
・
・
・
諏
訪
雄
士
（
委
員 

※
民
間
人
）

四
、�

平
成
二
九
年
度
事
業
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
の
「
神
道
芸
能
普
及

費
助
成
金
」
を
得
た
。
ま
た
、
平
成
二
九
・
三
〇
年
度
に
は
、
石
川
県
神
社
庁
羽
咋
支

部
か
ら
助
成
金
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

五
、�

本
書
の
掲
載
写
真
は
、
当
実
行
委
員
会
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
、

獅
子
舞
を
休
止
・
中
止
し
て
い
る
た
め
撮
影
が
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
渋
谷

利
雄
氏
（
写
真
家
、
羽
咋
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
を
は
じ
め
、
羽
咋
市
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
資
料
、
市
内
各
地
の
有
志
ら
か
ら
写
真
等
の
提
供
を
得
て
掲
載
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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第
一
章
　
事
業
の
概
要

① 
事
業
の
目
的

　

石
川
県
羽
咋
市
は
、
能
登
半
島
の
付
け
根
に
位

置
し
、
金
沢
方
面
か
ら
見
る
と
、
能
登
へ
の
入
り

口
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
「
口
能
登
」
地
域
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
加
賀
・
能
登
・
越
中
を
結
ぶ
立
地
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
に
も
文
化
の
交
差
点
と

し
て
発
展
し
、
そ
れ
を
物
語
る
特
徴
的
な
文
化
財

が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
羽
咋
の
獅
子
舞
文
化
も

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
市
内
の
祭
礼
を
彩
る
郷
土

芸
能
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

羽
咋
の
獅
子
舞
は
、
能
登
地
域
の
な
か
で
も
、

非
常
に
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
そ
の
系
統
を
み
る
と
、
旧
来
か
ら
伝
わ
る
在

地
型
の
「
能
登
獅
子
」
型
を
は
じ
め
、
東
接
す
る

富
山
県
氷
見
市
か
ら
伝
わ
っ
た
「
越
中
獅
子
」
型
、

金
沢
市
か
ら
伝
わ
っ
た
「
加
賀
獅
子
」
型
が
混
在

す
る
。
三
系
統
の
獅
子
舞
が
見
ら
れ
る
地
域
は
、

能
登
で
は
他
に
無
く
、
羽
咋
の
地
域
性
を
よ
く
物

語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
獅
子
舞
は
、
市
内
五
八

町
会
（
集
落
）
で
個
々
の
集
落
単
位
で
伝
承
さ
れ

る
た
め
、
類
似
は
あ
っ
て
も
全
く
同
じ
演
舞
は
無

く
、
多
様
性
を
持
つ
一
方
で
、
隣
町
同
士
で
も
互

い
に
獅
子
舞
を
見
た
こ
と
が
な
い
な
ど
閉
鎖
的
な

側
面
も
あ
り
、
独
特
の
獅
子
舞
文
化
を
形
成
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　

羽
咋
の
獅
子
舞
は
、
各
集
落
の
祭
礼
で
演
舞

さ
れ
る
。
そ
の
演
舞
は
、
主
に
小
中
学
生
が
担

い
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
高
校
生
や
青
年
団
た
ち
が

教
え
、
伝
承
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
、
祭
礼
ま

で
の
練
習
期
間
で
、
演
舞
技
術
と
と
も
に
集
落
の

様
々
な
伝
統
や
ル
ー
ル
も
先
輩
た
ち
か
ら
教
わ

り
、
祭
礼
当
日
の
熱
気
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
し

て
集
落
の
一
員
に
な
っ
て
い
く
。
獅
子
舞
は
、
世

代
間
交
流
や
地
域
教
育
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

お
り
、「
地
域
力
の
根
幹
」
と
も
い
え
る
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
祭
礼
で
の
獅
子
舞
を
実
施
す
る
集
落

（
町
会
）
は
、
昭
和
五
八
年
に
は
五
五
町
会
で
行

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
四
四
町
会
に
ま
で

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
保
存
と
継
承
は
、
集
落
の

少
子
高
齢
化
を
象
徴
す
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
獅
子
舞
の
現
在
の
実

態
を
調
べ
、
記
録
し
て
保
存
し
、
そ
の
特
徴
を
情

報
発
信
し
て
交
流
す
る
場
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

獅
子
舞
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
目
指
そ
う
と
、

市
内
外
の
有
志
が
集
ま
り
、
平
成
二
七
年
に
「
は

く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会
」
を
組
織

し
た
。
そ
し
て
、
同
年
度
か
ら
文
化
庁
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、
調
査
研
究
・
映
像
記
録
作
成
・

情
報
発
信
・
交
流
普
及
を
柱
と
す
る
「
は
く
い
獅

子
舞
等
の
総
合
的
把
握
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進

事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
事
業

の
う
ち
、
主
と
し
て
調
査
研
究
事
業
の
成
果
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
名（
採
択
事
業
名
）　

は
く
い
獅
子
舞
等
の
総
合
的
把
握
に
よ
る
地
域
活

羽咋市の位置
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性
化
推
進
事
業

文
化
庁
補
助
事
業

平
成
二
七
年
度
～
平
成
二
八
年
度

「
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
」

平
成
二
九
年
度
～
平
成
三
〇
年
度

「
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
」

事
業
主
体

は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会

② 

事
業
の
経
過　

　

事
業
は
、「
調
査
研
究
事
業
」「
映
像
記
録
作

成
事
業
」「
情
報
発
信
事
業
」「
交
流
・
普
及
事

業
」
を
四
つ
の
柱
と
し
、
そ
の
他
、
獅
子
舞
用

具
の
新
調
・
修
理
を
行
う
「
継
承
事
業
」（
平
成

二
八
・
二
九
年
度
）
も
実
施
し
て
い
る
。

各
事
業
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
調
査
研
究
事
業
と
映
像
記
録
作
成
事
業

～
各
集
落
の
獅
子
舞
を
調
べ
、
記
録
す
る
。
～

　

実
行
委
員
会
で
、
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
市

内
各
集
落
の
獅
子
舞
の
演
目
等
の
聞
き
取
り
調
査

と
映
像
記
録
作
成
に
よ
る
記
録
保
存
で
あ
る
。
演

目
等
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
そ
の
詳
細
情
報
を
整

理
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、

映
像
記
録
は
、
祭
礼
の
熱
気
も
収
録
で
き
る
た

め
、
集
落
の
祭
礼
記
録
の
ほ
か
普
及
用
映
像
制
作

に
も
適
し
て
お
り
、
展
示
や
出
前
講
座
に
お
い
て

積
極
的
に
上
映
し
て
好
評
を
得
た
。
ま
た
、
万
が

一
、
獅
子
舞
を
中
止
・
休
止
す
る
集
落
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
映
像
が
、
将
来
復
活
さ
せ
る
際
の
基
準

資
料
に
も
な
る
。
以
上
の
作
業
を
、
市
内
獅
子
舞

の
総
合
的
把
握
の
基
盤
作
業
と
位
置
づ
け
、
進
め

て
い
っ
た
。

二
、
情
報
発
信
事
業
と
交
流
普
及
事
業

～
魅
力
と
情
報
を
伝
え
る
交
流
の
場
づ
く
り
～

　

こ
の
調
査
研
究
の
成
果
を
発
信
す
る
た
め
の
基

盤
整
備
と
し
て
、
実
行
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
制
作
し
た
（
平
成
二
七
年
度
）。
こ
れ
を
更
新

し
な
が
ら
、
市
内
の
獅
子
舞
の
動
画
を
視
聴
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
も
立
ち
あ
げ
、
電
子
空
間
上

で
の
交
流
拠
点
と
し
、
祭
礼
と
獅
子
舞
情
報
や
企

画
展
や
特
別
講
座
等
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
を
行
い
、

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
た
。

　

し
か
し
、
目
的
と
す
る
の
は
、
獅
子
舞
を
題
材

と
し
た
〝
直
接
的
な
顔
の
見
え
る
〟
交
流
の
場
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
の
実
現
の
た
め
、
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
出
前
講
座
と
ビ
デ
オ
上
映
会
を

開
催
し
、
各
地
に
出
向
い
て
様
々
な
地
域
と
年
齢

層
に
羽
咋
の
獅
子
舞
の
魅
力
を
伝
え
、
理
解
と
協

力
を
求
め
て
い
っ
た
。

実行委員会
　の事業

交流
普及

記録
作成

調査
研究

情報
発信

インターネットなど
による魅力発信
インターネットなど
による魅力発信

展示会、講座などの
交流の場づくり
展示会、講座などの
交流の場づくり

聞き取り調査による
報告書作成
聞き取り調査による
報告書作成

ビデオ撮影による
映像記録作成
ビデオ撮影による
映像記録作成
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そ
し
て
、羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館
を
会
場
に
、

獅
子
舞
を
題
材
と
す
る
企
画
展
示
を
開
催
し
、
そ

の
成
果
を
公
開
す
る
と
と
も
に
交
流
の
場
と
し

た
。
平
成
二
七
年
度
は
、市
内
各
町
会
の
獅
子
頭
、

平
成
二
八
年
度
に
は
、
天
狗
面
と
烏
帽
子
等
の
獅

子
舞
用
具
を
網
羅
的
に
借
用
し
て
展
示
し
た
。
こ

れ
は
、
他
地
区
の
獅
子
舞
用
具
を
見
比
べ
観
察
で

き
る
よ
う
意
図
し
た
も
の
で
好
評
を
得
る
と
と
も

に
悉
皆
調
査
と
し
て
も
重
要
な
成
果
と
な
っ
た
。

平
成
二
九
年
度
に
は
、
そ
の
歴
史
を
深
め
る
企
画

と
し
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
の
近
現

代
に
か
け
て
の
古
い
獅
子
舞
用
具
等
の
関
連
資
料

を
借
用
・
展
示
し
て
、
そ
の
歴
史
を
考
察
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
の
取

り
ま
と
め
と
位
置
づ
け
て
、
羽
咋
市
の
獅
子
舞
の

特
徴
と
い
え
る
「
加
賀
・
能
登
・
越
中
」
の
獅
子

舞
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
、
獅
子
舞
文
化
の
多
様
性

を
考
え
る
展
示
を
開
催
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
映
像
記
録
作
成
事
業
で
製
作

し
た
獅
子
舞
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
ビ
デ
オ
を
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
上
映
す
る
「
シ
シ
シ
ア
タ
ー
」
も
特
設

し
、
来
館
者
に
「
他
所
の
獅
子
舞
、
見
た
こ
と
あ

り
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
、
意
識
的
に
他
地
区

の
獅
子
舞
を
見
る
機
会
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
展
示
期
間
中
に
有
識
者
に
よ
る
特
別

講
座
（
平
成
二
七
・
二
八
年
度
）、
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
講
座
「
シ
シ
ト
ー
ク
」（
平
成

二
九
・
三
〇
年
度
）
も
開
催
し
、
獅
子
舞
を
題
材

と
し
た
交
流
の
場
づ
く
り
を
実
現
す
る
よ
う
複
合

的
に
実
施
し
て
い
っ
た
。

　

展
示
の
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
普
段
見
る

機
会
の
少
な
い
他
地
区
の
獅
子
舞
を
見
た
こ
と
に

よ
る
驚
き
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
手
ご
た
え
を
感
じ

た
。
同
時
に
、
借
用
し
た
展
示
資
料
は
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
撮
影
を
行
い
、
郷
土
資

料
と
し
て
の
獅
子
舞
用
具
の
悉
皆
調
査
と
記
録
資

料
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
継
承
事
業

～
獅
子
舞
用
具
の
修
理
等
に
よ
る
適
切
な
継
承
～

　

調
査
研
究
事
業
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
実
際

に
獅
子
舞
用
具
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
っ

た
。
そ
の
際
に
、
獅
子
舞
用
具
が
劣
化
・
破
損
に

よ
り
使
用
で
き
な
い
状
態
で
、
本
来
か
つ
従
来
の

す
が
た
で
の
演
舞
が
実
施
困
難
と
な
っ
て
い
る
地

域
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
改
善
の
た
め
、

平
成
二
八
年
度
に
滝
町
の
カ
ヤ
装
束
の
新
調
、
千

代
町
の
天
狗
烏
帽
子
の
修
理
、
平
成
二
九
年
度
に

柴
垣
町
の
ベ
シ
ャ
ラ
面
の
修
理
を
行
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
祭
礼
で
の
本
来
の
用
具
を
用
い
た
演
舞

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
継
承
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

実行委員会のウェブサイト
http://hakui-shishimai.com/
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平成 27 年度
市内 52 町会から
獅子頭を借用・展
示。総覧的に見比
べることで系統ご
との特徴を解説し
た。

平成 28 年度
市内 48 町会から
天狗面と烏帽子、
ベッサイ面等を借
用・展示。総覧的
に見比べることで
系統ごとの特徴を
解説した。

平成 29 年度
市内の江戸末期～
明治・大正・昭和
初期の獅子舞の歴
史資料を借用・展
示。そのルーツを
解説した。

平成 30 年度
市内の三系統の獅
子舞をそれぞれ展
示し、その特徴と
多 様 性 を 解 説 し
た。
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第
二
章
　
総
論

① 
石
川・
富
山
の
獅
子
舞

　

石
川
県
は
、
加
賀
地
域
と
能
登
地
域
に
大
き
く

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
獅
子
舞
文
化
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
加
賀
地
域
で
は
、金
沢
市
を
中
心
に
、

南
は
白
山
市
・
能
美
市
・
小
松
市
・
加
賀
市
な
ど

南
加
賀
方
面
、
北
は
津
幡
町
・
か
ほ
く
市
付
近
に

ま
で
「
加
賀
獅
子
」
と
呼
ば
れ
る
獅
子
舞
が
広
く

分
布
し
て
い
る
。
と
く
に
金
沢
市
周
辺
で
は
、
加

賀
百
万
石
文
化
を
象
徴
す
る
よ
う
な
超
大
型
の
獅

子
と
、
こ
れ
に
対
峙
す
る
棒
・
薙
刀
・
太
刀
・
鎖

ガ
マ
な
ど
を
手
に
演
舞
す
る
〝
棒
振
り
〟
と
呼
ば

れ
る
少
年
・
青
年
層
の
武
芸
の
所
作
に
よ
る
獅
子

舞
が
浸
透
し
、
多
数
の
流
派
が
あ
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
獅
子
の
胴
体
の
カ
ヤ
を
ド
ー
ム
状
に

大
き
く
張
り
、
お
囃
子
も
含
め
、
三
〇
～
四
〇
人

を
超
え
る
人
数
で
渡
御
を
行
う
。

　

能
登
地
域
で
は
、
羽
咋
郡
市
（
羽
咋
市
・
宝
達

志
水
町
・
志
賀
町
）
の
口
能
登
地
域
か
ら
、
邑
知

地
溝
帯
で
結
ば
れ
る
中
能
登
町
・
七
尾
市
に
達
す

る
中
能
登
地
域
に
か
け
て
獅
子
舞
が
顕
著
に
分
布

す
る
。
お
も
に
旧
来
か
ら
能
登
地
域
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
在
地
型
の
「
能
登
獅
子
」
が
中
心
で
、
日

本
海
側
で
は
、
宝
達
志
水
町
南
部
の
旧
押
水
町
域

か
ら
羽
咋
郡
志
賀
町
北
部
の
旧
富
来
町
域
・
輪
島

市
門
前
に
か
け
て
、
七
尾
湾
側
で
は
、
七
尾
市
能

登
島
を
取
り
囲
む
中
島
、
田
鶴
浜
、
穴
水
町
あ
た

り
ま
で
分
布
す
る
。
こ
れ
よ
り
北
部
の
珠
洲
市
・

輪
島
市
・
能
登
町
の
奥
能
登
地
域
へ
行
く
と
、
獅

子
舞
は
非
常
に
少
な
く
な
る
。
輪
島
市
で
は
、
氷

見
獅
子
も
習
い
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
旧
来
か
ら
の

在
地
の
能
登
獅
子
は
希
薄
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奥
能
登
地
域
で
は
「
行
道
獅
子
」
も
存

在
す
る
。
こ
れ
は
、
獅
子
頭
を
木
枠
に
の
せ
て
頭

上
部
に
担
ぎ
、
祭
礼
の
神
輿
渡
御
を
先
導
し
て
独

り
立
ち
に
て
「
行
道
」
す
る
舞
わ
な
い
獅
子
で
、

古
式
を
残
す
形
態
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
奥
能
登
で
は
、
獅
子
舞
は
点
在

す
る
も
の
の
伝
承
数
は
希
薄
で
あ
り
、
口
能
登
・

中
能
登
地
域
に
比
べ
て
、
祭
礼
に
伴
う
芸
能
と
し

て
浸
透
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

巨
大
灯
篭
を
担
ぐ
「
キ
リ
コ
祭
礼
」
を
重
視
す
る

祭
礼
文
化
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
奥
能
登
地
域
お
よ
び
志
賀
町
・
七
尾
市
石
崎

に
か
け
て
は
、
祭
礼
と
言
え
ば
「
キ
リ
コ
・
奉
燈
」

の
巡
行
で
あ
り
、
同
様
に
羽
咋
か
ら
七
尾
周
辺
に

か
け
て
は
、
祭
礼
と
言
え
ば
「
獅
子
舞
」
を
重
視

す
る
文
化
圏
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

富
山
県
で
は
、
非
常
に
多
く
の
獅
子
舞
が
伝
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
と
く
に
氷
見
市

で
は
、
獅
子
舞
の
伝
承
数
が
突
出
し
て
お
り
、
県

境
に
接
す
る
羽
咋
市
・
中
能
登
町
・
七
尾
市
に
も

分
布
し
、
さ
ら
に
邑
知
地
溝
帯
を
渡
っ
て
、
志
賀

町
に
も
氷
見
か
ら
習
っ
た
獅
子
舞
が
見
ら
れ
る
。

富
山
県
内
で
は
「
氷
見
獅
子
」
に
分
類
さ
れ
る
形

態
で
、羽
咋
で
は
「
越
中
獅
子
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

氷
見
獅
子
は
、
獅
子
の
胴
体
で
あ
る
カ
ヤ
に
四

～
五
人
が
入
り
、
足
を
揃
え
て
舞
い
一
匹
の
獅
子

の
動
き
を
表
現
す
る
百
足
獅
子
型
で
、
こ
れ
に
対

峙
す
る
鼻
高
面
に
黒
色
の
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
天

狗
と
一
体
と
な
っ
た
激
し
く
勇
壮
な
演
舞
が
特
徴

で
あ
る
。

　

氷
見
獅
子
は
、
高
岡
市
を
は
じ
め
周
辺
に
も
伝

播
す
る
が
、
そ
の
先
の
射
水
市
で
も
同
様
の
百
足

獅
子
型
の
獅
子
と
天
狗
に
よ
る
「
射
水
獅
子
」
が

見
ら
れ
る
。
射
水
獅
子
の
天
狗
は
、「
ジ
ャ
グ
マ
」

と
呼
ば
れ
る
毛
冠
に
鼻
高
面
を
つ
け
る
も
の
も
み

ら
れ
、
氷
見
獅
子
の
よ
う
な
黒
烏
帽
子
を
か
ぶ
る

地
区
と
混
在
し
て
い
る
。
演
舞
内
容
も
、
長
弓
や

松
明
な
ど
多
彩
な
捕
り
物
を
持
っ
て
踊
り
、
氷
見

獅
子
と
は
異
な
る
要
素
を
有
す
る
。
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そ
の
南
部
の
砺
波
市
で
は
、
カ
ヤ
に
五
～
六
人

が
入
っ
て
舞
う
百
足
獅
子
型
な
が
ら
、
内
部
に
竹

輪
を
張
っ
て
、
手
に
持
ち
、
そ
の
胴
体
を
大
き
く

見
せ
る
「
砺
波
獅
子
」
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
西

部
の
小
矢
部
市
や
南
砺
市
に
か
け
て
も
こ
の
傾
向

が
み
ら
れ
、
獅
子
頭
も
大
型
で
あ
る
。
獅
子
に
対

峙
す
る
の
は
「
シ
シ
ト
リ
」
と
呼
ば
れ
る
子
供
た

ち
の
演
舞
で
、
氷
見
獅
子
や
射
水
獅
子
の
よ
う
な

天
狗
は
見
ら
れ
な
い
。

　

砺
波
獅
子
は
、
氷
見
獅
子
の
よ
う
に
足
を
揃
え

舞
う
形
態
で
あ
り
な
が
ら
、
胴
部
の
カ
ヤ
は
加
賀

獅
子
の
よ
う
に
大
型
の
獅
子
を
志
向
し
、
対
峙
す

る
シ
シ
ト
リ
も
棒
・
ナ
ギ
ナ
タ
・
太
刀
・
鎖
ガ
マ

な
ど
、
加
賀
獅
子
の
棒
振
り
と
同
様
の
捕
り
物
を

と
っ
て
演
舞
す
る
こ
と
か
ら
、
金
沢
の
加
賀
獅
子

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
砺
波
・

小
矢
部
・
南
砺
地
域
は
、
歴
史
的
に
も
加
賀
百
万

石
文
化
圏
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
地
域
性
と
そ
の

立
地
か
ら
、
氷
見
獅
子
と
加
賀
獅
子
の
両
方
の
形

態
的
要
素
を
も
つ
獅
子
舞
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
能
登
獅
子
と
加
賀
獅
子
の
境
界
範

囲
に
あ
た
る
石
川
県
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町
南
部
の

旧
押
水
町
周
辺
に
は
、
加
賀
獅
子
と
能
登
獅
子
の

共
通
要
素
を
持
つ
獅
子
舞
が
分
布
し
て
い
る
。

　

か
ほ
く
市
に
接
す
る
宝
達
志
水
町
最
南
部
の
北

川
尻
を
例
に
す
る
と
、
能
登
獅
子
の
獅
子
頭
に
カ

ヤ
が
入
る
百
足
獅
子
型
な
が
ら
、
獅
子
頭
が
歯
を

鳴
ら
す
の
み
で
舞
い
が
無
く
、
笛
・
鉦
に
よ
る
お

囃
子
が
無
い
。
唯
一
「
タ
イ
コ
ブ
リ
」
の
演
目
で

太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
カ
ヤ
は
腕
を

上
げ
て
広
げ
、
尻
尾
部
は
さ
ら
に
棒
で
高
く
持
ち

上
げ
て
峰
を
作
る
よ
う
に
張
り
、
胴
部
を
大
き
く

見
せ
る
こ
と
を
志
向
し
て
お
り
、
加
賀
獅
子
的
で

あ
る
。こ
れ
に
対
峙
す
る
天
狗
は
、「
シ
ャ
ン
ガ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
毛
冠
に
鼻
高
面
を
つ
け
た
能
登
・
越

中
獅
子
と
同
様
の
狩
衣
装
束
な
が
ら
、「
棒
振
り
」

の
よ
う
な
演
舞
を
行
う
。「
加
能
型
」
と
も
い
う

べ
き
折
衷
型
で
あ
る
。

金沢

氷見

高岡

富山

七尾

中能登

羽咋

珠洲

輪島

砺波

南砺

小矢部

宝達志水

かほく
津幡

白山
野々市

能登

穴水

志賀

（富来）

（門前）

能登獅子

氷見獅子

加賀獅子

射水獅子

砺波獅子

射水

羽咋市周辺の獅子舞分布概要図

内灘

キリコ・奉燈文化圏

（志雄）

（押水）

行道獅子

金沢

氷見

高岡

富山

七尾

中能登

羽咋

珠洲

輪島

砺波

南砺

小矢部

宝達志水

かほく
津幡

白山
野々市

能登

穴水

志賀

（富来）

（門前）

能登獅子

氷見獅子

加賀獅子

射水獅子

砺波獅子

射水

羽咋市周辺の獅子舞分布概要図

内灘

キリコ・奉燈文化圏

（志雄）

（押水）

行道獅子
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加賀獅子（金沢市大場町）

砺波 獅子（ 富山県砺波市西中 ）

加能型（ 宝達志水町北川尻 ）
撮影：渋谷利雄 S50年代

行道獅子（ 輪島市町野町佐野 ）
撮影：渋谷利雄 S50年代

氷見 獅子（ 富山県氷見市論田 ）

射水 獅子（ 富山県射水市新湊 ）
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② 
羽
咋
市
の
集
落
と
舞
子
舞

　

市
内
で
祭
礼
時
に
獅
子
舞
を
実
施
し
て
い
る
町
会

（
集
落
）
は
、
現
在
四
四
町
会
で
、
過
去
に
実
施
し
て

い
た
が
現
在
休
止
・
中
止
し
て
い
る
町
会
も
含
め
る

と
五
八
町
会
で
あ
り
、
新
興
の
団
地
等
の
地
区
を
除

い
て
、
旧
来
の
全
て
の
町
会
で
獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
北
部
の
志
賀
町
、
東
部
の
中

能
登
町
・
富
山
県
氷
見
市
、
南
部
の
宝
達
志
水
町
と

接
す
る
地
区
で
は
、
隣
接
集
落
同
士
の
生
業
関
係
、

縁
戚
関
係
、
寺
院
の
門
徒
・
檀
家
関
係
、
耕
作
に
お

け
る
同
一
水
系
の
共
有
な
ど
に
よ
る
結
び
つ
き
が
強

く
、
行
政
区
を
越
境
す
る
同
じ
生
活
文
化
圏
を
共
有

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
獅
子
舞
文
化
を
考
察
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
。
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と
く
に
、市
内
北
部
の
上
甘
田
地
区
の
柴
垣
町
・

滝
谷
町
お
よ
び
越
路
野
地
区
の
上
中
山
町
は
、
旧

来
は
、
現
在
の
志
賀
町
に
属
す
る
旧
上
甘
田
村
、

旧
下
甘
田
村
の
集
落
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
市
内

東
部
の
鹿
島
路
地
区
と
余
喜
地
区
の
集
落
は
、
現

在
の
中
能
登
町
に
属
す
る
鹿
島
郡
の
集
落
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
羽
咋
市
が
昭
和
三
三
年

に
市
制
施
行
す
る
際
の
一
連
の
合
併
に
よ
り
越
境

し
て
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
活
文
化
圏
と

し
て
は
、
旧
来
の
志
賀
町
や
中
能
登
町
と
の
関
係

が
強
く
、
獅
子
舞
に
お
い
て
も
一
程
度
の
類
似
性

が
見
ら
れ
る
。

　

現
在
の
市
域
は
、
十
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
地
区
」
は
、
前
述
し
た
生
活
文
化
圏

を
基
盤
に
近
世
以
来
の
集
落
相
互
の
関
係
性
を
有

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
、
集

落
の
神
社
の
祭
礼
に
伴
い
個
別
に
集
落
単
位
で
伝

承
さ
れ
る
た
め
、
集
落
を
跨
い
で
同
一
の
獅
子
舞

を
共
有
す
る
よ
う
な
事
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
隣
集
落
同
士
で
も
、
地
区
的
な
一
程
度
の

類
似
性
は
あ
っ
て
も
、
全
く
同
じ
演
舞
・
お
囃
子

は
無
く
、
個
々
に
独
自
性
を
有
し
て
い
る
。
市
内

各
集
落
の
獅
子
舞
文
化
が
多
様
で
あ
る
の
は
、
こ

れ
に
起
因
す
る
。

③ 

獅
子
舞
の
役
割
と
神
輿
渡
御

　

市
内
で
は
、
集
落
の
春
季
・
秋
季
祭
礼
の
ど
ち

ら
か
で
神
輿
渡
御
と
獅
子
舞
が
実
施
さ
れ
る
。
春

季
に
獅
子
舞
を
行
う
地
域
は
、
現
在
休
止
・
中
止

中
も
含
め
、
余
喜
地
区
の
全
集
落
、
邑
知
地
区
の

寺
境
・
若
部
・
志
々
見
・
宇
土
野
・
白
瀬
・
中
川

で
あ
り
、
石
動
山
系
に
沿
う
地
域
に
限
定
さ
れ
る
。

そ
の
他
は
、
秋
季
祭
礼
で
あ
る
。
た
だ
し
、
越
路

野
地
区
の
千
路
町
、
邑
知
地
区
の
飯
山
町
は
、
夏

季
の
納
涼
祭
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
お
り
、
例
外

的
で
あ
る
。

　

祭
礼
で
は
、
神
社
で
の
神
事
の
あ
と
、
祭
神
が

神
輿
に
遷
さ
れ
る
。
神
社
境
内
で
獅
子
舞
の
奉
納

が
行
わ
れ
た
後
、
神
輿
は
神
社
を
発
ち
、
集
落
内

を
渡
御
・
神
幸
す
る
。
獅
子
舞
は
、
神
輿
の
渡
御

道
中
の
先
導
役
と
し
て
最
前
方
を
進
む
こ
と
か
ら
、

魔
除
け
、
露
払
い
、
悪
魔
祓
い
の
役
割
を
担
う
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
渡
御
は
、
獅
子
舞
と
囃
子
方
を
先
頭
に
神

輿
が
続
き
、
神
職
・
町
会
長
・
青
年
団
長
ら
が
随

行
し
、
行
列
を
な
す
の
が
基
本
で
あ
る
。
獅
子
舞

と
神
輿
の
あ
い
だ
に
御
幣
・
幟
・
稚
児
随
身
な
ど

が
入
る
地
区
も
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
人
不
足
の
た
め
省
略
さ
れ
て
い
る
地
区
が
見
ら

れ
る
。

　
渡
御
道
中
は
、集
落
内
の
需
要
な
辻
（
交
差
路
）、

祠
堂
、
御
旅
所
な
ど
を
回
っ
て
神
職
が
祝
詞
奏
上

し
て
祭
祀
し
、
そ
こ
で
獅
子
舞
演
舞
の
奉
納
が
行

わ
れ
る
。
集
落
内
を
め
ぐ
る
渡
御
道
中
は
長
距
離

に
な
る
た
め
、
各
所
に
「
宿
（
や
ど
）」
と
呼
ば
れ

る
休
憩
の
た
め
の
世
帯
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
ほ

か
集
落
内
で
結
婚
や
出
産
な
ど
の
慶
事
が
あ
っ
た

家
で
は
、
神
輿
を
招
い
て
そ
の
慶
事
を
祭
神
に
報

告
し
、
家
内
の
安
寧
と
弥
栄
を
祈
る
「
ご
招
待
家
」

が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
宿
や
招
待
家
で
は
、

世
帯
主
が
親
戚
・
客
人
等
を
招
い
て
酒
食
を
用
意

し
、
神
職
ら
を
も
て
な
す
。
そ
し
て
、
世
帯
主
と

そ
の
客
人
ら
は
、
獅
子
舞
や
神
輿
の
担
ぎ
手
へ
の

労
い
と
し
て
酒
・
肴
や
金
一
封
な
ど
の
祝
儀
を
渡

す
。
こ
れ
を
「
花
を
打
つ
」
と
い
う
。
こ
の
「
花
」

を
受
け
た
獅
子
舞
は
、
そ
の
主
人
の
名
を
独
特
の

口
上
と
と
も
に
詠
み
上
げ
て
披
露
し
、「
花
の
御
礼
」

と
し
て
返
礼
の
演
舞
を
行
い
、
そ
の
家
庭
を
祝
福

す
る
。
ひ
と
通
り
の
演
舞
を
終
え
る
と
、
次
の
招

待
家
な
ど
に
移
動
す
る
。
渡
御
の
全
工
程
を
終
え

る
と
、
神
輿
は
神
社
へ
戻
り
、
祭
神
を
本
殿
に
再

び
遷
し
て
祭
礼
が
終
了
と
な
る
。
こ
の
時
の
獅
子

舞
奉
納
で
地
区
に
よ
っ
て
は
「
獅
子
殺
し
」
の
演
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目
が
演
舞
さ
れ
、
祭
礼
の
締
め
く
く
り
と
な
る
。

　

こ
の
神
輿
渡
御
は
、
平
安
時
代
後
期
に
は
始
ま

り
、
全
国
に
普
及
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

本
来
は
神
社
に
坐
す
神
を
神
輿
に
遷
し
て
移
動
可

能
と
し
た
こ
と
に
よ
り
渡
御
行
列
が
発
生
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
行
列
の
構
成
員
と
し
て
神
輿
の
先

導
役
で
あ
る
猿
田
彦
や
獅
子
舞
な
ど
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
行
列
は
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
、
人
々
に
と
っ
て
の
最
大
の
見
物
対
象
で

あ
り
娯
楽
で
あ
る
。
獅
子
舞
は
、
神
の
先
導
役
と

し
て
祭
礼
の
重
要
な
役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
集

落
最
大
の
ハ
レ
の
日
を
彩
る
娯
楽
と
し
て
芸
能
化

し
地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

渡御行列（神子原町）
獅子舞を先頭に神輿と神職らが続く。神子原
の渡御行列は、神輿の担ぎ手の白丁装束と周
囲の棚田景観が相まって、渡御の原風景を見
るようである。

「ご招待家」での神事（千路町）
座敷などの広間に祭壇が設けられ、神輿が横付けされ
る。神職による祝詞奏上が行われ、慶事の報告、家庭
の安寧と弥栄が祈られる。

花の披露と口上（深江町）
「花（酒や金一封）」が贈られると、獅子方の代表者であ
る青年団長などが「花紙」を広げて感謝の口上を述べ、
獅子舞を演舞する。

花の口上（神子原町の場合）

「東
と ざ い

西、東
とうざい

西、目
もくろく

録がひとつ。御
おんさけさかな

酒肴
は沢

さーわやま

山。右は、〇〇町よりお越しの
〇〇様よりご贔

ごひいき

屓とあずかりまして、
神子原町壮年団にくださーる。名

みょうだい

代
として花の御礼！」

  神子原町をはじめ、越中獅子型の集落では、
これが基本形として伝わっいる。能登獅子型
の集落でも概ねこの形態が基本形で、広く浸
透している。

花の口上（四柳町の場合）

「東
と ざ い

西、東
とうざい

西、目
もくろく

録がひとつ。御
おんさけさかな

酒肴
は沢

さわやま

山。人
に ん き

気は益
まーすます

々、栄
えいとう

当、栄
えいとう

当。右は、
〇〇市は〇〇町の住人。〇〇の〇〇様
より当獅子舞保存会にご贔

ひ い き

屓とあっ
て、■■■をくださーる！」

  ■■■…四柳町では、祝儀の主人の職業な
どに合わせて、誇張してアドリブで披露し、
笑いを誘う。（例：「注射器たくさんくださー
る！」（病院勤務の場合）。「羽咋の米、全部
くださーる！」（JA職員の場合）など。
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第
三
章
　
羽
咋
の
獅
子

① 
市
内
の
獅
子
舞
、
三
系
統
。　

　

前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
市
内
に
は
、
加
賀
獅

子
、
越
中
獅
子
、
能
登
獅
子
の
三
系
統
の
獅
子
舞

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
珍
し

い
こ
と
で
あ
り
、
加
賀
・
能
登
・
越
中
を
結
ぶ
羽

咋
の
地
理
的
特
性
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
内
訳

は
、
休
止
・
中
止
し
て
い
る
町
会
も
含
め
て
、
加

賀
獅
子
が
三
町
会
、
越
中
獅
子
が
一
五
町
会
、
能

登
獅
子
が
四
〇
町
会
あ
り
、
在
地
型
の
能
登
獅
子

が
最
も
多
い
。

② 

加
賀
獅
子「
祇
園
囃
子
」

　

加
賀
獅
子
は
、
金
沢
を
中
心
に
加
賀
地
域
に
広

範
囲
に
伝
わ
る
超
大
型
の
獅
子
で
知
ら
れ
、
獅
子

の
胴
体
の
カ
ヤ
の
な
か
に
太
鼓
・
笛
・
三
味
線
な

ど
の
お
囃
子
衆
が
入
る
ほ
ど
大
き
く
、
そ
の
先
頭

に
立
つ
カ
シ
ラ
も
豪
華
で
非
常
に
大
き
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
の
獅
子
に
対
峙
す
る
の
が
「
棒

振
り
」
と
呼
ば
れ
る
少
年
か
ら
青
年
層
の
若
者
た

ち
で
、
棒
の
ほ
か
に
薙
刀
や
鎖
鎌
な
ど
を
持
っ
て

獅
子
を
倒
す
武
芸
の
所
作
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

藩
政
期
か
ら
武
芸
の
修
練
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
金
沢
市
で
は
、
そ
の
流
派
が
複

数
存
在
す
る
。

　

羽
咋
に
は
、
明
治
三
〇
年
代
ご
ろ
、
金
沢
出
身

の
島
出
町
の
遊
郭
の
料
理
人
が
教
え
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
羽
咋
神
社
の
氏
子
町
会
の
う
ち
、
中

央
町
、
本
町
、
旭
町
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、「
祗

園
囃
子
（
ぎ
お
ん
ば
や
し
）」
と
呼
ば
れ
、
秋
季

祭
礼
で
、
各
所
で
演
舞
を
し
な
が
ら
町
内
を
練
り

歩
く
。
お
囃
子
は
、
太
鼓
・
三
味
線
・
笛
で
、
曲

目
は
三
町
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
本
町
を
例
に
す
る

と
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」「
サ
カ
サ
ッ
サ
」

「
ジ
ャ
ン
チ
ェ
コ
ン
チ
ェ
」「
禅
（
ト
ン
レ
ン
ト
ン

レ
ン
）」「
夜
神
楽
（
ト
ン
ト
ン
チ
ン
チ
ン
）」「
コ

ン
チ
ェ
コ
ン
」「
宮
参
り
」「
七
丁
目
」「
金
沢
殿
様
」

「
長
唄
元
禄
花
見
踊
」
が
あ
る
。

　

獅
子
頭
は
大
型
で
、
胴
体
の
カ
ヤ
も
大
き
く
、

十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
さ
で
あ
る
。
ド
ー
ム
状

の
骨
組
み
を
用
い
て
張
り
、
内
部
に
お
囃
子
の
太

鼓
を
取
り
付
け
組
み
立
て
る
。
獅
子
頭
は
、
青
年

団
な
ど
の
若
者
層
が
担
当
し
、
カ
ヤ
を
背
後
に
獅

子
頭
を
操
り
、獅
子
の
動
き
や
睨
み
を
表
現
す
る
。

こ
れ
に
対
峙
す
る
棒
振
り
は
、
小
中
学
生
の
子
供

た
ち
が
担
当
し
、
獅
子
頭
に
向
か
っ
て
武
芸
の
技

を
見
せ
な
が
ら
近
づ
き
、
最
後
に
「
ヨ
イ
ヤ
！
」

の
掛
け
声
で
獅
子
を
制
す
。
棒
振
り
の
道
具
は
、

中
央
町
を
例
に
す
る
と
、
棒
・
刀
・
薙
刀
・
鎖
鎌

の
武
具
が
基
本
で
金
沢
型
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
に
尺
八
や
看
板
を
使
用
す
る
演
舞
も
あ
り
、

こ
れ
ら
は
分
離
す
る
仕
込
み
が
入
っ
て
お
り
、
両

手
に
持
っ
て
武
具
と
し
て
使
用
す
る
。

　

羽
咋
の
祇
園
囃
子
は
、
加
賀
獅
子
の
北
限
で
あ

り
、
流
派
は
不
明
な
が
ら
金
沢
型
の
加
賀
獅
子
が

直
接
的
に
伝
播
し
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て

非
常
に
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

加賀獅子「祇園囃子」（中央町）
お囃子衆を伴う大型のカヤを背にカシラと棒振りが対
峙する。
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③ 
越
中
獅
子

　

羽
咋
で
は
、
富
山
県
か
ら
伝
わ
っ
た
獅
子
舞
を

「
越
中
獅
子
」
と
呼
ん
で
い
る
。
東
接
す
る
氷
見

市
の
論
田
・
熊
無
地
区
か
ら
習
い
伝
わ
っ
た
「
氷

見
獅
子
」
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
ご
ろ
に
神
子
原

町
な
ど
の
中
山
間
地
域
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
、
邑

知
地
区
の
里
方
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
羽
咋
神

社
氏
子
の
東
川
原
町
、
的
場
町
、
御
坊
山
町
は
、

昭
和
末
～
平
成
初
期
に
習
い
導
入
し
た
も
の
で
比

較
的
新
し
い
。
ま
た
、
柴
垣
町
で
は
、
同
じ
く
明

治
二
〇
年
ご
ろ
、
氷
見
で
は
な
く
高
岡
市
か
ら
、

出
稼
ぎ
者
が
習
い
伝
え
た
と
し
て
い
る
。

　

は
げ
し
い
太
鼓
と
カ
ネ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

勇
壮
活
発
な
踊
り
が
特
徴
で
、
子
供
た
ち
で
は
な

く
、
青
年
団
・
壮
年
団
ら
に
よ
る
若
者
層
の
演
舞

が
中
心
で
あ
る
。
演
目
は
、
氷
見
獅
子
に
特
有
の

も
の
で
、「
ヒ
ト
ア
シ
」「
フ
タ
ア
シ
」「
バ
イ
ガ
エ
シ
」

「
ヤ
ツ
ブ
シ
」「
ヨ
ソ
ブ
リ
」
な
ど
が
あ
り
、
ど
の

集
落
で
も
お
お
む
ね
同
演
目
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
氷
見
獅
子
を
行
う
他
地
区
の
者
が

見
て
も
、
演
舞
と
お
囃
子
で
演
目
を
言
い
当
て
る

こ
と
が
可
能
で
統
一
性
が
あ
る
。
天
狗
は
、
能
登

獅
子
と
同
じ
く
、
烏
帽
子
に
鼻
高
面
を
つ
け
、
装

束
は
狩
衣
の
上
に
、
胸
部
に
胸
当
て
を
付
け
る
。

　

天
狗
が
手
に
す
る
捕
り
物
は
、
演
目
に
よ
っ
て

異
な
り
、棒
、杉
葉
、刀
な
ど
が
あ
る
。
獅
子
頭
は
、

非
常
に
大
型
で
井
波
彫
刻
の
彫
師
が
多
い
。
こ
の

た
め
表
情
も
統
一
性
が
あ
る
。
氷
見
獅
子
で
は
、

赤
塗
り
の
獅
子
頭
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
羽
咋
で

は
太
田
町
で
黒
塗
り
も
見
ら
れ
る
。
内
部
の
取
っ

手
を
握
り
、
頭
部
を
獅
子
頭
に
入
れ
て
、
こ
れ
を

軸
に
取
り
回
す
よ
う
に
し
て
獅
子
を
表
現
す
る
。

下
顎
だ
け
が
軸
棒
に
よ
り
動
く
構
造
で
、
内
部
か

ら
天
狗
を
見
な
が
ら
演
舞
し
、
時
に
大
き
く
噛
ん

だ
り
歯
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
威
嚇
の
所
作
を
行
う
。

　
「
舞
い
」
の
性
格
が
強
い
能
登
獅
子
に
対
し
、
越

中
獅
子
は
、「
獅
子
殺
し
」
の
演
目
が
あ
る
よ
う
に

天
狗
と
獅
子
の
格
闘
色
が
強
く
「
闘
い
の
獅
子
」

と
も
言
え
る
。
獅
子
殺
し
は
、
祭
礼
の
神
事
を
終

え
た
最
後
に
だ
け
奉
納
さ
れ
る
演
舞
で
、
特
別
な

演
目
で
あ
る
。
夜
刻
に
行
わ
れ
る
一
時
間
以
上
に

お
よ
ぶ
非
常
に
長
い
演
目
で
、
天
狗
が
獅
子
を
あ

や
し
挑
発
し
、
時
に
劣
勢
に
な
る
な
ど
の
や
り
取

り
が
続
き
、
最
後
に
刀
で
切
っ
て
と
ど
め
を
刺
し
、

息
絶
え
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
の
ち
に
歓
喜
を

表
し
退
場
す
る
。
こ
の
非
常
に
長
く
物
語
性
の
あ

る
演
舞
の
表
現
が
、
天
狗
も
獅
子
も
最
大
の
見
せ

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
見
る
者
を
ひ
き
つ
け
る
。

神子原町　ヨソブリ
氷見獅子のカシラは、獅子頭の内部に頭を入れて演
舞する。ヨソブリは高額な花が出た時に演舞される
上位の演目とされている。

千石町　獅子殺し
千石町の獅子殺しでは、境内に藁が敷き詰められ、
演舞のための空間が設けられる。写真はテングが獅
子を刀で斬る瞬間。
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④ 
能
登
獅
子

　

市
内
の
多
く
の
集
落
で
伝
わ
っ
て
い
る
在
地
型

の
獅
子
舞
で
、
い
ま
述
べ
た
加
賀
獅
子
、
越
中
獅

子
が
伝
わ
る
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

小
中
学
生
に
よ
る
「
小
獅
子
」
が
中
心
で
、
お

囃
子
に
合
わ
せ
天
狗
と
獅
子
が
と
も
に
演
舞
す
る
。

大
き
く
分
け
て
二
系
統
が
見
ら
れ
、
流
暢
な
お
囃

子
に
あ
わ
せ
て
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
舞
う
地
域
と

カ
ネ
・
太
鼓
・
笛
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
囃
子
で
活

発
に
舞
う
地
域
が
あ
る
。

　

演
目
は
多
彩
で
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」「
サ
ッ
サ
イ
」

「
ホ
ウ
ダ
ツ
」
な
ど
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
地
区
に
し
か
な
い
個
別
の
演
目
も
相
当
数
あ

り
、
全
体
で
見
る
と
非
常
に
多
様
性
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
非
常
に
長
期
間
に
わ
た
る
集
落
単
位

で
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
な
独
自
の
進
化
・
伝
承
の
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
ほ
ぼ
統

一
的
な
演
目
を
広
く
共
有
す
る
越
中
獅
子
で
は
見

ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。

　

天
狗
は
、
烏
帽
子
に
鼻
高
面
を
つ
け
、
狩
衣
装

束
で
、
棒
を
用
い
て
獅
子
を
あ
や
し
た
り
、
挑
発

し
た
り
し
な
が
ら
獅
子
と
共
に
舞
う
。
越
中
獅
子

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
他
の
捕
り
物
は
な
く
、
棒
の

み
を
使
用
す
る
。
獅
子
は
、
獅
子
頭
を
先
頭
に
四

人
ほ
ど
の
カ
ヤ
が
入
る
百
足
獅
子
型
で
あ
る
。
獅

子
頭
は
小
型
で
上
顎
と
下
顎
が
分
離
し
、
両
者
を

金
具
で
接
続
す
る
構
造
で
、
取
っ
手
は
頭
頂
部
と

下
顎
底
面
に
あ
り
、
前
方
に
上
下
に
持
ち
、
噛
む

所
作
や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
歯
を
鳴
ら
す
所
作
で
獅

子
を
表
現
す
る
。
獅
子
胴
部
の
カ
ヤ
は
、
牡
丹
唐

草
文
様
で
、
越
中
獅
子
に
見
ら
れ
る
赤
一
色
の
緋

ガ
ヤ
は
見
ら
れ
な
い
。
腰
を
曲
げ
ず
に
腕
を
上
げ
、

カ
ヤ
を
張
る
・
振
る
な
ど
し
て
踊
る
地
域
と
腰
を

曲
げ
て
腕
を
降
ろ
し
左
右
に
振
っ
て
踊
る
地
域
が

あ
る
。
基
本
的
に
は
天
狗
一
人
に
対
し
獅
子
一
匹

の
構
成
だ
が
、
富
永
地
区
と
邑
知
地
区
の
一
部
で

は
、
天
狗
一
人
に
獅
子
二
頭
を
左
右
に
配
置
す
る

演
目
も
見
ら
れ
る
。

　

お
囃
子
は
、
笛
・
太
鼓
・
鉦
が
中
心
で
、
余
喜

地
区
で
は
横
笛
、
そ
の
他
の
地
区
は
六
穴
の
縦
笛

を
使
用
す
る
。
市
西
北
部
の
一
ノ
宮
地
区
と
上
甘

田
地
区
だ
け
は
、
そ
の
音
か
ら
「
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
シ
ン
バ
ル
状
の
鳴
り
物
を
使
用
し
て

い
る
。
鉦
は
、打
音
と
摺
り
音
の
組
み
合
わ
せ
で「
カ

ン
カ
ン
チ
ク
リ
（
打
・
打
・
摺
り
摺
り
）」
と
鳴
ら

す
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
羽
咋
神
社
小
獅
子
や
千

里
浜
地
区
で
は
、
打
音
の
み
の
演
目
も
見
ら
れ
独

特
で
あ
る
。

千代町
能登獅子では、カシラはその構造から前方に持って
鳴らし演舞する。千代町は、カヤは腰を曲げて左右
に振る系統である。

千里浜町
基本的に腰を曲げずに立って腕をあげ、カヤを張る・
振るなどして踊る系統である。（※演目によっては
腰を曲げるものもある。）
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人
ほ
ど
の
カ
ヤ
が
入
る
百
足
獅
子
型
で
あ
る
。
獅

子
頭
は
小
型
で
上
顎
と
下
顎
が
分
離
し
、
両
者
を

金
具
で
接
続
す
る
構
造
で
、
取
っ
手
は
頭
頂
部
と

下
顎
底
面
に
あ
り
、
前
方
に
上
下
に
持
ち
、
噛
む

所
作
や
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
歯
を
鳴
ら
す
所
作
で
獅

子
を
表
現
す
る
。
獅
子
胴
部
の
カ
ヤ
は
、
牡
丹
唐

草
文
様
で
、
越
中
獅
子
に
見
ら
れ
る
赤
一
色
の
緋

ガ
ヤ
は
見
ら
れ
な
い
。
腰
を
曲
げ
ず
に
腕
を
上
げ
、

カ
ヤ
を
張
る
・
振
る
な
ど
し
て
踊
る
地
域
と
腰
を

曲
げ
て
腕
を
降
ろ
し
左
右
に
振
っ
て
踊
る
地
域
が

あ
る
。
基
本
的
に
は
天
狗
一
人
に
対
し
獅
子
一
匹

の
構
成
だ
が
、
富
永
地
区
と
邑
知
地
区
の
一
部
で

は
、
天
狗
一
人
に
獅
子
二
頭
を
左
右
に
配
置
す
る

演
目
も
見
ら
れ
る
。

　

お
囃
子
は
、
笛
・
太
鼓
・
鉦
が
中
心
で
、
余
喜

地
区
で
は
横
笛
、
そ
の
他
の
地
区
は
六
穴
の
縦
笛

を
使
用
す
る
。
市
西
北
部
の
一
ノ
宮
地
区
と
上
甘

田
地
区
だ
け
は
、
そ
の
音
か
ら
「
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
シ
ン
バ
ル
状
の
鳴
り
物
を
使
用
し
て

い
る
。
鉦
は
、打
音
と
摺
り
音
の
組
み
合
わ
せ
で「
カ

ン
カ
ン
チ
ク
リ
（
打
・
打
・
摺
り
摺
り
）」
と
鳴
ら

す
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
羽
咋
神
社
小
獅
子
や
千

里
浜
地
区
で
は
、
打
音
の
み
の
演
目
も
見
ら
れ
独

特
で
あ
る
。

H30企画展「シシトーク」配布資料から
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グ
レ
ー
文
字
は
、
獅
子
舞
を

中
止
・
休
止
し
て
い
る
町
会

（
H3
0
現
在
）

清
水

原
清

水
原

論
田

熊
無

論
田

熊
無

所
司

原
所

司
原

敷
浪

敷
浪

高
岡

高
岡

金
沢

金
沢

中
能

登
町

　
　

武
部

中
能

登
町

　
　

武
部

志
賀

町
大

島
志

賀
町

大
島

原原
触

坂
触

坂
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第
四
章
　
資
料
論

① 

歴
史
資
料
か
ら
み
た
羽
咋
の
獅
子
舞　

　

羽
咋
の
獅
子
舞
の
な
か
で
も
越
中
獅
子
を
習

い
導
入
し
た
町
会
で
は
、「
明
治
二
十
年
代
ご
ろ
、

氷
見
か
ら
習
っ
た
」「
昭
和
に
入
っ
て
神
子
原
か

ら
習
っ
た
」
な
ど
と
伝
承
し
て
お
り
明
確
に
回
答

す
る
。
し
か
し
、
在
地
型
の
能
登
獅
子
を
伝
承
す

る
地
域
で
「
獅
子
舞
は
、
ど
こ
か
ら
習
っ
た
か
」

と
聞
き
取
り
を
し
て
も
「
越
中
か
ら
と
も
聞
く
が
、

よ
く
わ
か
な
い
…
」
と
明
確
に
答
え
ら
れ
る
町
会

は
無
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
経
緯
も
不
明
と
な
る
ほ

ど
時
間
が
経
過
し
、
在
地
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
越
中
獅
子
の
集
落

で
明
治
期
に
導
入
し
た
こ
と
を
四
～
五
世
代
程
度

に
わ
た
っ
て
伝
承
で
き
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
仮
に
能
登
獅
子
の
集
落
で
も
明
治
期
に
他
地

区
か
ら
習
い
導
入
し
て
い
れ
ば
、
同
様
に
回
答
す

る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
能
登
獅
子
は
、

少
な
く
と
も
明
治
・
大
正
期
以
前
の
江
戸
後
期
・

末
期
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
る
こ
と
が
困
難
と
言
え
る

ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

で
は
、
地
域
で
の
聞
き
取
り
が
困
難
で
あ
れ
ば
、

歴
史
資
料
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市
内
で
、

最
古
の
獅
子
舞
関
連
資
料
は
、
深
江
町
の
鉦
で
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
寄
進
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
江
戸
後
期
の
作
と
伝
え
る
神
子
原

町
の
獅
子
頭
は
、
古
式
を
残
す
箱
獅
子
型
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
羽
咋
地
域
に
は
、
ど
の
よ

う
な
形
態
か
は
不
明
だ
が
、
一
八
世
紀
末
に
は
、

こ
れ
ら
の
用
具
を
用
い
た
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い

た
と
推
定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
四
町
に
伝
わ
る
『
四
町
宮
田
家
文

書
』
の
「
御
宮
道
具
借
用
証
文
」
は
、
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
に
四
町
村
が
神
輿
と
祭
礼
用
具
を

質
入
れ
し
た
際
の
借
用
証
文
で
、
華
鬘
や
瓔
珞
、

ク
ジ
ャ
ク
・
小
鳥
・
鈴
な
ど
の
神
輿
の
装
飾
具
と

と
も
に
獅
子
舞
カ
ヤ
・
天
狗
（「
は
な
だ
か
」
と

あ
り
）
装
束
な
ど
の
獅
子
舞
用
具
も
質
入
れ
し
た

記
録
が
あ
る
。
ま
た
、「
こ
ど
も
装
束
」
の
記
載

も
あ
り
、
幕
末
に
は
現
在
の
能
登
獅
子
に
見
ら
れ

る
子
供
ら
に
よ
る
「
小
獅
子
」
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
重
要
資
料
で
あ
る
。文政 4年「御宮道具借用証文」『四町宮田家文書』

羽咋市歴史民俗資料館寄託資料

深江町の鉦「寛政十年」銘

神子原町　「獅子頭」

部
分
拡
大（
右
四
行
目
か
ら
）

す
ゝ
等　

其
外　

獅
子
ま
え
か
や　

は
な
だ
か

志
や
う
ぞ
く　

子
共
志
や
う
ぞ
く　

ま
く
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市
内
で
紀
年
銘
を
有
す
る
最
古
の
獅
子
頭
は

「
千
代
町
の
ド
ラ
ジ
シ
」
で
あ
る
。「
文
久
元
年
」

（
一
八
六
一
）
の
製
作
年
と
彫
師
「
藤
堂
北
運
」
の

銘
が
あ
り
、
上
下
顎
が
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
取
っ

手
が
付
く
能
登
獅
子
型
の
獅
子
頭
で
あ
る
。
造
形

と
彫
刻
に
優
れ
、
江
戸
時
代
後
期
～
末
期
に
顕
著

な
四
角
い
箱
獅
子
型
で
は
な
く
流
麗
か
つ
力
強
い

竜
頭
型
の
造
形
が
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
柴
垣
町
の
ベ
シ
ャ
ラ
面
「
ダ
ン
ゴ
バ

ナ
」
も
同
年・同
彫
師
の
銘
を
有
す
る
。
こ
の
面
は
、

鼻
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
に
地
元
で
は
ダ
ン
ゴ
バ

ナ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
天
狗
の
鼻
高
面

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
で
、
こ
ち
ら
も
力

強
い
表
情
の
造
形
と
彫
刻
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

彫
師
の
藤
堂
北
運
に
つ
い
て
は
、「
羽
喰
郡
上
中

山
村
」（
現
在
の
羽
咋
市
上
中
山
町
）の
住
人
で
あ
っ

た
こ
と
以
外
は
、よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

ど
ち
ら
も
非
常
に
精
巧
で
力
強
い
迫
力
あ
る
造
形

で
、
優
れ
た
彫
刻
技
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ど
ち
ら
も
同
じ
製
作
年
月
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、千
代
町
村
、柴
垣
村
の
両
村
が
、そ
れ
ぞ
れ
、

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
製
作
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
、

近
郷
の
村
々
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
彫
師
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

千代町のドラジシ　（文久元年 1861　藤堂北運・作）
頭頂部のツノの受け部に、寄進・制作者銘あり。

柴垣町のベシャラ面「ダンゴバナ」（文久元年 1861 藤堂北運作）
裏面額部に寄進・製作者銘あり。
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H3
0企

画
展「

シ
シ

ト
ー

ク
」

配
布

資
料

か
ら
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以
上
の
資
料
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
江
戸
末
期

の
一
九
世
紀
に
は
、
お
囃
子
を
伴
う
獅
子
頭
と
天

狗
面
を
使
用
し
た
、
子
供
ら
の
小
獅
子
に
よ
る
能

登
獅
子
型
の
獅
子
舞
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
深
江
の
鉦
の
年
代
か
ら
、
そ

の
ル
ー
ツ
が
、
一
八
世
紀
後
半
～
末
ま
で
は
遡
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
保
存
状
態
が
良
好
で
、
幕
末

か
ら
現
在
ま
で
地
域
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
驚
く
。
こ
れ
ら
は
、
羽
咋
の
獅
子
舞
文
化

ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
羽
咋
の
村
び
と
た
ち
の

娯
楽
、
芸
能
な
ど
の
文
化
史
を
知
る
う
え
で
も
欠

か
せ
な
い
絶
好
の
資
料
で
も
あ
る
。

② 

天
狗（
五
八
頁
参
照
）　

　

獅
子
舞
を
構
成
す
る
演
舞
者
の
「
天
狗
」
は
、

そ
の
い
で
た
ち
も
独
特
で
、
氏
神
の
神
紋
を
付
け

た
烏
帽
子
に
鼻
高
面
を
つ
け
、
華
や
か
な
狩
衣
装

束
を
身
に
ま
と
っ
て
演
舞
し
、
獅
子
舞
の
中
で
も

一
番
の
注
目
を
集
め
る
存
在
で
あ
る
。

　

市
内
各
集
落
の
天
狗
面
の
表
情
を
見
比
べ
る

と
、
見
開
い
た
眼
と
眉
毛
の
表
現
、
鼻
の
反
り
や

長
さ
、
ヒ
ゲ
の
表
現
な
ど
、
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ

も
の
が
な
い
。
こ
れ
は
、
面
が
破
損
し
て
新
調
す

る
際
に
は
、
従
来
の
も
の
と
同
じ
表
情
で
作
り
な

お
す
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
長
く
受
け
継

い
で
き
た
集
落
固
有
の
表
情
と
い
え
る
。

　

能
登
獅
子
で
は
、
眼
を
見
開
い
た
怒
り
面
の
ほ

か
に
口
角
が
上
が
っ
た
笑
い
面
も
あ
り
、
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
で
多
様
で
あ
る
。
一
方
、
越
中
獅
子

で
は
、
鬼
面
系
と
も
い
う
べ
き
憤
怒
の
表
情
で
氷

見
獅
子
と
同
系
で
統
一
性
が
あ
る
。
氷
見
市
か
ら

習
い
道
具
を
用
意
す
る
際
に
、
そ
の
習
い
先
の
面

を
も
と
に
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

　

天
狗
面
と
同
様
に
烏
帽
子
も
ま
た
、
集
落
ご
と

の
独
自
性
が
あ
る
。
先
端
部
の
長
さ
や
形
状
が

個
々
に
異
な
り
、
集
落
固
有
の
特
徴
を
持
っ
て
い

る
。
と
く
に
、
深
江
町
や
中
川
町
の
烏
帽
子
は
、

全
長
が
非
常
に
長
く
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

ま
た
、
下
曽
祢
、
金
丸
出
町
の
烏
帽
子
は
、
伎
楽

系
の
色
彩
が
濃
厚
で
、
鳥
の
鶏
冠
（
ト
サ
カ
）
を

想
起
さ
せ
る
ま
さ
に
烏
帽
子
と
い
え
る
形
状
で
あ

る
。
金
糸
な
ど
を
用
い
て
、
瑞
雲
や
流
水
紋
な
ど

の
吉
祥
文
様
を
装
飾
性
豊
か
に
施
し
た
烏
帽
子

は
、
天
狗
面
と
と
と
も
に
、
祭
礼
の
日
を
に
ぎ
や

か
に
彩
る
、
郷
土
色
豊
か
な
芸
術
品
と
も
言
え
る
。

　

天
狗
は
、
獅
子
と
と
も
に
神
輿
の
渡
御
行
列
の

先
導
役
を
務
め
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
全
国

の
渡
御
祭
・
神
幸
祭
の
例
で
は
、
神
輿
の
先
導
役

は
天
狗
の
い
で
た
ち
を
し
た
猿
田
彦
が
務
め
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
七
尾
市
中
島
の
久
麻
加
夫
都
阿

良
加
志
比
古
神
社
の
渡
御
行
列
が
、
ま
さ
に
こ
れ

に
該
当
し
、
神
輿
の
先
導
役
と
し
て
猿
田
彦
が
練

り
歩
く
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
も
、

最
前
方
の
猿
田
彦
に
次
い
で
獅
子
を
伴
う
渡
御
・

神
幸
祭
は
多
数
例
が
あ
り
、
能
登
・
越
中
獅
子
の

天
狗
と
獅
子
も
、
こ
の
渡
御
祭
に
お
け
る
行
列
文

化
の
範
疇
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

金丸出町の渡御行列と天狗
烏帽子は他地区の黒烏帽子とは異なり、鶏冠を想起
させる伎楽系。獅子を従え神輿渡御の先頭を歩く。
いでたちも含め、猿田彦の役割とよく近似する。
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③ 
獅
子
頭（
六
二
頁
参
照
）　

　

獅
子
頭
も
ま
た
、
天
狗
の
面
と
同
様
に
、
集
落

単
位
で
製
作
さ
れ
、
独
自
の
表
情
を
有
し
て
お
り
、

同
じ
表
情
も
の
が
な
い
。
し
か
し
、
越
中
獅
子
の

集
落
で
は
、
氷
見
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
型
で
サ

イ
ズ
・
表
情
と
も
に
一
定
の
規
格
性
が
あ
る
。
こ

れ
も
天
狗
と
同
様
に
、
導
入
し
た
際
の
習
い
先
の

獅
子
頭
を
モ
デ
ル
に
制
作
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
能
登
獅
子
の
集
落
で
は
、
小
型
の
も

の
か
ら
中
型
ま
で
サ
イ
ズ
も
多
様
で
、
表
情
も
多

彩
で
あ
る
。

　

越
中
獅
子
の
カ
シ
ラ
は
、
非
常
に
大
型
で
、
胴

部
の
カ
ヤ
と
接
続
し
て
一
体
と
な
る
た
め
、
演
舞

者
は
カ
ヤ
の
内
部
か
ら
頭
部
を
カ
シ
ラ
に
入
れ

て
、
右
上
の
取
っ
手
を
握
っ
て
演
舞
す
る
。
下
顎

は
軸
棒
に
よ
り
開
閉
す
る
仕
組
み
で
、
演
舞
者
は

下
顎
を
支
え
な
が
ら
獅
子
を
舞
わ
す
。

　

加
賀
獅
子
（
祇
園
囃
子
）
の
カ
シ
ラ
も
越
中
獅

子
と
ほ
ぼ
同
等
で
大
型
で
あ
る
。
構
造
は
下
顎
に

軸
棒
が
あ
り
、
越
中
獅
子
と
同
様
に
開
閉
す
る
よ

う
に
動
作
す
る
。
た
だ
し
、
カ
シ
ラ
は
カ
ヤ
と
は

接
続
せ
ず
独
立
し
て
カ
シ
ラ
を
操
作
す
る
た
め
、

カ
シ
ラ
の
内
部
で
は
な
く
背
面
に
取
っ
手
と
な
る

縦
の
軸
棒
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

能
登
獅
子
は
、
子
供
ら
に
よ
る
小
獅
子
が
一
般

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
型
・
中
型
の
カ
シ
ラ
で
あ

る
。
一
部
の
地
域
で
下
顎
に
軸
棒
が
入
り
開
閉
す

る
構
造
の
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
氷
見
獅
子
の
よ

う
な
大
型
の
も
の
は
無
く
、
大
き
さ
や
演
目
内
容

に
よ
っ
て
区
別
が
可
能
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、

上
部
と
下
顎
が
分
離
し
、
両
者
を
金
具
で
接
続
す

る
構
造
で
、
上
下
の
取
っ
手
を
持
ち
、
前
方
で
歯

を
鳴
ら
す
所
作
を
す
る
た
め
、
顎
の
接
続
部
の
後

方
に
開
閉
さ
せ
る
た
め
の
切
れ
込
み
が
入
っ
て
い

る
。
越
中
獅
子
や
加
賀
獅
子
と
は
根
本
的
に
構
造

が
異
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な

い
の
が
大
町
の
獅
子
頭
で
あ
る
。
古
式
を
残
す
竜

頭
を
意
識
し
た
扁
平
な
箱
獅
子
型
で
、
歯
を
鳴
ら

す
所
作
が
無
い
た
め
開
口
す
る
構
造
に
な
っ
て
い

な
い
。
背
後
に
二
本
の
取
っ
手
が
取
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、
演
舞
者
は
、
こ
れ
を
握
っ
て
、
前
方
に

差
し
出
し
た
り
、
く
ね
ら
せ
た
り
し
て
、
獅
子
の

頭
部
の
動
き
を
表
現
す
る
。
大
町
の
獅
子
頭
は
、

周
囲
に
も
同
系
の
例
が
な
く
、
能
登
獅
子
の
中
で

も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
独
自
性
が
高
い
。

羽咋神社小獅子（左）と菅池町（右）のカシラ
市内最大の菅池町（越中獅子）と最小の羽咋神社小
獅子（能登獅子）。演舞の形態の違いが、カシラの
大きさ・構造と深くかかわっている。

大町のカシラ
能登獅子型の特徴で上下が分離する構造ではある
が、開口する所作がないため、動かないようになっ
ている。背後の 2本の取っ手が特徴。
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④ 
仮
面
の
従
者
、
ベ
ッ
サ
イ
・
ベ
シ
ャ
ラ 

　  （
六
六
頁
参
照
） 　

　

神
輿
の
渡
御
行
列
に
は
、
天
狗
と
獅
子
の
ほ
か

に
「
ベ
ッ
サ
イ
」
や
「
ベ
シ
ャ
ラ
」
と
よ
ば
れ
る
仮

面
の
従
者
が
い
る
地
域
も
あ
る
。
天
狗
の
鼻
高
面
と

は
異
な
る
面
を
付
け
、
神
輿
や
獅
子
舞
と
と
も
に
練

り
歩
き
、
子
供
た
ち
を
驚
か
せ
た
り
し
て
見
物
客
を

楽
し
ま
せ
、
時
に
は
一
緒
に
獅
子
舞
を
踊
り
、
祭
礼

を
盛
り
上
げ
る
役
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
に
「
お
道

化
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
、
見
物
客
か
ら
祝
儀

の
「
花
」
の
先
乞
い
を
し
た
り
、
獅
子
舞
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た
り
す
る
。

　
白
瀬
・
上
白
瀬
町
で
は
、
サ
ル
・
ベ
ッ
サ
イ
・
バ

バ
の
三
種
の
面
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
ベ
ッ
サ
イ
は
青

色
の
顔
に
憤
怒
の
鬼
面
で
二
本
の
太
い
青
竹
を
手
に

練
り
歩
き
、
ま
さ
し
く
青
鬼
で
あ
る
。
サ
ル
は
、
榊

を
手
に
子
供
や
女
性
ら
を
揶
揄
っ
た
り
し
て
楽
し
ま

せ
る
役
ど
こ
ろ
で
、
バ
バ
は
、
頭
巾
を
被
り
小
太
鼓

を
叩
き
な
が
ら
福
を
招
き
入
れ
る
役
割
で
、
こ
れ
ら

は
神
の
使
い
で
あ
り
演
舞
者
は
声
を
発
し
て
は
い
け

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
子
原
町
で
も
、
ジ
ジ
・

バ
バ
面
が
あ
り
、
宿
で
の
獅
子
舞
演
舞
の
場
繋
ぎ
な

ど
で
登
場
し
、
余
興
的
に
笑
い
を
誘
う
。

　

柴
垣
町
で
は
、
こ
う
し
た
仮
面
の
従
者
を
「
ベ

シ
ャ
ラ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ジ
ョ
ウ
ベ
シ
ャ
ラ
、
ハ

ン
ニ
ャ
、
カ
ラ
ス
、
ダ
ン
ゴ
バ
ナ
、
ニ
コ
ニ
コ
、
ハ

ナ
カ
ケ
な
ど
多
彩
で
、
鬼
面
系
、
烏
天
狗
系
、
喜
面

系
の
九
面
が
あ
り
表
情
豊
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ベ

シ
ャ
ラ
面
は
、
秋
季
祭
礼
の
一
週
間
前
に
開
催
さ
れ

る
「
ケ
ン
ク
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
面
競
売
行
事
で
競
り

に
か
け
ら
れ
、
壮
年
団
の
若
者
た
ち
が
そ
の
権
利
を

得
る
た
め
に
競
り
落
と
す
。競
り
落
と
し
た
若
者
は
、

こ
れ
を
貸
与
さ
れ
、
神
の
従
者
と
し
て
の
権
利
を
得

た
者
と
し
て
祭
礼
の
日
ま
で
自
由
に
使
う
こ
と
が
許

さ
れ
る
。

　
一
般
的
に
渡
御
行
列
の
構
成
と
し
て
、
最
前
方
の

先
導
役
に
猿
田
彦
（
天
狗
）
と
獅
子
が
あ
る
こ
と
は

先
述
し
た
が
、
そ
の
他
の
従
者
と
し
て
翁
や
鬼
な
ど

柴垣町のベシャラ衆
左から、カラス、ジョウベシャラ、ハンニャ。か
つてはすべてのベシャラが渡御に参加していた。
渡御行列の前方を練り歩いて、神輿を先導する。

神子原のジジ面
獅子舞の場つなぎで余興的
に登場する。石動山から降
りてきた面と伝わっている。

四町のベッサイ
太い青竹で演舞する鬼面。
近年では演舞できる者がい
なくなってきている。

白瀬・上白瀬町のベッサイ
左から、ババ・ベッサイ・サル
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の
異
形
が
随
行
し
行
列
を
構
成
す
る
事
例
も
全
国
に

は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
神
子
原
町
の
ジ
ジ
・
バ
バ
面
、

白
瀬
町
の
バ
バ
面
な
ど
は
、
こ
の
「
翁
」
に
相
当
す

る
神
輿
渡
御
の
従
者
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
ベ
ッ
サ

イ
、柴
垣
町
の
ベ
シ
ャ
ラ
衆
も
、行
列
に
お
け
る「
鬼
」

の
た
ぐ
い
に
相
当
す
る
異
形
の
従
者
と
位
置
付
け
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
は
お
道
化
（
お
ど
け
）
や

賑
や
か
し
の
役
割
を
し
て
い
る
が
、
本
来
は
神
輿
の

渡
御
行
列
の
構
成
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
仮
面
従
者
は
能
登
方
面
に
顕
著
で
、
能
登
獅

子
の
分
布
圏
に
加
え
、
仮
面
行
事
が
濃
厚
な
奥
能
登

地
域
に
も
見
ら
れ
る
。
氷
見
獅
子
で
は
、
余
興
を
行

う
お
道
化
の
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
や
オ
カ
メ
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
う
し
た
神
輿
渡
御
の
構
成
員
と
し
て
の
仮
面

従
者
は
見
ら
れ
な
い
。

　
羽
咋
市
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
減

少
に
よ
り
ベ
ッ
サ
イ
を
省
略
・
中
止
す
る
集
落
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ベ
ッ
サ
イ
・
ベ
シ
ャ
ラ
は
、
渡
御

祭
・
神
幸
祭
の
行
列
と
獅
子
舞
文
化
の
関
係
や
能
登

の
仮
面
文
化
を
考
察
す
る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い

内
容
を
有
し
て
い
る
。

⑤ 

お
囃
子
衆

　

獅
子
舞
を
見
に
行
こ
う
と
小
さ
い
子
供
を
誘
う

時
、
そ
の
擬
音
を
と
っ
て
「
カ
ン
カ
ン
チ
ク
リ
見

に
行
こ
う
か
？
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
獅
子
舞

と
い
え
ば
天
狗
や
獅
子
頭
と
同
時
に
、
お
囃
子
の

音
曲
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
ネ
、

太
鼓
、
笛
が
あ
っ
て
、
獅
子
と
天
狗
は
、
本
物
の

生
き
物
の
よ
う
に
舞
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

獅
子
舞
に
は
、
お
囃
子
が
不
可
欠
で
一
体
的
な
存

在
な
の
で
あ
る
。

　

隣
同
士
の
集
落
で
も
獅
子
舞
が
異
な
る
よ
う
に
、

お
囃
子
も
似
て
い
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
全
く
同

一
の
お
囃
子
は
な
く
地
域
性
が
あ
る
。
越
中
獅
子

で
は
、
激
し
い
太
鼓
と
鉦
を
中
心
と
し
、
能
登
獅

子
で
は
、
笛
の
旋
律
が
中
心
と
い
え
る
。
下
曽
祢
・

金
丸
出
・
大
町
・
四
柳
・
酒
井
町
な
ど
の
余
喜
地

区
で
は
「
横
笛
」
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
地
区
で

は
「
縦
笛
」
が
中
心
と
な
る
。
余
喜
地
区
は
、
横

笛
な
ら
で
は
の
流
暢
な
旋
律
の
お
囃
子
で
ゆ
っ
た

り
と
舞
う
の
が
特
徴
で
あ
り
、
東
接
す
る
中
能
登

町
で
も
同
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
滝
谷
・
柴
垣
・
滝
・

一
ノ
宮
・
寺
家
町
の
西
北
地
区
に
だ
け
「
ジ
ャ
ン

ジ
ャ
ン
」
と
よ
ば
れ
る
シ
ン
バ
ル
状
の
鳴
り
物
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
は
「
妙
鉢
」
と
呼
ば
れ
る

仏
具
の
鳴
り
物
で
あ
り
、
能
登
一
宮
気
多
大
社
や

そ
の
神
宮
寺
の
正
覚
院
、
日
蓮
宗
の
北
陸
の
本
山

で
あ
る
妙
成
寺
な
ど
が
位
置
す
る
地
域
性
と
関
わ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
囃
子
の
装
束
は
、
多
く
の
地
区
で
半
被
を
着

て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
羽
咋
神
社

小
獅
子
、
千
里
浜
、
釜
屋
、
兵
庫
、
粟
原
、
一
ノ
宮
、

柳
田
新
保
で
は
、
お
囃
子
の
少
年
ら
が
絣
の
着
物

に
下
駄
ば
き
で
花
笠
を
被
る
（
被
っ
て
い
た
）。
滝

谷
、
柴
垣
、
滝
で
も
、
絣
着
物
は
着
用
し
な
い
が

花
笠
は
被
っ
て
お
り
、
同
系
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

市
内
で
も
浜
側
の
集
落
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

り
、
宝
達
志
水
町
今
浜
な
ど
浜
側
集
落
に
も
見
ら

れ
る
。
浜
伝
い
に
獅
子
舞
を
共
有
す
る
文
化
圏
が

推
定
さ
れ
る
。

羽咋神社小獅子のお囃子
笛・鉦・太鼓があり、少年らが担当する
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第
五
章 

　
演
目
分
布
論

① 
加
能
越
の
分
布
と
伝
播
経
路

　

調
査
研
究
事
業
と
し
て
、
各
町
会
（
集
落
）
の

青
年
団
や
古
老
な
ど
か
ら
獅
子
舞
の
演
目
、
道
具

の
呼
び
名
、
伝
承
先
や
由
来
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
各
町
会
の

加
賀
・
能
登
・
越
中
の
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

前
章
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
越
中
獅
子
の
集
落

で
は
、
明
治
期
以
降
に
氷
見
獅
子
を
習
い
、
導
入

し
て
い
る
た
め
、
古
老
た
ち
の
世
代
は
、
そ
の
経

緯
を
伝
承
し
受
け
継
い
で
お
り
、
明
確
に
聞
き
取

り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
六
頁
の
「
羽
咋
の
獅

子
マ
ッ
プ
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
羽
咋
の
越
中
獅

子
は
、
伝
承
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
ほ
と

ん
ど
が
氷
見
市
論
田
・
熊
無
地
区
に
辿
り
着
く
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

明
治
二
〇
年
代
に
氷
見
市
論
田
・
熊
無
地
区
か

ら
神
子
原
・
千
石
・
菅
池
の
中
山
間
地
域
へ
伝
わ
っ

た
の
を
直
接
的
伝
播
と
す
る
と
、
邑
知
地
区
の
里

方
へ
は
千
石
→
寺
境
→
菱
分
→
千
田
へ
間
接
的
伝

播
を
繰
り
返
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
千
田
町
で

は
、
明
治
四
一
年
の
銘
を
持
つ
能
登
獅
子
型
の
獅

　

市
内
各
地
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
導
入
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
氷
見
獅
子
の
よ
う
な
勇
壮
な

演
舞
を
、
わ
が
町
に
も
導
入
し
た
い
と
い
う
当
時

の
青
年
団
ら
の
熱
意
も
あ
っ
た
と
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
、
お
互
い
の
集

落
の
若
者
層
が
交
流
し
合
い
、
近
隣
の
祭
り
を
見

に
行
っ
て
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
獅
子
舞
の
伝
播
を
調
べ
る
こ
と
は
、
羽
咋
の

近
代
以
降
の
人
の
流
れ
、
交
流
史
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

② 

演
目
一
覧
表
か
ら
み
た
地
域
性

　

聞
き
取
り
調
査
で
の
演
目
調
べ
を
も
と
に
「
羽

咋
獅
子
舞
演
目
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
と
題
し
て
、
演

目
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
に

は
、
じ
つ
に
多
数
の
演
目
が
あ
り
、
別
表
に
示
し

た
通
り
、
転
訛
に
よ
る
も
の
を
統
合
し
て
も
、
全

地
区
で
一
一
四
演
目
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

ま
た
、
越
中
獅
子
と
能
登
獅
子
で
は
、
演
目
が

ほ
ぼ
重
複
し
な
い
こ
と
を
可
視
化
で
き
た
。
越
中

獅
子
の
演
目
で
は
、
二
三
行
目
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
以

下
が
、ほ
ぼ
空
白
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
逆
に
、

能
登
獅
子
の
演
目
で
も
同
様
に
キ
ョ
ウ
ブ
リ
以
上

子
頭
と
大
正
一
一
年
の
銘
を
持
つ
越
中
獅
子
型
の

大
型
の
獅
子
頭
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
菱

分
町
か
ら
習
い
、
能
登
獅
子
か
ら
越
中
獅
子
へ
転

換
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
明
治
二
〇
年
に
千

石
へ
伝
わ
り
、
寺
境
、
菱
分
を
経
て
、
大
正
一
一

年
に
千
田
に
導
入
さ
れ
た
と
す
る
と
三
五
年
間
で

あ
る
。
お
よ
そ
一
世
代
の
間
に
、
論
田
熊
無
地
域

の
氷
見
獅
子
が
、
三
つ
の
間
接
的
伝
播
を
経
て
、

羽
咋
の
邑
知
低
地
の
里
方
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
太
田
町
、
東
川
原
町
は
、
時
期
は

異
な
る
が
、
宝
達
志
水
町
所
司
原
か
ら
習
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
辿
る
と
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
氷
見
市
触

坂
に
至
る
。
所
司
原
も
宝
達
志
水
町
と
氷
見
市
の

境
界
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
羽
咋
の

神
子
原
な
ど
と
同
時
期
に
、
県
境
を
越
え
て
直
接

伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
太
田
・
東

川
原
町
へ
間
接
伝
播
し
た
こ
と
に
な
る
。
宝
達
志

水
町
で
は
、
臼
が
峰
往
来
の
山
越
え
ル
ー
ト
が
古

代
か
ら
あ
り
、
近
世
に
は
「
御
上
使
往
来
」
と
し

て
床
鍋
越
え
で
の
往
来
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
三
尾

―
向
瀬
往
来
の
山
越
え
ル
ー
ト
も
あ
り
、
山
間
地

域
独
自
の
集
落
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
存
在
す
る
。

そ
こ
か
ら
宝
達
志
水
町
の
旧
志
雄
・
旧
押
水
地
域

の
里
方
へ
間
接
伝
播
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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子
の
演
目
の
代
名
詞
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ

る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が「
サ
ッ
サ
イ
」「
ホ
ウ
ダ
ツ
」

「
サ
ン
サ
ン
」
で
あ
る
が
、
全
地
区
に
及
ぶ
わ
け

で
は
な
く
、
地
区
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

演
目
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
一
覧
表
で
、
演
目
の
分

布
が
顕
著
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
可
能
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、
邑
知
潟
南
岸
の
低
地
の
里
方
に
位

置
す
る
富
永
地
区
と
邑
知
地
区
の
一
部
に
か
け

て
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」「
サ
ッ
サ
イ
」「
ホ
ウ
ダ
ツ
」

「
サ
ン
サ
ン
」「
ケ
ト
ブ
リ
」「
カ
イ
チ
ョ
ボ
（
カ

イ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
）」
を
基
本
演
目
と
す
る
一
群
が

認
め
ら
れ
る
（
緑
枠
の
グ
ル
ー
プ
）。
こ
れ
は
、

能
登
獅
子
の
な
か
で
も
流
暢
な
お
囃
子
に
よ
る

演
舞
が
特
徴
の
一
群
で
、
市
内
最
古
の
獅
子
舞

用
具
の
深
江
町
の
鉦
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
能
登

獅
子
の
中
で
も
古
い
一
群
と
考
え
ら
れ
、「
深
江

系
」
と
呼
ぶ
べ
き
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
獅
子
殺
し
に
相
当
す
る

「
チ
ャ
リ
バ
」
と
い
う
演
目
も
独
自
に
共
有
し
て

お
り
、
他
で
は
見
ら
れ
ず
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が

可
能
で
あ
る
。

　

こ
の
深
江
系
の
基
本
演
目
の
一
部
は
、
邑
知

地
区
で
も
山
手
の
本
江
・
飯
山
・
千
代
町
・
宇

土
野
・
中
川
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
一
群

に
は
、深
江
系
に
は
な
い「
オ
ン
ボ
コ
」「
シ
ッ
チ
ョ

モ
サ
」「
チ
ー
シ
ャ
ロ
」
の
独
自
演
目
が
あ
り
、「
邑

知
系
」
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

邑
知
潟
北
部
か
ら
東
岸
に
位
置
す
る
越
路
野
地

区
の
千
路
・
上
中
山
か
ら
鹿
島
路
地
区
、
余
喜
地

区
に
か
け
て
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」
を
基
盤
に
、「
ヤ

ツ
マ
ワ
シ
」「
ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン
」
を
共
有
す
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
（
青
枠
の
グ
ル
ー
プ
）。
さ
ら
に
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
後
者
の
余
喜
地
区
で

は
、「
ム
カ
シ
」「
ミ
チ
マ
ワ
シ
」
が
独
自
演
目
で
、

前
者
の
越
路
野
・
鹿
島
路
地
区
に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
両
者
は
細
分
が
可
能
で
、
前
者
の
越

路
野
・
鹿
島
路
地
区
は
邑
知
潟
北
部
の
眉
丈
山
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
眉
丈
系
」、
後
者
の
邑
知

潟
東
部
に
位
置
す
る
余
喜
地
区
は
「
余
喜
系
」
と

し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
可
能
で
あ
る
。

　

邑
知
潟
の
西
岸
に
位
置
し
、
日
本
海
の
浜
側
の

地
区
に
あ
た
る
越
路
野
地
区
の
柳
田
新
保
、
羽
咋

地
区
、
粟
ノ
保
地
区
は
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」
を
基

盤
に
、「
サ
ッ
サ
イ
」「
ホ
ウ
ダ
ツ
」「
サ
ン
サ
ン
」

を
共
有
す
る
一
群
で
あ
る
（
橙
色
の
グ
ル
ー
プ
）。

さ
ら
に
、こ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、「
ホ
ウ
ダ
ツ
」

は
立
開
を
除
く
粟
ノ
保
地
区
五
集
落
に
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
細
分
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
五
集
落

が
空
白
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
、
ご
く

わ
ず
か
に
重
複
は
あ
る
も
の
の
、
演
目
を
共
有
し

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
演
目

の
名
前
・
構
成
か
ら
、
そ
の
集
落
が
越
中
獅
子
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
指
標
に
も
な
っ
た
。

　

越
中
獅
子
で
は
、
一
行
～
八
行
目
ま
で
の
「
獅

子
殺
し
」「
ヒ
ト
ア
シ
」「
フ
タ
ア
シ
」「
バ
イ
ガ

エ
シ
」「
ヨ
ソ
ブ
リ
」「
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
」「
ギ

オ
ン
ブ
リ
」「
ヤ
ツ
ブ
シ
」
が
、
ほ
ぼ
基
本
演
目

と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
氷
見
獅
子
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
越
中
（
＝
氷
見
）
獅
子

の
演
目
は
、
非
常
に
統
一
性
が
高
い
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
章
で
述
べ
た
天
狗
面

や
獅
子
頭
の
用
具
の
統
一
性
に
も
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
、
越
中
（
氷
見
）
獅
子
は
、
お
お
む
ね
同

質
の
獅
子
舞
を
、
氷
見
市
か
ら
羽
咋
市
に
か
け
て

広
範
囲
に
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
演
目
か
ら
も
言

え
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
近
隣
市
町
の
越
中
獅

子
で
も
同
じ
傾
向
と
思
わ
れ
、
今
後
の
調
査
研
究

課
題
で
あ
る
。

　

一
方
、
能
登
獅
子
で
は
、
越
中
獅
子
の
よ
う
な

統
一
性
は
見
ら
れ
ず
、
分
散
傾
向
で
あ
る
。

　

最
も
多
い
の
が
「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」
で
、
ほ
ぼ
全

地
区
の
集
落
で
共
有
し
て
お
り
、
羽
咋
の
能
登
獅
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を
「
粟
ノ
保
系
」
と
す
る
。「
ホ
ウ
ダ
ツ
」
を
共

有
す
る
立
開
を
含
む
羽
咋
地
区
と
越
路
野
地
区
柳

田
新
保
の
一
群
は
、
市
内
最
大
の
氏
子
を
有
す
る

羽
咋
神
社
か
ら
名
を
取
っ
て
「
羽
咋
神
社
系
」
と

す
る
。

　

同
じ
浜
側
の
地
区
で
も
日
本
海
に
面
し
て
い
る

一
ノ
宮
地
区
と
上
甘
田
地
区
で
は
、
一
ノ
宮
地
区

の
滝
・
一
ノ
宮
・
寺
家
で
「
グ
ン
タ
イ
」
を
共
有

し
独
自
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
一
ノ
宮
系
」
と
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。上
甘
田
地
区
の
滝
谷
は
、

北
接
す
る
志
賀
町
の
グ
ル
ー
プ
と
の
検
討
が
必
要

で
あ
り
、「
上
甘
田
系
」
と
し
て
お
く
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
上
甘
田
系
、
一
ノ
宮
系
、
羽

咋
神
社
系
、
粟
ノ
保
系
の
日
本
海
の
浜
側
集
落
に

分
布
す
る
演
目
と
し
て
「
ゴ
サ
ン
」「
キ
リ
マ
ゼ
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宝
達
志
水
町
の
浜
側
集
落
に

も
分
布
し
て
お
り
、
海
岸
線
を
介
し
た
獅
子
舞
伝

承
ル
ー
ト
と
し
て
、
広
く
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
、今
後
の
調
査
研
究
課
題
で
あ
る
。

　
③ 

ま
と
め

　

羽
咋
の
獅
子
舞
は
、
加
賀
獅
子
が
直
接
的
に
金

沢
市
か
ら
伝
わ
り
、
越
中
獅
子
が
氷
見
市
か
ら
伝

地
域
活
性
化
事
業
」
の
本
質
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
羽
咋
市
周
辺
の
隣
接
市

町
の
獅
子
舞
調
べ
を
継
続
し
、
羽
咋
の
獅
子
舞
の

特
徴
を
よ
り
明
瞭
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
羽

咋
の
獅
子
舞
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
志

賀
町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
、
七
尾
市
、
そ

し
て
氷
見
市
と
の
関
係
性
の
整
理
に
よ
る
獅
子
舞

文
化
の
総
合
的
把
握
が
求
め
ら
れ
、
よ
り
精
度
の

高
い
調
査
成
果
を
め
ざ
し
、獅
子
舞
を
通
じ
た「
地

域
活
性
化
」
へ
の
材
料
と
な
る
よ
う
基
盤
作
業
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

わ
り
、
そ
し
て
在
地
型
の
能
登
獅
子
が
混
在
し
て

い
る
状
況
で
多
様
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
能
登
獅

子
を
細
か
く
分
析
す
る
と
八
つ
の
系
統
に
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
多
様
な
在
り
様

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
能
登
獅
子
は
、
近
世

後
期
か
ら
末
期
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
実

視
で
き
る
こ
と
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

近
代
に
入
り
、
明
治
二
〇
～
三
〇
年
代
に
加
賀
獅

子
・
越
中
獅
子
が
入
っ
て
き
て
、
能
登
獅
子
か
ら

越
中
獅
子
へ
転
向
す
る
集
落
が
あ
る
こ
と
も
確
認

で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
獅
子
舞
を
や
め
て
新
し
い

も
の
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
、
当

時
の
祭
礼
と
獅
子
舞
を
担
う
青
年
団
ら
の
若
者
層

が
、
地
域
の
祭
礼
を
盛
り
上
げ
楽
し
み
た
い
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
獅
子
舞
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
事
業
で
あ
る
。

　

獅
子
舞
を
調
べ
る
こ
と
は
、
羽
咋
の
近
現
代
を

生
き
た
人
々
の
動
き
と
集
落
相
互
の
交
流
を
も
と

に
市
内
各
地
の
地
域
性
や
特
徴
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
獅
子
舞
の
調
査

研
究
を
基
盤
と
し
た
地
域
し
ら
べ
、
地
域
学
そ
の

も
の
と
言
え
る
作
業
で
あ
り
、
本
事
業
が
目
指
し

て
き
た
「
は
く
い
獅
子
舞
の
総
合
的
把
握
に
よ
る



- 29 -

第
二
部

羽
咋
の
獅
子
舞

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
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羽
咋
神
社
小
獅
子

千
里
浜
町

能登獅子

能登獅子

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
氏　

子
：�

旭
町
、
大
川
町
、
川
原
町
、
東
川
原
町
、
御
坊

山
町
、 

島
出
町
、
中
央
町
、
南
中
央
町
、
本
町
、

松
ヶ
下
町
、
的
場
町

・
団　

体
：
羽
咋
神
社
小
獅
子
保
存
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
土
日

・
演
目
名
：��

タ
ツ
ブ
リ
、
サ
ン
サ
ン
、
ヨ
イ
ヤ
ッ
サ
、
シ
シ
マ
イ
、

ゴ
ロ
ク
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
ホ
ウ
ダ
ツ

・
備　

考
：�
花
笠
・
絣
を
着
用
の
子
供
達
が
笛
・
鉦
・
太
鼓

を
使
用
。
二
日
間
か
け
て
氏
子
町
会
の
ほ
ぼ
全

て
を
ま
わ
る
。
小
ぶ
り
の
黒
塗
獅
子
頭
を
使
用
。

・
神
社
名
：
千
里
浜
神
社

・
世
帯
数
：
九
八
二
世
帯

・
団　

体
：
千
里
浜
町
氏
子
総
代

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
土
日

・
演
目
名
：�

シ
シ
マ
イ
、
ヨ
イ
ヤ
ッ
サ
、
サ
ッ
サ
イ
、
キ
タ

キ
タ
、ジ
ジ
バ
バ
、ハ
イ
カ
ラ
、マ
イ
タ
マ
イ
タ
、

シ
シ
オ
サ
メ
、
ヨ
イ
ヨ
イ

・
備　

考
：�

小
獅
子
、
青
年
団
、
壮
年
団
、
そ
れ
ぞ
れ
の
獅

子
が
あ
る
。
小
獅
子
と
青
年
団
で
二
日
間
か
け

て
全
戸
渡
御
。
お
囃
子
は
、
鉦
、
笛
、
太
鼓
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

羽
咋
地
区
・
千
里
浜
地
区
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釜
屋
町

御
坊
山
町

能登獅子

越中獅子

・
神
社
名
：
釜
屋
神
社

・
世
帯
数
：
一
九
〇
世
帯
（
西
釜
屋
町
含
む
）

・
団　

体
：
釜
屋
町
青
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
二
十
三
日

・
演
目
名
：
モ
ウ
タ
リ
タ
ツ
ブ
リ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
サ
ン
サ
ン
、

　
　
　
　

   

サ
ッ
サ
イ
、
ゴ
ロ
ク
、
キ
ヨ
モ
リ
、
ツ
チ
ア
シ

・
備　

考
：�
全
戸
演
舞
の
た
め
二
日
間
に
か
け
て
行
う
。

少
子
化
の
影
響
に
伴
い
、
女
子
も
獅
子
舞
に

入
っ
て
い
る
。

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
世
帯
数
：
二
四
〇
世
帯

・
団　

体
：
御
坊
山
町
獅
子
舞
会

・
祭
礼
日
：
九
月
中
旬

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、
バ
ン
ガ
エ
シ
、

ヤ
ツ
ブ
シ
ク
ズ
シ
、
ヨ
ソ
ブ
リ　
　

  

・
備　

考
：�

町
内
で
は
演
目
を
「
一
番
」、「
二
番
」、「
三
番
」、

と
呼
称
し
て
い
る
。
三
〇
～
四
〇
年
前
に
熊
無

か
ら
習
っ
た
。
お
囃
子
は
、
笛
、
鉦
、
太
鼓
。　

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

羽
咋
地
区
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的
場
町

東
川
原
町

越中獅子

越中獅子

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
世
帯
数
：
二
〇
八
世
帯
（
東
的
場
町
含
む
）

・
団　

体
：
的
場
光
龍
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
日
曜

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、
バ
ン
ガ
エ
シ

・
備　

考
：��

町
内
で
は
演
目
を
「
一
番
」、「
二
番
」、「
三
番
」、

と
呼
称
し
て
い
る
。
お
囃
子
は
鉦
・
太
鼓
を
使
用
。

　
　
　
　

  

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
世
帯
数
：
二
一
九
世
帯

・
団　

体
：
東
川
原
町
獅
子
舞
保
存
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
土
曜
・
日
曜

・
演
目
名
：�

ヤ
ツ
ブ
シ
、ヒ
ト
ア
シ
、フ
タ
ア
シ
、キ
ョ
ウ
ブ
リ
、

シ
ボ
リ
、
ヨ
ソ
ブ
リ
、
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
、

                 

ギ
オ
ン
ブ
リ

・
備　

考
：�

小
獅
子
と
青
年
団
で
二
日
間
か
け
て
全
戸
渡
御
。

お
囃
子
は
、
鉦
、
笛
、
太
鼓
。
約
三
〇
年
前
に
所

司
原
か
ら
習
っ
て
き
た
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

羽
咋
地
区



- 33 -

本
町

中
央
町

加賀獅子

加賀獅子

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社
・
山
出
稲
荷
神
社

・
世
帯
数
：
一
四
五
世
帯

・
団　

体
：
本
町
町
会
、
本
町
三
栄
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜

・
演　

技
：�

棒
、
太
刀
、
薙
刀
、
鎖
鎌

・
備　

考
：�

以
前
は
三
町
だ
っ
た
が
、
現
在
は
中
央
町
と
の

二
町
で
毎
年
交
代
で
「
本
番
」（
川
渡
し
の
長

者
川
ま
で
の
コ
ー
ス
）
を
行
う
。
お
囃
子
は
笛

（
横
笛
）・
太
鼓
・
三
味
線
を
使
用
。

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
世
帯
数
：
一
五
二
世
帯

・
団　

体
：
中
央
町
町
会
、
中
央
町
中
思
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜

・
演　

技
：�

棒
、
太
刀
、
薙
刀
、
鎖
鎌
、
金
看
板
、
尺
八

・
備　

考
：��

以
前
は
三
町
だ
っ
た
が
、
現
在
は
本
町
と
の
二

町
で
毎
年
交
代
で
「
本
番
」（
川
渡
し
の
長
者

川
ま
で
の
コ
ー
ス
）を
行
う
。
お
囃
子
は
笛（
横

笛
）・
太
鼓
・
三
味
線
を
使
用
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

羽
咋
地
区
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旭
町
（
休
止
中
）

土
橋
町

加賀獅子

能登獅子

・
神
社
名
：
羽
咋
神
社

・
世
帯
数
：
一
四
一
世
帯

・
団　

体
：
旭
町
町
会
、
旭
町
旭
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜

・
演　

技
：�

棒
、
太
刀
、
薙
刀
、
鎖
鎌

・
備　

考
：��

約
二
五
年
前
か
ら
休
止
中
。
現
在
、
復
活
に
向

け
て
有
志
が
活
動
中
。

・
神
社
名
：
白
山
神
社　
　
　
　

・
世
帯
数
：
三
七
世
帯

・
団　

体
：
土
橋
青
壮
年
部

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
週
日
曜

・
演
目
名
：
サ
ン
サ
ン
、サ
ッ
サ
イ
、キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
ボ
ン
ボ
コ

・
備　

考
：�

以
前
は
小
獅
子
が
出
て
、
テ
ン
グ
の
装
束
を
身

に
着
け
て
い
た
が
、
現
在
は
青
年
団
員
の
法
被

姿
。
お
囃
子
は
、
笛
・
鉦
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

羽
咋
地
区
・
粟
ノ
保
地
区
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立
開
町

能登獅子

・
神
社
名
：
若
宮
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
一
六
四
世
帯

・
団　

体
：
立
開
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
週
日
曜

・
演
目
名
：
サ
ン
サ
ン
、ブ
タ
カ
ス
、ホ
ウ
ダ
ツ
、
キ
ョ
ウ
ボ
リ

・
備　

考
：�

花
読
み
時
、
必
ず
一
人
ず
つ
花
を
読
み
、
獅
子

舞
を
舞
う
。
お
囃
子
は
、
笛
、
鉦
。
青
年
団
に

よ
る
余
興
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

粟
ノ
保
地
区

兵
庫
町

能登獅子

・
神
社
名
：
兵
庫
神
社

・
世
帯
数
：
二
五
二
世
帯

・
団　

体
：
兵
庫
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜
・
日
曜

・
演
目
名
：�

サ
ッ
サ
イ
、
サ
ン
サ
、
ゴ
サ
ン
、
キ
ョ
ウ
ボ
リ
、

キ
リ
マ
チ
、
ア
リ
ャ
サ

・
備　

考
：�

初
日
（
宵
祭
）　

の
夕
方
か
ら
獅
子
舞
が
練
り
歩

く
。
二
日
目
、
神
社
に
入
る
際
に
行
わ
れ
る
神

輿
の
練
り
が
見
ど
こ
ろ
。
神
輿
が
鳥
居
を
く
ぐ

る
ま
で
、
獅
子
舞
も
鳥
居
を
く
ぐ
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
お
囃
子
は
、
笛
、
鉦
（
全
員
女
子
）。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

粟
ノ
保
地
区

粟
生
町

粟
原
町
（
休
止
中
）

能登獅子

能登獅子

・
神
社
名
：
日
吉
神
社　
　
　
　

・
世
帯
数
：
一
六
五
世
帯

・
団　

体
：
粟
生
町
青
年
団
、
粟
生
町
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
一
週
土
曜
・
日
曜

・
演
目
名
：�

ゴ
サ
ン
、
サ
ッ
サ
イ
、サ
ン
ザ
ン
、
キ
リ
マ
ジ
、 

キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
ヨ
イ
ヤ
ヨ
イ
、
ジ
ジ
バ
バ
、

・
備　

考
：�

前
日
に
宵
祭
り
が
あ
り
町
民
総
出
で
余
興
大
会

を
楽
し
む
。
祭
礼
の
夕
刻
、
小
獅
子
が
在
所
中

を
ま
わ
り
「
お
供
提
灯
」
の
準
備
を
触
れ
て
周

る
。
お
囃
子
は
笛
、
鉦
。
越
中
か
ら
習
っ
て
き

た
と
の
説
あ
り
。

・
神
社
名
：
粟
原
神
社　
　
　
　

・
世
帯
数
：
一
九
世
帯

・
団　

体
：
粟
原
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
九
日

・
演
目
名
：�

サ
ン
サ
ン
、
サ
ッ
サ
イ
、
キ
ョ
ウ
ボ
リ
、

　
　
　
　

  

ゴ
ー
サ
ン
、
キ
リ
マ
ゼ
、
ア
リ
ャ
サ
ー
、

                 

ヤ
ッ
コ
フ
リ

・
備　

考
：�

お
囃
子
は
、
花
笠
を
か
ぶ
り
、
笛
、
鉦
。
大
正

九
年
の
ド
ラ
獅
子
が
あ
る
。
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新
保
町

能登獅子

・
神
社
名
：
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
約
一
八
一
世
帯

・
団　

体
：
新
保
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
土
曜

・
演
目
名
：�

サ
ッ
サ
イ
、
エ
ー
ヨ
イ
ヤ
サ
ッ
サ
イ
、

　
　
　
　
　
チ
ッ
チ
シ
ャ
ロ
、
ア
リ
ャ
サ
、
オ
シ
ャ
ロ

・
備　

考
：�
お
囃
子
は
鉦
の
み
。
本
来
獅
子
殺
し
が
な
い
町

会
で
は
あ
る
が
、
一
時
期
だ
け
自
己
流
で
獅
子

殺
し
を
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

粟
ノ
保
地
区
・
富
永
地
区

深
江
町

能登獅子

・
神
社
名
：
深
江
八
幡
神
社
・
八
坂
社

・
世
帯
数
：
一
一
五
世
帯

・
団　

体
：
深
江
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
七
月
中
旬
土
曜
（
八
坂
社
・
祇
園
祭
）

　
　
　
　

   

九
月
最
終
土
曜
（
深
江
八
幡
神
社･

秋
季
大
祭
）

・
演
目
名
：��

サ
ン
サ
ン
、
タ
ツ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
サ
ッ
サ
イ
、

キ
オ
ボ
リ
、ケ
ト
ボ
リ
、チ
ャ
リ
、カ
イ
チ
ョ
ボ
、

ミ
チ
ア
ル
キ

・
備　

考
：�

小
獅
子
、
中
獅
子
、
ド
ラ
獅
子
が
あ
る
。
三
〇

年
ほ
ど
前
ま
で
、
各
演
目
に
マ
ル
マ
ワ
シ
（
テ

ン
グ
の
声
掛
け
を
機
に
一
八
〇
度
ま
わ
る
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
周
辺
地
域
に
共
通

演
目
が
多
く
、「
深
江
系
」
の
源
流
だ
と
思
わ
れ

る
。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

富
永
地
区

石
野
町

能登獅子

・
神
社
名
：
石
野
々
神
社　
　
　

・
世
帯
数
：
二
二
五
世
帯

・
団　

体
：
石
野
町
青
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
四
週
土
曜

・
演
目
名
：�

チ
ー
リ
ー
シ
ャ
（
サ
ン
サ
ン
）、
カ
イ
チ
ョ
ボ
、

オ
シ
シ
ャ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
ケ
ト
ボ
リ
、
シ
シ
ゴ

ロ
シ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、
イ
ソ
ブ
リ

・
備　

考
：�

近
年
、
志
賀
町
か
ら
の
転
入
者
か
ら
越
中
獅
子

系
の
演
目
を
習
い
実
施
し
て
い
る
。

次
場
町

能登獅子能登獅子

能登獅子

能登獅子

・
神
社
名
：
須
場
神
社

・
世
帯
数
：
七
〇
世
帯

・
団　

体
：
次
場
町
青
年
団
、
次
場
町
青
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
週
二
日
曜

・
演
目
名
：�

ホ
ウ
ダ
ツ
、サ
ッ
サ
イ
、サ
ン
サ
ン
、ケ
ト
ボ
リ
、

キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
ヒ
メ
、
ミ
チ
ユ
キ

・
備　

考
：�

深
江
の
分
村
町
会
だ
け
あ
り
、よ
り
深
江
と
近
い
。

ま
た
、「
深
江
と
一
緒
に
菅
原
に
習
い
に
行
っ

た
」
と
の
説
が
あ
る
が
、
真
偽
は
不
明
。
お
囃

子
は
、
笛
、
太
鼓
、
鉦
。



- 39 -

三
ツ
屋
町

吉
崎
町

能登獅子

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

富
永
地
区

能登獅子

・
神
社
名
：
湍
津
姫
神
社

・
世
帯
数
：
一
七
二
世
帯

・
団　

体
：
吉
崎
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
週
土
曜

・
演
目
名
：�

サ
ン
サ
ン
、サ
ッ
サ
イ
、ホ
ウ
ダ
ツ
、カ
イ
チ
ョ
ボ
、

マ
ル
マ
ワ
シ
、
ヒ
メ
、
ア
バ
ラ
、 

キ
ョ
ウ
ボ
リ
、

チ
ャ
リ
、
ケ
ト
ボ
リ

・
備　

考
：���

祭
礼
の
締
め
く
く
り
に
、
最
大
七
組
の
獅
子
が

舞
い
踊
る
。
ま
た
、
お
囃
子
は
笛
の
み
だ
が
、

小
中
学
生
女
子
は
皆
笛
を
す
る
た
め
大
人
数
と

な
り
、
笛
の
音
量
が
大
き
い
の
が
特
徴
。

能登獅子

・
神
社
名
：
八
幡
佐
太
神
社

・
世
帯
数
：
五
九
世
帯

・
団　

体
：
三
ツ
屋
町
青
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
一
週
土
曜

・
演
目
名
：�

チ
リ
シ
ャ
シ
ャ
ロ（
サ
ン
サ
ン
）、オ
シ
ャ
ロ
シ
ャ

（
サ
ッ
サ
イ
）、
オ
ヒ
ヒ
ロ
（
ホ
ウ
ダ
ツ
）、
カ
ン

ツ
キ
ツ
ン
（
キ
ョ
ウ
ブ
リ
）

・
備　

考
：�
蚊
帳
の
中
の
衣
装
は
、
股
引
で
は
な
く
、
羽
咋

神
社
系
に
多
い
ス
ネ
あ
て
と
、
腰
に
五
色
の
タ

ス
キ
。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

富
永
地
区
・
邑
知
地
区

太
田
町

・
神
社
名
：
日
吉
神
社

・
世
帯
数
：
六
五
世
帯

・
団　

体
：
太
田
町
青
年
団
、
太
田
町
獅
子
舞
保
存
会

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
週
日
曜

・
演
目
名
：�

ヨ
ソ
ブ
リ
、ギ
オ
ン
ブ
リ
、ヤ
ス
ブ
シ
、ヒ
ト
ア
シ
、

フ
タ
ア
シ
、
キ
ュ
ウ
ボ
リ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、
シ
チ

ゴ
サ
ン（
宮
上
が
り
）、ケ
ト
ブ
リ（
宿
上
が
り
）、

シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
大
正
末
期
～
昭
和
初
期
、
所
司
原
か
ら
伝
わ
る
。

ド
ラ
獅
子（
高
校
生
以
上
）、小
獅
子（
中
学
生
以
上
）

が
あ
る
。
お
囃
子
は
、
太
鼓
・
鉦
。
最
後
に
舞
わ

れ
る
シ
シ
ゴ
ロ
シ
は
、
蝋
燭
で
囲
ま
れ
幻
想
的
。

越中獅子

円
井
町

能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
椎
葉
円
比
咩
神
社

・
世
帯
数
：
六
八
世
帯

・
団　

体
：
円
井
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
一
週
土
曜

・
演
目
名
：�

サ
ッ
サ
イ
、カ
イ
ツ
ブ
、サ
ン
サ
ン
、ホ
ウ
ダ
ツ
、

キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
タ
ツ
ボ
リ
、
ケ
ト
、
チ
ャ
リ
バ

・
備　

考
：�

宮
上
が
り
前
の
最
後
の
宿
で
行
わ
れ
る
チ
ャ
リ

バ
が
見
ど
こ
ろ
。
深
江
系
の
中
で
も
よ
り
優
雅

さ
が
感
じ
ら
れ
る
獅
子
舞
。
お
囃
子
は
笛
の
み
。
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四
町

能登獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
日
吉
神
社

・
世
帯
数
：
二
〇
世
帯

・
団　

体
：
上
江
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
上
旬

・
演
目
名
：�

サ
ン
サ
ン
、ホ
ウ
ダ
ツ
、チ
ー
シ
ャ
、キ
ョ
ウ
ボ
リ
、

ケ
ト
ボ
リ

・
備　

考
：�

四
〇
年
以
上
前
か
ら
休
止
中
。
復
活
の
見
込
み

は
な
い
。
隣
接
す
る
垣
内
田
よ
り
、
四
町
や
円

井
に
似
て
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
神
社
名
：
八
幡
社

・
世
帯
数
：
二
四
世
帯

・
団　

体
：
垣
内
田
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
四
日

・
演
目
名
：�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
チ
ー
シ
ャ
ル
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
サ
ッ

サ
イ
、
ケ
ト
ブ
リ

・
備　

考
：�

白
瀬
か
ら
伝
わ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
演
目

名
か
ら
は
深
江
系
。
ま
た
、
チ
ー
シ
ャ
ル
が
白

瀬
の
チ
ー
ハ
ロ
に
当
た
る
の
で
あ
れ
ば
、、
こ
の

演
目
を
習
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

お
囃
子
は
笛
、
鉦
。

・
神
社
名
：
白
山
神
社

・
世
帯
数
：
六
九
世
帯

・
団　

体
：
四
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
日
曜

・
演
目
名
：�

サ
ン
サ
ン
、
サ
ッ
サ
イ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
ケ
ト
ボ
リ
、

　
　
　
　

  �

キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、
カ
イ
チ
ク
、

サ
ン
ン
サ
ン
ノ
ヒ
メ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
他
の
深
江
系
に
は
な
い
シ
シ
ゴ
ロ
シ
が
あ
っ
た

り
、
ベ
ッ
サ
イ
が
い
る
。
円
井
同
様
に
優
雅
さ

が
強
い
。
お
囃
子
は
笛
の
み
。
シ
シ
ゴ
ロ
シ
は

越
中
か
ら
習
っ
て
き
た
と
の
説
あ
り
。
テ
ン
グ

の
口
角
が
上
が
っ
て
い
る
「
笑
い
面
」
は
四
町

の
み
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

邑
知
地
区

上
江
町
（
休
止
中
）

垣
内
田
町
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

邑
知
地
区

千
代
町

能登獅子

・
神
社
名
：
八
幡
社

・
世
帯
数
：
八
二
世
帯

・
団　

体
：
千
代
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
一
週
土
曜

・
演
目
名
：��

ヒ
ッ
チ
ョ
モ
サ
、キ
ョ
ウ
ボ
リ
、ホ
ウ
ダ
ツ
、

モ
ー
タ
リ
ー
、
ケ
ト
ボ
リ
（
ゴ
ッ
ツ
ォ
ク
イ
）

・
備　

考
：�

飯
山
か
ら
習
っ
た
説
、
垣
内
田
か
ら
習
っ
た
説

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
定
か
で
は
な
い
。
一
度

途
絶
え
て
い
た
が
三
〇
年
前
に
復
活
す
る
。

飯
山
町

能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
飯
山
神
社

・
世
帯
数
：
一
四
八
世
帯

・
団　

体
：
飯
山
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
七
月
第
四
週
土
曜

・
演
目
名
：�

シ
チ
ゴ
ロ
サ
、オ
ン
ボ
コ
、キ
ョ
ウ
ブ
リ
、オ
ー
シ
ャ

・
備　

考
：�

獅
子
舞
の
他
に
山
車
（
曳
山
）
が
出
さ
れ
る
。

獅
子
舞
が
飯
山
川
を
渡
り
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
を

す
る
夏
祭
り
で
、「
お
涼
み
祭
り
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
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宇
土
野
町
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
當
麻
神
社

・
世
帯
数
：
五
三
世
帯

・
団　

体
：
中
川
町
町
会

・
祭
礼
日
：
四
月
に
行
っ
て
い
た
。

・
演
目
名
：�

バ
イ
ガ
エ
シ
（
キ
ヲ
ツ
ケ
）、
チ
ー
シ
ャ
ロ
、

ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
ヨ
ッ
サ
キ
、

オ
ン
シ
ャ
ロ
、
ケ
ト
ボ
リ
、
シ
ッ
チ
ョ
モ
サ

・
備　

考
：�

約
二
〇
年
前
に
休
止
、
復
活
の
見
込
み
は
な
い
。 

テ
ン
グ
の
烏
帽
子
の
長
さ
が
、
市
内
最
長
。

・
神
社
名
：
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
四
四
世
帯

・
団　

体
：
宇
土
野
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
一
四
日

・
演
目
名
：�

チ
リ
ヒ
ャ
ロ
、
オ
ン
ボ
コ
、
バ
ン
ガ
エ
シ
、

カ
イ
ツ
ブ
シ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
オ
ヒ
ヒ
ャ
ロ　

・
備　

考
：�
越
中
か
ら
習
っ
た
と
の
説
が
あ
る
が
、
カ
シ
ラ

の
形
状
や
装
束
等
か
ら
能
登
獅
子
だ
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
、
バ
ン
ガ
エ
シ
が
越
中
獅
子
の
演
目

で
は
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
し
ら
か
ら
習
っ
て
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
成
七
年
を
最
後
に
休

止
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　
　  

邑
知
地
区

中
川
町
（
休
止
中
）

能登獅子
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

邑
知
地
区

白
瀬
町
・
上
白
瀬
町

本
江
町
（
休
止
中
）

能登獅子

能登獅子

・
神
社
名
：
八
幡
社

・
世
帯
数
：
八
三
世
帯

・
団　

体
：
両
白
瀬
青
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
第
二
週
土
曜

・
演
目
名
：��

シ
シ
ゴ
ロ
サ
、
バ
イ
ガ
ラ
ス
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、

カ
イ
ツ
ブ
ス
、
チ
ー
ハ
ロ
、
オ
ン
ボ
コ　

・
備　

考
：�

サ
ル
、ベ
ッ
サ
イ
、バ
バ
等
の
お
道
化
衆
が
い
る
。

お
囃
子
は
、
笛
、
太
鼓
。
太
鼓
は
概
ね
バ
バ
が

担
当
し
て
い
る
。

・
神
社
名
：
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
約
一
〇
〇
世
帯

・
団　

体
：
本
江
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
一
五
日

・
演
目
名
：��

サ
ン
サ
ン
、ボ
ウ
ブ
ラ
、ホ
ウ
ダ
ツ
、キ
ョ
ウ
ブ
リ
、

キ
リ
マ
ゼ
、
ケ
ト
ボ
リ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ　

・
備　

考
：�

昭
和
三
〇
年
代
に
休
止
。
昭
和
五
七
年
に
約

二
〇
年
ぶ
り
に
復
活
す
る
が
そ
れ
を
最
後
に
行

わ
れ
て
い
な
い
。
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尾
長
町
（
休
止
中
）

千
田
町

能登獅子

能登獅子能登獅子

能登獅子

越中獅子

・
神
社
名
：
尾
長
社

・
世
帯
数
：
三
七
世
帯

・
団　

体
：
尾
長
町
町
会

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
一
二
日

・
演
目
名
：�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
サ
ッ
サ
イ
、
オ
ン
ボ
コ
、
チ

リ
ン
ヤ
ロ

・
備　

考
：�

昭
和
五
〇
年
前
後
か
ら
渡
御
を
行
わ
ず
神
社

境
内
で
獅
子
舞
の
み
演
舞
し
て
い
た
。
昭
和

五
六
年
、
会
館
新
築
時
に
渡
御
・
獅
子
舞
と

も
に
行
っ
た
が
こ
れ
を
最
後
に
休
止
。

・
神
社
名
：
諏
訪
神
社

・
世
帯
数
：
四
五
世
帯

・
団　

体
：
千
田
町
壮
年
団
、
獅
子
舞
会

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
日
曜

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
フ
タ
ア
シ
、
サ
ン
ノ
ア
シ
、
ヨ
ン

ノ
ア
シ
、
ド
ジ
ブ
リ
（
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
）　

・
備　

考
：�

菱
分
町
か
ら
習
っ
た
と
の
説
が
、菱
分
町
に
残
る
。

そ
れ
以
前
は
能
登
獅
子
を
舞
っ
て
お
り
、
明
治

四
一
年
の
能
登
獅
子
の
カ
シ
ラ
が
現
存
し
て
い

る
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

邑
知
地
区

・
神
社
名
：
佐
智
社

・
世
帯
数
：
二
四
世
帯

・
団　

体
：
尾
長
出
町
町
会

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
一
二
日

・
演
目
名
：�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
サ
ッ
サ
イ
、
オ
ン
ボ
コ
、
チ
リ

ン
ヤ
ロ

・
備　

考
：�

昭
和
五
七
年
を
最
後
に
渡
御
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
数
年
前
に
カ
シ
ラ
以
外
の
獅
子
舞
用
具
一

式
が
盗
難
に
遭
い
、
カ
シ
ラ
し
か
残
っ
て
い
な

い
。

尾
長
出
町
（
休
止
中
）

能登獅子
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

邑
知
地
区

・
神
社
名
：
住
吉
神
社

・
世
帯
数
：
五
三
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
若
部
町
会
、
若
部
青
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
一
五
日
に
近
い
土
曜

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、フ
タ
ア
シ
、ヤ
ツ
ブ
シ
、バ
イ
ガ
エ
シ
、

ド
ウ
チ
ュ
ウ
、
ヤ
ツ
ク
ズ
シ
、
イ
ソ
ブ
リ
、
バ
、

シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
お
囃
子
は
鉦
、太
鼓
。
現
在「
宿
」は
三
軒
あ
り
、

三
軒
目
の
宿
は
、
祭
礼
の
最
後
に
神
社
に
戻
る

直
前
の
「
宮
上
が
り
」
と
呼
ば
れ
る
。

堀
替
新
町
（
休
止
中
）

越中獅子

・
神
社
名
：
菅
原
神
社

・
世
帯
数
：
三
〇
世
帯

・
団　

体
：
不
明

・
祭
礼
日
：
四
月
中
旬

・
演
目
名
：�

ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
（
ト
ン
ト
ン
）、
ヒ
ト
ア
シ
、

ヨ
ソ
ブ
リ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、
ヤ
ツ
ブ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�

若
部
の
獅
子
舞
を
見
に
行
っ
て
覚
え
た
。（
習
っ

た
わ
け
で
は
な
い
）
昭
和
五
七
年
前
後
に
一
度

休
止
。
昭
和
六
二
年
の
神
社
境
内
改
修
を
記
念

し
復
活
。
平
成
元
年
に
再
度
休
止
。

本
江
町
若
部

越中獅子
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本
江
町
寺
境
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子越中獅子

・
神
社
名
：
水
本
神
社

・
世
帯
数
：
四
九
世
帯

・
団　

体
：
寺
境
青
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
一
五
日

・
演
目
名
：�

ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
、
ヒ
ト
ア
シ
、

フ
タ
ア
シ
、
ヤ
ツ
ブ
シ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、

ヨ(

イ)

ソ
ブ
リ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ　

・
備　

考
：�

大
正
末
期
～
昭
和
初
期
、千
石
か
ら
習
っ

た
と
の
説
あ
り
。
昭
和
四
〇
年
よ
り
休

止
。

志
々
見
町
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子越中獅子

・
神
社
名
：
八
幡
社

・
世
帯
数
：
三
〇
世
帯

・
団　

体
：
志
々
見
町
町
会

・
祭
礼
日
：
四
月
一
四
日

・
演
目
名
：
ヒ
ト
ア
シ
、
フ
タ
ア
シ
、
バ
イ
ガ
エ
シ　

・
備　

考
：�

若
部
か
ら
習
っ
た
と
の
説
あ
り
。

　
　
　
　
　
四
〇
年
ほ
ど
前
よ
り
休
止
。

菱
分
町
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子越中獅子

・
神
社
名
：
菱
分
神
社

・
世
帯
数
：
三
二
世
帯

・
団　

体
：
菱
分
町
町
会

・
祭
礼
日
：�

四
月
二
〇
日
、
九
月
二
〇
日

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
フ
タ
ア
シ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、

バ
ガ
エ
シ
、
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
、
イ
ソ
ブ
リ　

・
備　

考
：�

大
正
末
期
～
昭
和
初
期
に
寺
境
よ
り
習

い
、
そ
の
後
千
田
に
伝
え
る
。

　
　
　
　
　

昭
和
三
八
年
前
後
よ
り
休
止
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

邑
知
地
区
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

邑
知
地
区
・
神
子
原
地
区

神
子
原
町

越中獅子

・
神
社
名
：
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
一
〇
三
世
帯

・
団　

体
：
神
子
原
町
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
日
曜

・
演
目
名
：�

キ
ハ
ラ
イ
、ド
ウ
チ
ュ
ウ
、ヒ
ト
ア
シ
、フ
タ
ア
シ
、

ヤ
ツ
ブ
シ
、カ
イ
チ
ュ
ウ
、バ
イ
ガ
エ
シ
、キ
ョ
ウ
ブ
リ
、

ギ
オ
ン
ブ
リ
、ヨ
ソ
ブ
リ
、ミ
ヤ
ア
ガ
リ
、シ
シ
コ
ロ
シ
、

キ
シ
ン
ブ
リ
、
ヤ
ッ
コ
ジ
シ

�・
備　

考
：�

市
内
で
は
、
越
中
獅
子
の
代
表
的
存
在
。
祭
礼

は
壮
年
団
の
熱
気
に
よ
り
非
常
に
盛
大
で
あ

る
。
演
舞
も
迫
力
が
あ
り
シ
シ
ゴ
ロ
シ
は
最
大

の
見
ど
こ
ろ
。

福
水
町

能登獅子能登獅子越中獅子

・
神
社
名
：
白
山
社

・
世
帯
数
：
四
三
世
帯

・
団　

体
：
福
水
町
壮
青
年
団

・
祭
礼
日
：
一
〇
月
第
二
日
曜

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
フ
タ
ア
シ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、
ギ
オ

ン
ブ
リ
、
ヨ
ソ
ブ
リ
、
ク
ズ
シ
、
ヤ
ツ
ブ
シ
、

ド
ウ
チ
ュ
ウ
ボ
リ
、
サ
ン
ク
ズ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
平
成
六
年
に
休
止
し
た
が
、平
成
二
八
年
に
復
活
。

氷
見
市
日
名
田
か
ら
習
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
演
目
名
か
ら
は
、
論
田
・
熊
無
系
に
近
い
。

お
囃
子
は
鉦
、
太
鼓
。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

神
子
原
地
区

・
神
社
名
：
少
彦
名
神
社

・
世
帯
数
：
一
九
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
千
石
町
会
・
千
石
獅
子
保
存
会

・
祭
礼
日
：
九
月
二
二
日

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、フ
タ
ア
シ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、
ド
ウ
チ
ュ
ウ
、

ヤ
ツ
ブ
シ
、
ゲ
イ
、
ヨ
ソ
ブ
リ
、
ク
ズ
シ
、

ギ
オ
ン
ブ
リ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
氷
見
市
日
名
田
か
ら
習
っ
た
と
の
説
も
あ
り
。

し
か
し
休
止
時
期
を
経
て
、
四
〇
～
五
〇
年
前

に
氷
見
市
早
借
を
参
考
に
復
活
。
シ
シ
ゴ
ロ
シ

は
、
神
社
境
内
に
藁
を
敷
き
詰
め
舞
台
と
化
す
。

菅
池
町

越中獅子

・
神
社
名
：
諏
訪
社

・
世
帯
数
：
二
七
世
帯

・
団　

体
：
菅
池
獅
子
舞
保
存
会

・
祭
礼
日
：
九
月
二
〇
日
前
後
の
祝
日

・
演
目
名
：�

ヤ
ツ
ブ
シ
、ヒ
ト
ア
シ
、バ
イ
ガ
エ
シ
、カ
イ
チ
ュ

ウ
ブ
リ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、
ド
ウ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
、

ヨ
ソ
ブ
リ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�

氷
見
市
論
田
と
縁
組
が
多
か
っ
た
た
め
、
論
田

か
ら
習
っ
た
と
の
説
あ
り
。
平
成
一
四
年
一
旦

休
止
。
平
成
二
四
年
、
移
住
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
一
〇
年
ぶ
り
に
復
活
。

千
石
町

越中獅子
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

余
喜
地
区

四
柳
町

能登獅子

・
神
社
名
：
四
柳
神
社
、
白
山
神
社

・
世
帯
数
：
一
二
三
世
帯

・
団　

体
：
四
柳
町
獅
子
舞
保
存
会

・
祭
礼
日
：
四
月
二
九
日

・
演
目
名
：�

ム
カ
シ
、
ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン
、
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、
シ

ン
マ
ワ
シ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
キ
ヨ
ブ
リ
、
デ
ル
シ

ン
マ
ワ
シ
、
カ
タ
ナ
サ
シ
、
ミ
チ
マ
ワ
シ
、
ゴ

サ
カ
ケ
、
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ

・
備　

考
：�

お
囃
子
は
、
笛
（
横
笛
）、
太
鼓
、
鉦
。
余
喜
地

区
唯
一
の
ベ
ッ
サ
イ
が
居
る
。
ま
た
、
花
読
み

は
他
地
区
に
な
い
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ
れ
て
お
り

笑
い
を
誘
う
。
夜
、
神
社
境
内
に
て
、
火
が
つ

い
た
藁
束
の
上
を
、
火
の
粉
を
ま
き
散
ら
し
な

が
ら
舞
う
獅
子
舞
は
勇
壮
。

酒
井
町

能登獅子能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
日
吉
神
社

・
世
帯
数
：
一
九
三
世
帯

・
団　

体
：
酒
井
町
町
会

・
祭
礼
日
：
四
月
第
四
週
土
曜

・
演
目
名
：�

ミ
チ
マ
ワ
シ
、
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、
カ
ン
カ
ン
、
ボ

ン
ボ
コ
ボ
ン
、
ス
ッ
ト
コ
ド
ッ
コ
イ
、
オ
ソ
マ

ワ
シ
、
ケ
ム
リ
、
ハ
ヤ
マ
ワ
シ

・
備　

考
：�
お
囃
子
は
、笛（
余
喜
地
区
唯
一
の
縦
笛
）、太
鼓
、

鉦
。
演
目
名
か
ら
は
関
連
性
は
な
い
が
、
笛
の

音
色
や
メ
ロ
デ
ィ
は
邑
知
系
・
深
江
系
の
印
象

が
感
じ
ら
れ
る
。
宿
で
は
青
年
団
に
よ
る
八
木

節
の
余
興
が
あ
る
。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

余
喜
地
区

・
神
社
名
：
御
門
主
比
古
神
社

・
世
帯
数
：
一
八
一
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
大
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
五
月
三
日

・
演
目
名
：�

ム
カ
シ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、
ボ
ン
ノ
テ
、
ス
ギ
、
ハ

ヤ
マ
ワ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
カ
ヤ
を
頭
上
で
張
り
、
腰
を
深
く
落
と
す
の
が

基
本
姿
勢
で
あ
り
、
市
内
ど
の
地
域
と
も
類
似

性
の
な
い
珍
し
い
獅
子
舞
。
特
に
カ
シ
ラ
は
龍

頭
と
呼
ば
れ
、
独
特
の
形
状
を
し
て
い
る
。

下
曽
祢
町
　
　
　
　

能登獅子

・
神
社
名
：
奈
鹿
曽
姫
神
社

・
世
帯
数
：
七
〇
世
帯

・
団　

体
：
下
曽
祢
町
祭
保
存
会
、
下
曽
祢
町
青
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
第
一
週
土
曜

・
演
目
名
：�

ウ
エ
ウ
エ
、
ウ
ン
ト
コ
ド
ッ
コ
イ
、
デ
ン
ヤ
ツ
、

デ
ル
ヤ
ツ
、
ア
ッ
キ
ラ
コ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、

ヤ
ッ
サ
ヤ
ッ
サ
、
ミ
チ
マ
ワ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：��

論
田
熊
無
か
ら
習
っ
た
と
の
説
が
あ
る
が
、
演

目
名
や
舞
の
内
容
か
ら
す
る
と
越
中
と
の
関
連

性
は
見
い
だ
せ
な
い
。お
囃
子
は
笛（
横
笛
）、鉦
、

太
鼓
。
テ
ン
グ
の
烏
帽
子
は
鳥
烏
帽
子
。

大
町

越中獅子能登獅子能登獅子能登獅子



- 52 -

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

余
喜
地
区
・
鹿
島
路
地
区

鹿
島
路
町
（
鹿
島
路
地
区
・
松
尾
地
区
）

能登獅子

・
神
社
名
：
能
登
神
社
、
少
彦
名
神
社

・
世
帯
数
：
二
一
〇
世
帯

・
団　

体
：
鹿
島
路
獅
子
舞
保
存
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜

・
演
目
名
：�

セ
ン
ダ
イ
ノ
、
シ
チ
ベ
エ
サ
ン
、
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、

ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン
（
以
上
共
通
演
目
）、
キ
ョ
ウ

ボ
リ
、
ア
ッ
サ
ッ
サ
、
オ
タ
ニ
（
以
上
鹿
島
路

地
区
）、
ド
ン
ド
コ
ド
ン
、
キ
ウ
リ
、
ソ
ゾ
リ

キ
ウ
リ
（
以
上
松
尾
地
区
）

・
備　

考
：�

一
町
会
内
に
、
二
地
区
が
別
の
獅
子
舞
を
も
っ
て

い
る
。
鹿
島
路
地
区
は
黒
塗
り
の
カ
シ
ラ
、
松
尾

地
区
は
朱
塗
り
の
カ
シ
ラ
を
使
っ
て
い
る
。

金
丸
出
町
　
　
　
　

能登獅子能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
神
明
神
社

・
世
帯
数
：
一
〇
四
世
帯

・
団　

体
：
金
丸
出
町
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
四
月
一
六
日
付
近
の
祝
日

・
演
目
名
：�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
カ
ン
ツ
ブ
シ
、
ホ
ウ
ダ
ツ
、

ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン
、
チ
ー
チ
シ
ャ
ロ
、
バ
イ
ガ
エ
シ
、

ヤ
ツ
ブ
シ
、
ム
カ
シ
、
ミ
チ
マ
ワ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ　

・
備　

考
：�
約
一
〇
〇
年
前
に
志
賀
町
上
棚
か
ら
教
わ
っ
た
と

の
説
あ
り
。
演
目
名
か
ら
は
、
他
所
に
み
ら
れ
る

も
の
が
多
い
。
お
囃
子
は
笛
（
横
笛
）、鉦
、太
鼓
。

テ
ン
グ
の
烏
帽
子
は
鳥
烏
帽
子
。
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

越
路
野
地
区

・
神
社
名
：
白
鬚
神
社
、
若
宮
八
幡
宮

・
世
帯
数
：
二
〇
〇
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
千
路
町
町
会
・
千
路
町
獅
子
舞
太
鼓
保
存
会

・
祭
礼
日
：
八
月
二
〇
日
に
近
い
土
曜

・
演
目
名
：�

ド
ウ
チ
ュ
ウ
、
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、
ゴ
ン
バ
ヤ
シ 

（
ギ
オ
ン
バ
ヤ
シ
）、
キ
ョ
ウ
ボ
リ
、
ブ
ン
ブ
ク

・
備　

考
：�
上
中
山
か
ら
習
っ
た
と
の
説
あ
り
。市
内
で
唯
一
、

八
月
に
行
わ
れ
る
祭
。
お
囃
子
は
笛
、
鉦
、
太
鼓
。

千
路
町

越中獅子能登獅子能登獅子能登獅子

能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
中
山
神
社

・
世
帯
数
：
一
四
世
帯

・
団　

体
：
上
中
山
町
会

・
祭
礼
日
：
不
明

・
演
目
名
：�

ヤ
ツ
マ
ワ
シ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン

・
備　

考
：�

復
活
の
見
込
み
な
し
。
そ
の
た
め
、
用
具
を
す
べ

て
県
立
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
し
た
と
の
こ
と
。
昭

和
二
九
年
を
最
後
に
休
止
。
お
囃
子
は
笛
、鉦
。「
」

「
天
保
四
葵
巳
年
三
月
」
と
の
銘
が
打
っ
て
あ
る

鉦
が
あ
っ
た
。

・
神
社
名
：
新
保
神
社

・
世
帯
数
：
約
四
〇
世
帯

・
団　

体
：
柳
田
新
保
町
氏
子
会

・
祭
礼
日
：
九
月
一
六
日
（
現
在
休
止
中
）

・
演
目
名
：�

タ
チ
ブ
リ
、キ
ヨ
ブ
リ
、シ
チ
ゴ
サ
ン
、サ
ッ
サ
イ
、

シ
シ
ゴ
ロ
シ
、
キ
リ
マ
デ
、
ヒ
ッ
チ
コ

・
備　

考
：�

明
治
元
年
に
越
中
か
ら
伝
わ
っ
た
と
す
る
説
あ
り
。

た
だ
し
、
演
目
名
か
ら
能
登
獅
子
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
お
囃
子
は
笛
、
太
鼓
、
鉦
。

上
中
山
町
（
休
止
中
）

柳
田
新
保
町
（
休
止
中
）

能登獅子能登獅子
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寺
家
町

能登獅子

・
神
社
名
：
大
穴
持
像
石
神
社

・
世
帯
数
：
一
六
〇
世
帯

・
団　

体
：
寺
家
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
土
日

・
演
目
名
：�

ゴ
ー
サ
ン
、
グ
ン
タ
イ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
シ
キ
リ

・
備　

考
：�

越
中
に
行
っ
て
習
っ
て
き
た
と
の
説
あ
り
。
ま
た
、

一
ノ
宮
、
滝
の
獅
子
舞
は
寺
家
か
ら
習
っ
て
い
っ
た

と
の
説
も
あ
り
。
以
前
は
ベ
シ
ャ
ラ
が
い
た
。

柳
田
町
　
　
　
　

能登獅子能登獅子能登獅子

・
神
社
名
：
楊
田
神
社
、
猫
ノ
目
白
山
神
社

・
世
帯
数
：
約
一
六
〇
世
帯

・
団　

体
：
柳
田
町
氏
子
会

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜

・
演
目
名
：�

ゴ
サ
ン
、
シ
チ
ゴ
サ
ン
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
サ
ッ
サ

イ
ブ
シ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ
、
ホ
ウ
ダ
ツ　

・
備　

考
：�

お
囃
子
は
笛
、鉦
、太
鼓
。一
台
の
神
輿
に
楊
田
神
社
、

猫
ノ
目
白
山
神
社
そ
れ
ぞ
れ
の
御
分
霊
を
奉
遷
す

る
珍
し
い
在
所
。

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

越
路
野
地
区
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市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　  

一
ノ
宮
地
区

・
神
社
名
：
瀧
屋
神
社

・
世
帯
数
：
一
六
一
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
一
ノ
宮
町
会
、
一
ノ
宮
町
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
一
八
日
に
近
い
日
曜

・
演
目
名
：�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
、
ヤ
マ
ブ
シ
、
カ
タ
シ
シ
、
グ
ン
タ
イ
、

ゴ
ウ
サ
ン
、
シ
シ
キ
リ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ

・
備　

考
：�
お
囃
子
は
鉦
、
太
鼓
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
。
以
前
は

絣
に
下
駄
ば
き
だ
っ
た
が
、
現
在
は
法
被
に
下
駄

履
き
と
し
て
い
る
。
越
中
か
ら
習
っ
た
と
の
説
が

あ
る
。

・
神
社
名
：
白
山
神
社
、
魚
取
神
社

・
世
帯
数
：
一
八
二
世
帯　
　
　
　
　
　

・
団　

体
：
滝
町
青
年
団
・
滝
町
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
三
週
土
曜
日
曜

・
演
目
名
：�

シ
シ
マ
イ
、ボ
コ
ボ
ン
、キ
リ
マ
ゼ
、キ
ョ
ウ
ボ
リ
、

グ
ン
タ
イ
、
ム
カ
シ
、
ク
サ
カ
リ

・
備　

考
：�

お
囃
子
は
笛
、
鉦
、
太
鼓
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
。
演

目
は
、
寺
家
、
一
ノ
宮
と
同
系
列
と
み
ら
れ
る
が
、

演
舞
内
容
は
全
く
異
な
る
。

一
ノ
宮
町

滝
町

越中獅子

越中獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子
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柴
垣
町

越中獅子

・
神
社
名
：
椎
葉
圓
比
用
神
社

・
世
帯
数
：
二
七
四
世
帯

・
団　

体
：
柴
垣
壮
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
一
九
日
に
近
い
土
曜
日
曜

・
演
目
名
：�

ヒ
ト
ア
シ
、
フ
タ
ア
シ
、
ミ
ツ
ア
シ
、
ギ
オ
ン
ブ
リ
、

ヘ
ソ
、
ダ
ビ
ア

・
備　

考
：�

明
治
二
〇
年
代
に
高
岡
市
か
ら
伝
わ
っ
た
と
の
説
あ

り
。
ベ
シ
ャ
ラ
と
呼
ば
れ
る
お
道
化
衆
が
多
数
お
り

市
内
最
多
。
毎
年
、祭
礼
日
の
一
週
間
前
に
、ベ
シ
ャ

ラ
の
役
処
を
入
札
形
式
で
決
め
る
「
ケ
ン
ク
ジ
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。

滝
谷
町
　
　
　
　

・
神
社
名
：
八
幡
神
社

・
世
帯
数
：
四
七
世
帯

・
団　

体
：
滝
谷
青
年
団

・
祭
礼
日
：
九
月
第
二
週
日
曜

・
演
目
名
：�

ド
ン
チ
ク
、ヒ
ャ
ヒ
ャ
ロ
、キ
ョ
ウ
ブ
リ
、ゴ
ー
サ
ン
、

シ
チ
ゴ
サ
ン
、
カ
タ
ガ
リ
、
オ
ヤ
オ
ヤ
、
シ
シ
ゴ
ロ
シ　

・
備　

考
：�

寺
家
か
ら
伝
わ
っ
た
説
あ
り
。
お
囃
子
は
、笛
（
横

笛
）、
鉦
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
。
全
体
的
に
、
独
特
な

演
目
が
多
い
。

能登獅子

市
内
獅
子
舞
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　   

一
ノ
宮
地
区
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第
三
部

羽
咋
の
獅
子
舞

百
面
相
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■ 羽咋神社小獅子

■ 三ツ屋町

■ 粟生町 ■ 立開町

■ 深江町

■ 千里浜町

■ 粟原町

■ 次場町

■ 土橋町

■ 新保町

■ 兵庫町

■ 石野町

能登獅子能登獅子テング百面相　～能登獅子～
テ
ン
グ
百
面
相
　   

能
登
獅
子
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■ 千代町

■ 四町

■ 中川町

■ 吉崎町

■ 飯山町

■ 上江町

■ 白瀬・上白瀬町

■ 円井町

■ 宇土野町

■ 垣内田町

■ 尾長町

能登獅子能登獅子テング百面相　～能登獅子～
テ
ン
グ
百
面
相
　   

能
登
獅
子

■ 酒井町
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■ 柳田町

■ 鹿島路町

■ 滝町

■ 大町 ■ 四柳町

■ 寺家町

■ 千路町

■ 滝谷町

■ 下曽祢町

■ 柳田新保町

能登獅子能登獅子テング百面相　～能登獅子～

テング百面相　～能登獅子～

テ
ン
グ
百
面
相
　   

能
登
獅
子
・
越
中
獅
子

■ 御坊山町■ 的場町

能登獅子能登獅子テング百面相　～越中獅子～　　　　　　　　　　　　
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テ
ン
グ
百
面
相
　   

越
中
獅
子

■ 福水町

■ 東川原町

■ 本江町寺境

■ 太田町

■ 志々見町

■ 菅池町■ 柴垣町

■ 堀替新町

■ 千田町

■ 神子原町

能登獅子能登獅子テング百面相　～越中獅子～

■ 千石町
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■ 羽咋神社小獅子

■ 三ツ屋町

■ 粟生町

■ 深江町

■ 千里浜町

■ 吉崎町

■ 粟原町

■ 次場町

■ 土橋町

■ 新保町

■ 兵庫町

■ 石野町

能登獅子能登獅子カシラ百面相　～能登獅子～
カ
シ
ラ
百
面
相
　   

能
登
獅
子
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■ 千代町

■ 四町

■ 中川町

■ 飯山町

■ 上江町

■ 白瀬・上白瀬町

■ 円井町

■ 宇土野町

■ 垣内田町

■ 尾長出町 ■ 尾長町

能登獅子能登獅子カシラ百面相　～能登獅子～
カ
シ
ラ
百
面
相
　  

能
登
獅
子

■ 酒井町
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■ 一ノ宮町

■ 鹿島路町

■ 滝町

■ 大町 ■ 四柳町

■ 寺家町

■ 千路町

■ 滝谷町

■ 下曽祢町

■ 金丸出町

■ 柳田町

能登獅子能登獅子カシラ百面相　～能登獅子～

カシラ百面相　～能登獅子～

カ
シ
ラ
百
面
相
　   

能
登
獅
子
・
越
中
獅
子

■ 御坊山町

カシラ百面相　～越中獅子～
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カ
シ
ラ
百
面
相
　  

越
中
獅
子
・
加
賀
獅
子

■ 福水町

■ 東川原町

■ 本町

■ 菱分町

■ 太田町

■ 志々見町

■ 菅池町

■ 的場町

■ 堀替新町 ■ 千田町

■ 神子原町

■ 柴垣町

能登獅子

能登獅子

能登獅子

能登獅子

カシラ百面相　～越中獅子～

カシラ百面相　～加賀獅子～

■ 千石町

■ 中央町
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ベッサイ・ベシャラ百面相  
ベ
ッ
サ
イ
・
ベ
シ
ャ
ラ
百
面
相
　   

能
登
獅
子
・
越
中
獅
子
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第
四
部

特　

論　
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第
一
章
　
は
じ
め
に

　

こ
の
た
び
、
こ
の
調
査
報
告
書
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
非
常
に
大
切
な
部
分
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
と
な
り
、
光
栄
で
あ
る
反
面
、
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
こ
の
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
な
る
前
か
ら
、
個
人
的
に
獅
子
舞
を
調

査
・
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
素
人

レ
ベ
ル
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
文
章
も
、
一
人
の

獅
子
舞
好
き
の
一
般
人
が
書
い
た
モ
ノ
で
あ
り
ま

す
。
正
し
い
正
し
く
な
い
は
別
と
し
て
、｢

こ
の

よ
う
な
考
え
方
も
あ
る
の
か｣

と
い
う
程
度
に
読

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
し
、｢

な
る
ほ
ど｣

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

大
変
有
り
難
い
で
す
。

ら
は
明
治
以
降
の
伝
承
と
考
え
ら
れ
、
現
在
越
中

獅
子
を
舞
っ
て
い
る
地
区
で
も
以
前
は
能
登
獅
子

を
舞
っ
て
い
た
地
区
が
多
く
、
羽
咋
市
に
お
い
て

は
加
賀
獅
子
同
様
新
し
く
入
っ
て
き
た
系
統
で
あ

る
。

　

能
登
獅
子
は
、在
地
型
の
獅
子
舞
で
、羽
咋
市
、

志
賀
町
、
宝
達
志
水
町
（
旧
志
雄
町
・
旧
押
水
町
）

を
は
じ
め
、
中
能
登
町
（
旧
鹿
西
町
・
旧
鹿
島
町
・

旧
鳥
屋
町
）、
七
尾
市
、
穴
水
町
等
、
系
統
は
異

な
る
が
、
能
登
一
円
に
分
布
し
て
い
る
。
先
述
の

加
賀
獅
子
・
越
中
獅
子
を
明
治
時
代
以
降
に
習
い
、

導
入
し
た
集
落
を
除
く
と
旧
来
の
在
地
で
伝
え
ら

れ
て
き
た
獅
子
舞
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
る
羽
咋

市
の
「
能
登
獅
子
」
と
は
、ど
の
よ
う
な
モ
ノ
で
、

ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

今
回
の
調
査
研
究
事
業
で
、
羽
咋
市
内
の
在
地

型
の
能
登
獅
子
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
演
目
名
や
演
舞
の
ス
タ
イ
ル

か
ら
大
ま
か
に
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る

事
が
見
え
て
き
た
。

第
二
章
　
序
論

　

羽
咋
市
は
、
能
登
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
能

登
の
玄
関
口
で
あ
り
、
さ
ら
に
能
登
、
加
賀
、
越

中
の
交
差
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

羽
咋
市
に
は
能
登
獅
子
、
加
賀
獅
子
、
越
中
獅
子

の
三
系
統
の
獅
子
舞
が
見
ら
れ
る
事
は
、
こ
の
調

査
報
告
書
の
先
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　

加
賀
獅
子
は
、
明
治
三
〇
年
に
島
出
町
の
料

亭
に
出
入
り
し
て
い
た
、
金
沢
の
料
理
人
か
ら
伝

わ
り
、
羽
咋
市
街
の
三
地
区
で
の
み
見
ら
れ
る
。

こ
の
辺
り
で
は｢

祇
園
囃
子｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
。　　
　
　

　

越
中
獅
子
は
、
隣
接
す
る
富
山
県
氷
見
市
よ

り
伝
わ
り
、
現
在
の
国
道
四
一
五
号
線
沿
い
の
山

間
部
か
ら
平
野
部
の
数
地
区
に
伝
わ
っ
た
。
こ
れ

羽
咋
獅
子
舞
の
多
様
性
に
つ
い
て

は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会　
　

諏
訪　

雄
士
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第
三
章
　
能
登
獅
子
の
八
つ
の
グ

ル
ー
プ

一
．�

羽
咋
神
社
系(

羽
咋
神
社
小
獅
子
、
千
里

浜
町
、
釜
屋
町)

　

旧
羽
咋
町
に
該
当
す
る
羽
咋
市
中
心
部
の
市
街

地
に
あ
る
羽
咋
神
社
の
小
獅
子
を
中
心
に
、
千
里

浜
、
釜
屋
に
か
け
て
分
布
。
テ
ン
ポ
が
非
常
に
速

く
、
腕
を
上
げ
て
蚊
帳
を
上
部
に
張
り
、
時
に
は

全
体
を
大
き
く
振
る
。
囃
子
方
は
、
絣
着
物
に
下

駄
履
き
、
頭
に
花
笠
姿
で
、
太
鼓
、
笛
、
鉦
を
用

い
る
。
鉦
は
、
ほ
ぼ
打
音
が
中
心
で
、
凹
面
の
摺

り
音
が
な
い
演
目
も
あ
る
。
羽
咋
神
社
小
獅
子
の

太
鼓
は
、
平
太
鼓
を
用
い
る
。

二
．�

粟
ノ
保
系
（
粟
生
町
、兵
庫
町
、新
保
町
、

土
橋
町
、
立
開
町
、
粟
原
町
）

　

市
内
南
西
部
の
粟
ノ
保
地
区
を
中
心
に
伝
わ

る
。
演
舞
の
リ
ズ
ム
は
早
く
、
羽
咋
神
社
系
の
流

れ
を
組
み
な
が
ら
も
南
隣
の
宝
達
志
水
町
の
浜
側

集
落
と
の
共
通
性
も
見
ら
れ
る
。演
目
で
は｢

サ
ッ

サ
イ｣

や｢

サ
ン
サ
ン｣

が
多
く
、
囃
子
は
笛
と

鉦
が
中
心
。
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三
． 

深
江
系
（
深
江
町
、石
野
町
、三
ツ
屋
町
、

吉
崎
町
、
次
場
町
、
円
井
町
、
四
町
）

　

市
内
中
央
か
ら
東
部
に
か
け
て
の
富
永
地
区
と

中
邑
知
地
区
の
一
部
に
見
ら
れ
る
。羽
咋
神
社
系
、

粟
ノ
保
系
と
の
共
通
性
も
あ
り
な
が
ら
、｢

ケ
ト

ブ
リ｣

、｢

チ
ャ
リ
バ
」、｢
○
○
の
ヒ
メ
」
な
ど
の

演
目
が
特
徴
。
宝
達
志
水
町
の
山
側
の
集
落
と
の

共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
囃
子
は
、
基
本
的
に
笛
の

み
で
、
演
目
に
よ
っ
て
は
鉦
・
太
鼓
も
入
る
。

四
．�

邑
知
系
（
白
瀬
町
、飯
山
町
、宇
土
野
町
、

中
川
町
、
垣
内
田
町
、
千
代
町
）

　

市
内
東
部
の
白
瀬
や
飯
山
を
中
心
に
見
ら
れ

る
。
宝
達
志
水
町
の
山
間
部
や
深
江
系
、余
喜
系
、

さ
ら
に
越
中
系
と
共
通
す
る
演
目
も
あ
り
、｢

ケ

ト
ブ
リ｣

、｢

チ
ー
シ
ャ
ロ｣

、｢

ホ
ウ
ダ
ツ｣

が
多

い
。
囃
子
は
、
笛
の
み
の
地
区
が
多
い
が
、
中
川

は
太
鼓
、
笛
、
鉦
が
入
り
、
隣
の
宝
達
志
水
町
杉

野
屋
や
山
間
部
の
向
瀬
の
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ

る
。

五
．�

余
喜
系
（
酒
井
町
、
四
柳
町
、
大
町
、
下

曽
祢
町
、
金
丸
出
町
）

区
（
滝
・
一
ノ
宮
・
寺
家
）
で
見
ら
れ
る
。
演
目

で
は｢

ゴ
サ
ン｣

、｢

グ
ン
タ
イ
」
等
が
特
徴
。
囃

子
で
は
、
鳴
り
物
に
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
と
よ
ば
れ
る

シ
ン
バ
ル
を
用
い
る
の
が
特
徴
。

八
．
上
甘
田
系
（
滝
谷
町
）

　

市
内
の
西
北
部
で
も
志
賀
町
に
接
す
る
地
域

で
、
旧
来
は
志
賀
町
に
属
し
て
い
た
。
獅
子
舞
の

従
者
の
ベ
シ
ャ
ラ
が
特
徴
的
。
囃
子
で
は
、
一
ノ

宮
系
と
同
じ
く
鳴
り
物
に
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
（
シ
ン

バ
ル
）
を
用
い
る
。｢

ド
ン
チ
ク｣

、｢

ヒ
ャ
ヒ
ャ

ロ｣

な
ど
、
北
接
す
る
志
賀
町
と
の
演
目
の
共
通

性
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
グ
ル
ー
プ
は
、
羽
咋
市
の
旧
行
政
区
域

や
隣
接
市
町
村
と
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
み
れ
ば
、
隣
接
グ

ル
ー
プ
同
士
共
通
す
る
部
分
が
あ
っ
た
り
、
同
じ

グ
ル
ー
プ
内
で
も
地
区
ご
と
に
細
か
な
違
い
が
見

ら
れ
た
り
す
る
た
め
、
明
確
に
分
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
く
傾
向
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
概

に
は
言
え
ず
、
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
演
目
に
よ
っ
て
伝
承
元
（
習
っ
た
地

区
）
が
違
う
場
合
が
往
々
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

市
内
東
部
の
中
能
登
町
（
旧
鹿
西
町
）
に
接
す

る
地
域
で
、
余
喜
地
区
と
呼
ば
れ
る
。
囃
子
は
、

太
鼓
、
笛
、
鉦
が
入
り
、
笛
は
横
笛
を
使
用
す
る

の
が
一
般
的
。
天
狗
に
対
し
て
獅
子
が
左
回
り
に

演
舞
す
る
演
目
が
多
く
見
ら
れ
る
。
演
目
で
は

｢

ム
カ
シ｣

、｢

ミ
チ
マ
ワ
シ｣

が
多
い
。
大
町
は

独
特
の
獅
子
舞
で
類
似
性
が
無
く
、
そ
の
獅
子
頭

は
龍
頭
型
が
特
徴
的
で
、
そ
の
独
特
の
形
状
は
他

地
区
に
は
な
い
。
大
町
以
外
で
は
、
上
記
の
傾
向

が
よ
く
似
て
い
る
。

六
．�

眉
丈
系（
鹿
島
路
町
、千
路
町
、上
中
山
町
）

　

市
域
北
部
の
眉
丈
山
丘
陵
に
沿
っ
て
展
開
す
る

集
落
（
鹿
島
路
、
千
路
、
上
中
山
）
で
見
ら
れ
る
。

演
目
「
ヤ
ツ
マ
ワ
シ
」、｢

ボ
ン
ボ
コ(

千
路
や
上

中
山
の
ブ
ン
ブ
ク
も
同
一
と
考
え
ら
れ
る)

」
や
、

囃
子
が
太
鼓
、
笛
、
鉦
で
共
通
し
、
余
喜
系
統
と

の
類
似
も
見
え
る
。
同
じ
眉
丈
山
丘
陵
に
沿
う
集

落
で
も
、
柳
田
町
に
は
こ
の
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
一
ノ
宮
系
に
近
い
た
め
除

外
し
た
。

七
．
一
ノ
宮
系
（
一
ノ
宮
町
、寺
家
町
、滝
町
）

　

内
西
北
部
の
能
登
国
一
宮
気
多
大
社
周
辺
の
地
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と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
伝
わ
っ

た
獅
子
舞
の
演
目
が
、
永
い
年
月
を
か
け
て
羽

咋
の
中
で
も
混
ざ
り
あ
い
、
進
化
・
発
展
を
遂

げ
た
こ
と
で
、
今
日
の
羽
咋
獅
子
舞
文
化
の
多

様
性
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
る
。

六
つ
の
往
来
と
は

一
．
金
沢
か
ら
羽
咋
ル
ー
ト

二
．
富
山
県
氷
見
市
か
ら
氷
見
街
道
の
ル
ー
ト

三
．�

宝
達
志
水
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
日
本

海
側
の
浜
側
街
道
ル
ー
ト

四
．�
宝
達
志
水
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
山
側

街
道
ル
ー
ト

五
．�

志
賀
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
日
本
海
側

の
浜
側
街
道
ル
ー
ト

六
．�

邑
知
潟
地
溝
帯
沿
い
の
往
来
（
東
往
来
：

余
喜
地
区
～
中
能
登
町
、
西
往
来
：
鹿
島

路
地
区
～
中
能
登
町
）
ル
ー
ト

　

こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
は
、
今
回
の
調
査
で
見
え
て
き
た
羽
咋
市

の
在
地
型
の
能
登
獅
子
系
に
見
え
る
「
八
つ
の
系

統
」
と
そ
の
伝
承
経
路
と
深
く
関
わ
る
「
六
つ
の

往
来
」
の
関
係
を
、
演
目
調
査
結
果
や
地
域
の
歴

史
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
精
査
し
、
さ
ら
に
羽
咋

市
内
全
域
の
能
登
獅
子
系
に
共
通
す
る
唯
一
の
演

目
と
言
っ
て
い
い｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

の
一
考
察
も

交
え
、
羽
咋
の
獅
子
舞
文
化
の
多
様
性
を
探
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
再
発
見
し
た
い

と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

第
四
章
　
本
論

　
「
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
」
×
「
六
つ
の
往
来
」

　

獅
子
舞
は
、
全
国
的
に
見
て
最
も
盛
ん
な
民
俗

芸
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
石
川
県
に
お
い

て
は
、昭
和
六
一
年
発
行
の
『
石
川
県
の
獅
子
舞
・

緊
急
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
県
内
全
域
で
約

九
九
〇
の
集
落
に
約
一
一
〇
〇
組
の
獅
子
舞
が
あ

る
、
ま
た
は
過
去
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
能
登

地
方
に
お
い
て
も
約
四
〇
〇
の
集
落
に
獅
子
舞
が

あ
る
、
ま
た
は
過
去
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
隣

の
富
山
県
で
は
、
昨
年
富
山
県
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
数
社
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
現
在

で
も
約
八
四
〇
の
獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の

す
な
わ
ち
、複
数
グ
ル
ー
プ
の
混
成
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
と
い
う
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

同
種
異
称
（
同
じ
演
舞
で
も
呼
び
名
が
違
う
）
や

異
種
同
称
（
違
う
演
舞
な
の
に
同
じ
呼
び
名)

の

演
目
も
存
在
す
る
。
同
種
異
称
、
異
種
同
称
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
は
全
地
区
の
全
演
目
ま

で
精
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
各
地
区
の
演
目

の
一
つ
一
つ
の
類
似
性
を
比
較
・
検
証
し
て
い
く

こ
と
で
、
演
目
の
種
類
は
幾
分
か
絞
ら
れ
て
い
く

と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
演
目
の
聞
き

取
り
が
か
な
り
正
確
に
把
握
で
き
、
そ
の
一
覧
を

「
演
目
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
整
理
で
き
た
こ

と
は
重
要
な
成
果
で
あ
り
、
演
目
名
か
ら
一
定
の

傾
向
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
以
下

に
は
、
演
目
か
ら
み
た
傾
向
分
析
を
試
み
て
み
た

い
と
思
う
。

第
三
章
　
六
つ
の
往
来

　

い
ま
述
べ
た
演
目
か
ら
み
た
八
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
傾
向
を
前
提
に
、
実
際
に
自
分
の
目
で
各
地

区
の
獅
子
舞
を
見
て
感
じ
た
の
は
、
羽
咋
の
獅
子

舞
文
化
は
、
そ
の
位
置
や
近
隣
市
町
村
と
接
す
る

人
々
の
往
来
ル
ー
ト
に
よ
り
、「
六
つ
の
往
来
」
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だ
と
い
う
。
以
前
は
一
二
〇
〇
程
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
国
一
位
と

も
言
わ
れ
る
。
石
川
県
は
富
山
県
に
比
べ
れ
ば
少

な
い
が
、
全
国
的
に
見
れ
ば
、
獅
子
舞
の
盛
ん
な

地
域
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、能
登
地
方
で
は
、

獅
子
舞
は
珠
洲
市
や
輪
島
市
な
ど
の
奥
能
登
地
域

に
は
少
な
く
、
羽
咋
市
を
中
心
と
す
る
口
能
登
地

域
に
多
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
奥
能
登
地
域

を
象
徴
す
る
祭
礼
文
化
で
あ
る
「
キ
リ
コ
・
奉
燈

文
化
」
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
奥
能
登
地

域
が
、
祭
礼
に
お
い
て
キ
リ
コ
・
奉
燈
を
重
視
す

る
一
方
で
、
口
能
登
地
域
で
は
祭
礼
と
言
え
ば
神

輿
渡
御
に
伴
う
獅
子
舞
が
中
心
な
の
で
あ
る
。

　

羽
咋
市
で
は
、
約
六
〇
の
地
区(

町
会)

に
獅

子
舞
が
あ
り
、
現
在
も
約
四
〇
地
区(

町
会)

で

行
わ
れ
て
い
る
。
市
内
ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
獅
子

舞
が
あ
る(

あ
っ
た)

こ
と
に
な
り
、
獅
子
舞
の

盛
ん
な
地
域
と
言
え
る
だ
ろ
う
。羽
咋
市
も
含
め
、

そ
の
近
隣
市
町
で
は
、
獅
子
舞
は
豊
作
・
豊
漁
を

祈
念
・
感
謝
し
た
り
、
地
区
の
悪
魔
払
い
と
し
て

の
意
味
合
い
で
、
春
季
・
秋
季
祭
礼
の
神
輿
渡
御

に
伴
い
演
舞
さ
れ
た
り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

先
で
も
述
べ
た
が
、
羽
咋
の
獅
子
舞
は
大
き
く

<

加
賀
獅
子
の
伝
承
ル
ー
ト>

一
．
金
沢
か
ら
羽
咋
ル
ー
ト

　

羽
咋
市
の
獅
子
舞
に
お
い
て
、
加
賀
（
金
沢
）

獅
子
系
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。
羽
咋

神
社
の
氏
子
町
会
で
あ
る
本
町
・
中
央
町
・
旭
町

に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、石
川
県
内
の
加
賀
（
金
沢
）

獅
子
の
北
限
と
言
え
る
。
羽
咋
で
は｢

祇
園
囃

子
」
と
呼
ば
れ
、
市
街
地
の
三
町
会
（
本
町
・
中

央
町
・
旭
町
）
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

明
治
三
〇
年
に
島
出
町
の
料
亭
に
出
入
り
し
て
い

た
金
沢
の
料
理
人
が
教
え
た
と
い
い
、
加
賀
（
金

沢
）
獅
子
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
伝
承
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

加
賀
（
金
沢
）
獅
子
で
は
、
獅
子
に
対
す
る
演

舞
者
は
一
般
的
に｢

棒
振
り｣

と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
の
型
（
流
派
）
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
有
名

な
も
の
は
、
浅
野
川
以
北
に
多
い｢

土
方
流｣

と

犀
川
以
南
に
多
い｢

半
兵
衛
流｣

で
あ
る
が
、
羽

咋
の
祇
園
囃
子
が
、
ど
の
流
派
に
該
当
す
る
か
は

不
明
で
あ
る
。『
石
川
県
の
獅
子
舞
～
緊
急
調
査

報
告
書
～
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
金
沢
市
周
辺

の
加
賀
獅
子
の
調
査
成
果
を
も
と
に
、
羽
咋
市
本

町
と
曲
目
・
囃
子
が
似
た
地
区
は
な
い
だ
ろ
う
か

分
け
て
、
加
賀
・
越
中
・
能
登
の
三
つ
の
系
統
が

あ
り
、
さ
ら
に
能
登
獅
子
系
で
は
八
つ
の
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
背
景
に
は
外
部
と
つ
な
が
る
六
つ
の
往

来
と
羽
咋
内
部
で
の
混
合
が
見
え
る
。
永
い
年
月

を
か
け
て
、
人
々
が
交
流
し
、
行
っ
た
り
来
た
り
、

出
た
り
入
っ
た
り
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
地
域
独

自
の
文
化
が
形
成
さ
れ
て
、
現
在
に
至
る
わ
け
だ

が
、
こ
う
し
た
文
化
の
形
成
は
、
や
は
り
人
の
動

き
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
に
獅
子
舞
を
聞
き
取
り
調
査
し

て
き
て
、
獅
子
舞
を
他
地
区
か
ら
導
入
し
、
習
っ

た
集
落
間
の
関
係
性
と
し
て
多
く
み
ら
れ
た
の
は

以
下
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

・
地
区
が
近
い
な
ど
位
置
関
係
に
よ
る
も
の

・
婚
礼
や
縁
組
に
よ
る
も
の

・�

商
売
や
仕
事
の
関
係
（
行
商
人
や
特
産
物
の
取

引
、
木
挽
き
仕
事
、
溜
池
修
理
の
人
夫
等
）

・�

同
じ
神
社
の
氏
子
や
同
じ
宮
司
の
兼
務
に
よ
る

も
の

　

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
演
目
か

ら
見
た
傾
向
と
と
も
に
、
前
述
の
六
つ
の
往
来
ご

と
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。　
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宿
場
へ
出
る
ル
ー
ト
を
通
ら
ず
に
、
い
わ
ゆ
る

｢

宿
抜
け｣

道
と
し
て
、
羽
咋
の
飯
山
宿
場
に
出

る「
菅
池
往
来
」を
利
用
し
て
お
り
、こ
れ
が
村
々

の
貨
幣
収
入
増
加
を
助
け
、
地
域
分
業
に
よ
る

生
産
物
の
架
け
橋
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

羽
咋
市
菅
池
で
は
、｢

藤
箕
」
が
特
産
物
で

あ
っ
た
。『
羽
咋
物
語
三
・
羽
咋
市
商
工
会
発

行
』
に
よ
る
と
、
菅
池
町
の
藤
箕
は
、
元
禄
七

年
（
一
六
九
四
）
の｢

農
耕
之
外
所
有
作
有
之

村
々
寄
帳｣

に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
と
あ
り
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の｢

羽
咋
・
鹿
島
郡

産
物
之
様
子
書
上
申
帳｣

で
は
、
加
賀
・
越
前
・

越
中
に
売
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
菅

池
の
箕
作
り
は
明
治
・
大
正
が
最
盛
期
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　

こ
の｢
藤
箕
作
り｣

は
、
羽
咋
市
菅
池
町
と

街
道
で
接
す
る
氷
見
市
論
田
・
熊
無
地
区
と
一

体
的
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

氷
見
市
立
博
物
館
発
行
の
『
氷
見
の
手
仕
事
』

に
よ
る
と
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）｢

農
隙
所

作
村
々
寄
帳｣

に｢

一
、
箕
仕
申
候
（
中
略
）

論
田
村｣

と
い
う
記
録
が
あ
る
。
氷
見
市
論
田

や
熊
無
の
獅
子
舞
が
、
各
地
に
広
ま
っ
た
の
は
、

｢

藤
箕｣

の
行
商
や
原
料
の
藤
の
採
取
に
各
地
へ

出
か
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
往
来
（
道
）
で
繋
が
り
、
特
産
物

の
関
係
や
、
縁
組
も
あ
っ
て
、
論
田
や
熊
無
の
獅

子
舞
が
羽
咋
市
の
中
山
間
地
域
で
あ
る
菅
池
・
神

子
原
・
千
石
へ
と
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
、
自
然
な

流
れ
で
あ
ろ
う
。
富
山
県
氷
見
市
に
接
す
る
羽
咋

市
の
こ
れ
ら
集
落
で
氷
見
市
の
論
田
・
熊
無
系

統
の
獅
子
舞
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
る
。
で
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
そ
れ
以
前
に
獅
子
舞
が
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
神
子

原
で
保
存
さ
れ
て
い
る
江
戸
後
期
か
ら
末
期
と
さ

れ
て
い
る
古
い
獅
子
頭
の
形
状
が
能
登
獅
子
系
の

特
徴
を
よ
く
残
し
て
お
り
、
氷
見
獅
子
系
を
習
う

以
前
は
、
羽
咋
市
の
平
野
部
の
集
落
と
同
じ
く
在

地
型
の
能
登
獅
子
系
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
知
る
人
は
も
う
お
ら
ず
、
聞
き

取
り
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

羽
咋
市
で
、
越
中
獅
子
系
の
集
落
は
、
休
止
し

て
い
る
も
の
も
含
め
一
五
地
区
（
町
会
）
が
確
認

で
き
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
出
稼
ぎ
先
の
富
山

県
高
岡
市
か
ら
習
っ
た
と
伝
わ
る
柴
垣
町
と
、
昭

和
期
に
宝
達
志
水
町
所
司
原
か
ら
習
っ
た
太
田
町

（
昭
和
初
期
）、
東
川
原
町
（
昭
和
六
三
年
頃
）
以

と
探
し
た
が
、
羽
咋
市
本
町
に
伝
え
ら
れ
る｢

宮

参
り｣
と
い
う
囃
子
は
、
金
沢
市
で
は
五
郎
島
町

等
五
町
会
で
見
ら
れ
、｢

元
禄
花
見
踊｣

は
、
白

山
市
松
任
の
市
街
地
周
辺
で
見
ら
れ
た
。
金
沢
市

で
よ
く
聞
く
囃
子
の｢
ノ
ー
エ
節｣

、｢

コ
ン
ピ
ラ

フ
ネ
フ
ネ｣

が
、
羽
咋
祇
園
囃
子
に
も
あ
る
の
か

な
ど
、
囃
子
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
詳
細
に
検
証
し
、

先
ほ
ど
の
棒
振
り
流
派
と
と
も
に
今
後
調
査
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
羽
咋
祇
園
囃
子
が
他
地
区
に

伝
え
ら
れ
た
と
い
う
話
は
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
独

自
の
発
展
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

<

越
中
獅
子
（
氷
見
獅
子
）
の
伝
承
ル
ー
ト>

　
二
．
氷
見
か
ら
氷
見
・
菅
池
街
道
ル
ー
ト

　

羽
咋
と
富
山
県
氷
見
市
を
結
ぶ
往
来
は
、
現
在

で
は
、
国
道
四
一
五
号
線
が
主
で
あ
る
が
、
古
く

は
羽
咋
市
千
石
～
菅
池
を
通
っ
て
、
峠
を
越
え
て

氷
見
市
熊
無
、
論
田
に
抜
け
る
「
菅
池
往
来
」
が

中
心
で
あ
っ
た
。『
富
山
県
歴
史
の
五
街
道
（
塩

照
夫
著
）』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
商
人
は
、

古
代
以
来
の
氷
見
か
ら
能
登
へ
の
主
要
街
道
で
あ

る
「
臼
ヶ
峰
往
来
」
に
よ
り
宝
達
志
水
町
の
子
浦
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外
は
、
幾
つ
か
の
地
区
を
経
由
し
て
い
て

も
、
す
べ
て
論
田
・
熊
無
地
区
の
獅
子
舞

に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
影
響
は
、
獅
子
の
蚊
帳
に

論
田
・
熊
無
地
区
に
特
徴
的
な
緋
色
（
赤
一
色
）

ガ
ヤ
が
多
い
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
殊
に
、
千
田

→
菱
分
→
寺
境
→
千
石
町
→
宝
達
志
水
町
清
水
原

→
氷
見
市
論
田
と
辿
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、志
々

見
町
→
若
部
→
氷
見
市
論
田
と
伝
承
ル
ー
ト
遡
る

こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
新
た
に
分
か
っ
た
。

　

羽
咋
市
の
獅
子
舞
演
目
に
お
い
て
興
味
深
い
の

は
、
能
登
獅
子
の
地
区
で
も
、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

を
始
め
、｢

カ
イ
チ
ョ
ウ
ボ｣

、｢

ム
カ
シ｣

、｢

ホ

ウ
ダ
ツ
」、｢

サ
ン
サ
ン｣

、｢

グ
ン
タ
イ｣

、｢

キ
リ

類
に
増
や
し
て
作
ら
れ
た
の
が
、
氷
見
の｢

サ
ン

ク
ズ
シ｣

で
は
な
い
か
と
、個
人
的
に
考
え
て
い
る
。

<

能
登
獅
子
の
伝
承
ル
ー
ト
①>

三
．�

宝
達
志
水
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
日
本
海

側
の
浜
側
街
道
ル
ー
ト

　

羽
咋
市
の
能
登
獅
子
系
の
獅
子
舞
演
目
の
な
か

で
も｢

サ
ッ
サ
イ｣

｢

サ
ン
サ
ン｣

は
、｢

ホ
ウ
ダ

ツ｣

と
並
び
、
二
・
三
番
目
に
多
い
演
目
で
、
伝

承
さ
れ
て
い
る
地
区
も
似
通
っ
て
お
り
、
主
に
羽

マ
ゼ｣

、｢

七
五
三｣

等
、
氷
見
獅
子
系
と
共
通
す

る
演
目
名
が
存
在
す
る
点
だ
。
と
く
に
、｢

ム
カ

シ｣

、｢

ホ
ウ
ダ
ツ｣

、｢

サ
ン
サ
ン｣

、｢

グ
ン
タ
イ｣

は
、
氷
見
市
中
心
部
の
市
街
地
周
辺
の
い
わ
ゆ
る

町
方
に
多
く
み
ら
れ
る
演
目
で
、
羽
咋
市
と
氷
見

市
街
地
と
の
行
き
来
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
に
も
考

え
ら
れ
る
。
羽
咋
市
に
見
ら
れ
る｢

カ
イ
チ
ョ
ウ

ボ｣

や｢

カ
イ
ツ
ブ
リ｣

は
、
氷
見
で
言
う｢

カ

イ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
（
市
街
地
周
辺
で
は
イ
リ
ガ
シ
と

も
呼
ぶ
）｣

と
同
じ
呼
称
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
演
目
に
つ
い
て
は
、
氷
見
か
ら
習
っ
た

と
言
い
伝
え
て
い
る
地
区
が
羽
咋
市
内
に
あ
ま
り

に
も
少
な
く
、
習
っ
た
地
区
の
具
体
的
地
名
も
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
演
目
全
て
の
発
祥
が

氷
見
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、｢
キ
リ
マ
ゼ
（
キ
リ
マ
ジ
）｣

は
、
氷
見

で
は
伝
承
地
区
が
少
な
く
氷
見
市
十
二
町
坂
津
、

薮
田
、
白
川
、
土
倉
、
赤
毛
に
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
獅
子
舞
を
能
登
か

ら
習
っ
た
と
伝
え
て
い
る
地
区
も
あ
る
が
、
能
登

の
ど
こ
か
ら
習
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。｢

キ

リ
マ
ゼ｣

は｢

切
り
混
ぜ｣

の
意
味
と
考
え
ら
れ
、

実
際
に
二
種
類
以
上
の
演
目
を
繋
い
だ
メ
ド
レ
ー

演
目
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
二
種
類
を
三
種

サッサイ小獅子　宝達志水町今浜
撮影：渋谷利雄

論田熊無系の赤カヤ　千田町
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子
供
ら
に
よ
る
小
獅
子
は
能
登
獅
子
系
、
青
年

団
ら
に
よ
る
大
獅
子
は
越
中
（
氷
見
）
獅
子
系

を
舞
い
、
従
来
の
能
登
獅
子
の
小
獅
子
に
加
え
、

大
獅
子
と
し
て
氷
見
獅
子
を
導
入
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
久
保
町
の
子
供
獅
子
舞

で
は
、
か
つ
て｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
サ
ッ
サ
イ｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
演
目
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
宝
達
志
水
町
子
浦
、
柳
瀬
、
出
浜
と
羽
咋

市
の
粟
生
、
新
保
は
、
同
じ
子
浦
出
雲
神
社
の

氏
子
（
宮
司
：
志
尾
家
）
で
あ
り
、
昔
か
ら
集

落
間
の
縁
組
関
係
も
多
く
見
ら
れ
る
そ
う
で
あ

る
。

　

囃
子
方
は
、
柳
瀬
、
出
浜
で
は
鉦
と
笛
を
用

い
る
が
、
子
浦
や
吉
野
屋
は
笛
の
み
、
菅
原
で

は
太
鼓
、
笛
、
鉦
が
入
り
、
か
つ
て
の
行
政
区

域
（
柳
瀬
、
出
浜
は
樋
川
地
区
、
子
浦
、
吉
野

屋
は
子
浦
地
区
、
菅
原
は
南
邑
知
地
区
）
で
違

い
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
海
岸
部
に
つ
づ
く
集
落
同
士

の
交
流
と
同
じ
神
主
の
神
社
氏
子
と
し
て
の
関

係
も
あ
り
、「
サ
ッ
サ
イ
」
を
共
有
す
る
グ
ル
ー

プ
が
見
え
て
き
て
お
り
、
浜
側
の
伝
承
ル
ー
ト

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

<

能
登
獅
子
の
伝
承
ル
ー
ト
②>

四
．�

宝
達
志
水
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
山
側
街

道
ル
ー
ト

　

羽
咋
で
深
江
系
と
呼
ん
で
い
る
地
区
の
数
地
区

で
の
み｢

チ
ャ
リ
バ｣

（
地
区
に
よ
っ
て
は｢

チ
ャ

リ｣

、｢

チ
ャ
ラ
バ｣

と
も
い
う
）
と
い
う
演
目
が

あ
る
。
こ
の
演
目
の
特
徴
は
、
一
人
の
天
狗
を
真

ん
中
に
両
サ
イ
ド
か
ら
二
組
の
獅
子
が
挟
む
形
と

な
る
演
目
で
、
祭
礼
の
最
後
の
宮
入
前
の
宿
（
や

ど
）
で
演
舞
し
た
り
、
宮
入
り
後
の
神
社
境
内
で

最
後
に
舞
っ
た
り
す
る
演
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
越
中
獅
子
で
言
う｢

獅
子
殺
し｣

と
位
置

づ
け
て
い
る
。

　

羽
咋
市
と
隣
接
す
る
宝
達
志
水
町
杉
野
屋
や

向
瀬
で
も
同
様
の
演
目
が
確
認
で
き
、
杉
野
屋
で

は｢

チ
ャ
ナ
バ｣

と
呼
ば
れ
る
が
、
現
在
舞
わ
れ

て
い
な
い
。
向
瀬
で
は
、
祭
礼
の
獅
子
舞
自
体
が

三
〇
数
年
前
か
ら
休
止
さ
れ
た
ま
ま
途
絶
え
て
い

る
状
態
で
あ
る
が
、
聞
き
取
り
に
よ
る
と｢

チ
ャ

ル
バ｣

と
呼
び
、
祭
礼
の
は
じ
め
に
神
輿
が
神
社

か
ら
出
る
（
出
御
）
際
に
、
神
社
の
鳥
居
前
で
舞

わ
れ
た
そ
う
で
、
演
目
の
形
態
と
し
て
は
、
深
江

系
の
も
の
と
似
て
い
る
よ
う
だ
。
な
お
、
向
瀬
で

咋
神
社
系
、
粟
ノ
保
系
、
深
江
系
に
多
く
み
ら
れ
、

市
内
の
浜
側
沿
い
の
南
西
部
か
ら
中
央
部
に
か
け

て
分
布
す
る
。

　

特
に｢

サ
ッ
サ
イ｣

は
、
羽
咋
神
社
系
の
中
心

市
街
地
か
ら
粟
生
、
新
保
、
隣
接
す
る
宝
達
志
水

町
柳
瀬
や
出
浜
か
ら
宿
や
米
出
と
い
っ
た
、
浜
沿

い
の
地
区
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
宝
達
志
水

町
や
さ
ら
に
南
の
か
ほ
く
市
の
浜
側
集
落
で
は
、

子
供
ら
に
よ
る
獅
子
組
を
小
獅
子
と
呼
ん
で
お

り
、
そ
の
獅
子
舞
自
体
を｢

サ
ッ
サ
イ｣
と
呼
ぶ

な
ど
、
子
供
獅
子
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
能
登
の
海
浜
部
の
浜
側
の
集
落
に
顕
著
な

「
サ
ッ
サ
イ
獅
子
」は
、宝
達
志
水
町
や
か
ほ
く
市
、

さ
ら
に
南
の
津
幡
町
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

例
と
し
て
、
宝
達
志
水
町
今
浜
で
は
、
子
供
ら

に
よ
る
小
獅
子
を
「
サ
ッ
サ
イ
獅
子
」
と
呼
ん
で

お
り
、
演
目
に｢

サ
ッ
サ
イ｣

は
な
い
も
の
の
、

演
舞
中
の
囃
子
言
葉
に｢

サ
ッ
サ
イ｣

が
入
る
。

こ
の
ほ
か
、
浜
側
で
は
な
い
地
区
だ
が
、
宝
達
志

水
町
子
浦
で
も
、
今
で
は
廃
れ
て
演
舞
さ
れ
な
く

な
っ
た
演
目
の
中
に｢

サ
ッ
サ
イ｣

が
あ
る
と
い

う
。
宝
達
志
水
町
子
浦
は
、か
つ
て
の
宿
場
町
で
、

人
が
集
ま
る
往
来
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
子
浦
に
は

久
保
町
と
荒
屋
・
新
川
の
二
組
の
獅
子
舞
が
あ
り
、
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は
神
社
へ
神
輿
が
戻
る
宮
入
り
（
還
御
）
の
際
に

｢

チ
ャ
ル
バ｣

と
よ
く
似
た｢

ホ
ン
ブ
リ｣

と
い

う
演
目
を
舞
い
、
こ
れ
を
別
名｢

獅
子
殺
し｣

と

呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
チ
ャ
リ
バ
」

の
分
布
を
見
る
だ
け
で
も
、
宝
達
志
水
町
か
ら
羽

咋
市
冨
中
・
邑
知
地
区
の
一
部
に
か
け
て
共
有
す

る
グ
ル
ー
プ
と
山
側
か
ら
低
地
に
か
け
て
の
伝
承

ル
ー
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

ち
な
み
に
、
宝
達
志
水
町
向
瀬
の
獅
子
舞
は
、

近
隣
で
も
永
い
伝
統
を
誇
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
志
雄
町
史
』
に
よ
る
と
、「
子
浦
出
雲
神
社
の
神

で
、
と
く
に
前
者
で
は
、
舞
い
な
が
ら
家
の
敷
地

内
に
入
り
、
盛
り
砂
の
頂
部
に
杉
の
葉
を
刺
し
た

も
の
を
蹴
飛
ば
し
て
招
待
家
に
入
り
、
そ
れ
に
続

い
て
神
輿
が
入
る
こ
と
か
ら
、
露
払
い
の
演
舞
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
演
目
で
あ
る
。｢

ケ
ト
ブ
リ｣

は

｢

蹴
り
飛
ば
す
振
り｣

か
ら
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
羽
咋
市
内
で
は
、｢

ケ
ト

ブ
リ｣

は
深
江
系
、
邑
知
系
で
し
か
見
ら
れ
な
い

演
目
で
あ
る
。
周
囲
で
は
、
宝
達
志
水
町
の
山
間

部
に
あ
る
新
宮
地
区
で
も
同
じ
よ
う
な｢

ケ
ト
ブ

主
志
尾
家
二
九
代
宮
司
、
志
尾
由
作
氏
の
語
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
蓮
行
院
大
徳
が
、
一
七
四
四
年

（
延
享
元
年
）
五
月
に
正
大
先
達
の
位
を
受
け
た

と
き
、
慶
祝
の
た
め
、
附
近
二
四
カ
村
か
ら
獅
子

舞
を
繰
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
演
技
で
興
を

わ
か
せ
た
が
、
そ
の
と
き
向
瀬
の
獅
子
舞
が
一
番

良
か
っ
た
と
い
う
。」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。  

　

子
浦
出
雲
神
社
は
か
つ
て
、
真
言
系
山
伏
の　

｢

明
楽
寺｣

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
山
伏
の
最
高

位
で
あ
る
正
大
先
達
に
な
っ
た
慶
祝
行
事
に｢

附

近
二
四
カ
村
か
ら
獅
子
舞
を
繰
り
出｣

さ
れ
た
と

す
る
一
説
が
興
味
深
い
。
江
戸
時
代
中
期
に
、
宿

場
町
と
し
て
知
ら
れ
た
子
浦
村
の
附
近
の
二
四
カ

村
に
獅
子
舞
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
近
隣
の
羽
咋
市

で
も
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不

思
議
で
は
な
く
、
こ
の
二
四
カ
村
の
中
に
羽
咋
の

村
も
あ
っ
た
可
能
性
も
高
く
、
こ
の
話
の
裏
付
け

資
料
（
古
文
書
等
）
が
確
認
で
き
れ
ば
、
私
達
の

調
査
に
お
い
て
も
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
演
目｢

ケ
ト
ブ
リ
（
ケ
ト
ボ
リ
）」
に
つ

い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
演
目
は
、
獅
子

舞
が
招
待
の
家
に
入
る
と
き
や
獅
子
舞
が
神
社
に

戻
る
還
御
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
時
に
舞
わ
れ
る
も
の

ケトボリの盛り砂　円井町

二頭立ちのチャリ　深江町
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思
わ
れ
る
。
こ
の
溜
池
の
水
系
は
、
最
上
部
に

位
置
す
る
宝
達
志
水
杉
野
屋
か
ら
、
羽
咋
市
太

田
、
中
川
、
千
代
町
、
垣
内
田
、
上
江
、
千
田
、

円
井
、
吉
崎
、
深
江
、
四
町
を
は
じ
め
と
す
る

一
一
カ
村
に
送
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　<

能
登
獅
子
の
伝
承
ル
ー
ト
③>

五
．�

志
賀
町
か
ら
羽
咋
に
か
け
て
の
日
本
海
側

の
浜
側
街
道
ル
ー
ト

　

か
つ
て
羽
咋
市
柴
垣
、
滝
谷
と
志
賀
町
甘
田

は
同
じ
上
甘
田
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
柴
垣
・

滝
谷
は
、
羽
咋
市
が
市
制
施
行
し
た
昭
和
三
三

年
に
編
入
さ
れ
た
た
め
、
羽
咋
市
の
な
か
で
も

生
活
文
化
圏
と
し
て
は
志
賀
町
に
近
い
。
こ
れ

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
志
賀
町
甘
田
の
北
隣
の

大
島
の
獅
子
舞
は
、
羽
咋
市
柴
垣
か
ら
習
っ
た

も
の
と
い
い
、
さ
ら
に
大
島
か
ら
隣
の
長
沢
へ

伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
甘
田
の
獅
子
舞
は
、

滝
谷
か
ら
習
っ
た
も
の
だ
と
い
う
（
そ
の
後
二

所
宮
か
ら
も
習
っ
た
話
も
あ
る
）。

　

こ
の
旧
上
甘
田
村
の
特
徴
的
な
も
の
と
し
て

｢

ベ
シ
ャ
ラ｣

が
あ
る
。
ベ
シ
ャ
ラ
と
は
、
神
輿

リ｣
が
確
認
で
き
た
。
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
能
登

獅
子
系
を
舞
っ
て
い
た
、
宝
達
志
水
町
散
田
や
石

坂
で
も
同
様
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
向

瀬
で
は
同
内
容
の
演
目
を｢

ツ
ジ
ブ
リ｣

や｢

ス

ブ
リ｣

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

｢

チ
ャ
リ
バ｣

、｢

ケ
ト
ブ
リ｣

の
他
に
も
、｢

チ
ィ

シ
ャ
ロ｣

、｢

カ
イ
チ
ョ
ウ
ボ｣
、｢
七
五
三｣

、｢

ボ

ン
ボ
コ
ボ
ン｣

等
、
宝
達
志
水
町
で
も
羽
咋
と
隣

接
す
る
旧
志
雄
町
の
さ
ら
に
旧
南
邑
知
地
区
（
杉

野
屋
、
菅
原
、
二
口
）、
や
北
志
雄
地
区
（
特
に

向
瀬
）、そ
し
て
南
志
雄
地
区
（
新
宮
等
）
と
い
っ

た
、
現
在
の
国
道
一
五
九
号
線
（
東
往
来
）
沿
い

か
ら
山
間
部
の
地
区
で
舞
わ
れ
て
い
る
（
舞
わ
れ

て
い
た
）
演
目
と
、
羽
咋
の
深
江
系
、
邑
知
系
、

余
喜
系
の
一
部
と
が
共
通
性
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
調
べ
て
い
く
と
、
宝
達
志
水
町
杉
野
屋

と
隣
の
羽
咋
市
中
川
は
宝
達
志
水
町
向
瀬
の
獅
子

舞
を
習
っ
た
（
全
て
で
は
な
い
よ
う
だ
）
と
い
う
。

こ
の
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
に
杉
野

屋
、
菅
原
に
中
橋
久
左
衛
門
が
築
い
た
大
き
な
堤

（
溜
池
）
が
あ
る
が
、
そ
の
溜
池
の
水
を
利
用
し

て
農
業
を
し
て
き
た
用
水
の
水
系
に
よ
る
交
流
も

獅
子
舞
文
化
の
形
成
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に

柴垣町の大獅子と神輿 白瀬町のサルとババ 柴垣町のニコニコ
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に
随
行
す
る
仮
面
従
者
で
、
い
わ
ゆ
る
「
お
ど

け
者
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
羽
咋
市
や
隣

の
中
能
登
町
で
は
、
主
に｢

ベ
ッ
サ
イ｣

と
呼

ば
れ
て
い
る
。
ベ
シ
ャ
ラ
と
呼
ぶ
の
は
、
旧
上

甘
田
村
地
域
の
独
特
の
呼
び
名
で
あ
る
。
羽
咋

市
柴
垣
で
は
、
そ
の
人
数
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
柴
垣
か
ら
獅
子
舞
を
習
っ
た
志
賀
町
大
島

で
は｢

ベ
シ
ャ
ラ｣

で
は
な
く｢
メ
ン｣

と
呼

ぶ
よ
う
で
あ
る
。
志
賀
町
で
は
他
に｢
シ
ャ
シ
ャ

ロ｣

、｢

シ
ャ
ン
ガ
ン｣

、｢

ベ
ッ
サ
イ｣
と
呼
ぶ

地
域
も
あ
る
。
こ
う
し
た
お
ど
け
者
は
、
神
輿

を
先
導
す
る
子
供
ら
の
小
獅
子
と
は
別
の｢
大

獅
子｣

と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
伝
承
す
る
地
区

も
あ
る
。
こ
の
地
区
の
大
獅
子
と
は
、
神
輿
に

付
属
す
る
〝
舞
わ
な
い
獅
子
〟
で
、
カ
シ
ラ
が

非
常
に
大
き
く
、
主
に
青
年
団
の
若
者
層
が
こ

れ
を
担
当
す
る
。
こ
の
大
獅
子
は
、
羽
咋
市
の

羽
咋
神
社
氏
子
町
会
な
ど
で
み
ら
れ
る｢

ド
ラ

獅
子｣

と
い
う
神
輿
に
付
属
す
る
だ
け
の
獅
子

頭
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
を
持
つ

も
の
と
考
え
ら
れ
、
神
輿
に
付
き
添
い
、
神
輿

の
先
導
を
し
た
り
、
行
く
手
を
妨
害
し
た
り
す

る
。
こ
れ
ら
羽
咋
市
内
の
「
ド
ラ
ジ
シ
」
と
よ

<

能
登
獅
子
の
伝
承
ル
ー
ト
④>

六
．�

邑
知
潟
地
溝
帯
沿
い
の
往
来
（
東
往
来
：
余

喜
地
区
～
中
能
登
町
、
西
往
来
：
鹿
島
路
地

区
～
中
能
登
町
）
ル
ー
ト

　

か
つ
て
羽
咋
市
余
喜
地
区
（
大
町
、
四
柳
、
酒

井
、
下
曽
祢
、
金
丸
出
）
と
鹿
島
路
地
区
は
現
在

の
中
能
登
町
の
旧
鹿
島
郡
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
三

年
の
羽
咋
市
の
市
制
施
行
の
際
に
、
両
地
区
は
、

羽
咋
市
へ
編
入
さ
れ
た
め
、こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、

旧
来
よ
り
現
在
の
中
能
登
町
地
域
と
の
関
係
が
深

く
、
日
常
的
な
生
活
圏
意
識
や
縁
組
の
面
で
も
交

流
が
多
く
、
獅
子
舞
に
つ
い
て
も
そ
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
中
能
登
町
で
は
、
寺
社
の
新
改
築
、
御

開
帳
等
の
慶
事
、
公
的
慶
祝
の
場
合
に
の
み
曳
き

出
さ
れ
る
、「
曳
山
」
が
あ
る
の
も
特
徴
で
あ
る

が
、
羽
咋
市
の
余
喜
・
鹿
島
路
両
地
区
で
も
、
か

つ
て
は
曳
山
が
出
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
文
化
圏

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

羽
咋
市
の
能
登
獅
子
系
の
な
か
で
も
余
喜
グ

ル
ー
プ
と
眉
丈
山
系
ル
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る

も
の
は
、
演
目
名
や
囃
子
で
も
共
通
す
る
部
分
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
演
目
で
は
、｢

ヤ
ツ
マ
ワ

ば
れ
る
大
型
の
獅
子
頭
は
、
そ
の
形
状
は
獅
子

と
い
う
よ
り
、
龍
頭
に
近
い
古
式
を
の
こ
し
て

お
り
、
旧
来
か
ら
の
神
輿
渡
御
の
伝
統
を
伝
え

て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
志
賀
町
の｢

大
獅
子｣

や
羽
咋

の｢

ド
ラ
獅
子｣

は
、
い
わ
ゆ
る｢

行
道
獅
子｣

と

同
じ
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
神
輿
に
付
き
添

う
仮
面
従
者
で
あ
る
「
ベ
ッ
サ
イ
」「
ベ
シ
ャ
ラ
」

｢

シ
ャ
シ
ャ
ロ｣

な
ど
は
、
渡
御
行
列
の
道
案
内

を
務
め
る
役
割
の
七
尾
市
中
島
に
み
ら
れ
る

｢

猿
田
彦
神｣

を
意
味
す
る
モ
ノ
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
れ
る
。
志
賀
町
で
は
、
こ
う
し
た
大
獅

子
の
渡
御
文
化
は
、
江
戸
中
期
よ
り
以
前
か
ら

あ
っ
た
と
さ
れ
、
古
い
獅
子
頭
が
各
集
落
の
蔵

に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
古
い
道
具
で
は
、

志
賀
町
二
所
宮
に
は
享
保
一
八
年（
一
七
三
三
）

の
銘
が
入
っ
た
鉦
が
あ
る
と
い
い
、
こ
の
地
域

の
獅
子
舞
文
化
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の

大
獅
子
・
ド
ラ
ジ
シ
文
化
が
現
在
で
も
志
賀
町

と
羽
咋
市
に
か
け
て
の
海
浜
部
に
見
ら
れ
る
こ

と
は
非
常
に
興
味
深
く
、
海
側
ル
ー
ト
の
交
流

も
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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神
社
へ
入
る
際
に
舞
わ
れ
る
演
目
で
、
羽
咋
市

余
喜
地
区
の
ミ
チ
マ
ワ
シ
と
囃
子
は
違
う
が
、

同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
共
通
性
が
あ
る
。

高
畠
で
は
、
東
西
二
地
区
に
分
か
れ
、
二
組
の

獅
子
が
あ
り
、
碁
石
ヶ
峰
を
隔
て
て
接
す
る
氷

見
市
懸
札
、
寺
尾
地
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
越
中
獅

子
が
伝
わ
っ
た
集
落
で
あ
る
。
こ
の
「
ミ
チ
マ

ワ
シ
」
は
、
越
中
獅
子
の
演
目
に
は
な
い
モ
ノ

で
あ
り
、
こ
れ
を
習
い
導
入
す
る
以
前
に
余
喜

地
区
と
同
じ
能
登
獅
子
系
統
の
獅
子
舞
が
あ
っ

た
名
残
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
に
、
同
地
区
の
小
田
中
で
は
、｢

一
時
期
獅
子

舞
の
演
舞
の
型
を
も
と
に
戻
す
た
め
、
余
喜
地

区
か
ら
習
っ
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
結
局
、
氷

見
市
寺
尾
の
獅
子
舞
を
習
っ
た｣

と
い
う
記
述

が
『
鹿
島
町
史
』
に
見
え
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、

小
田
中
集
落
で
は
、
か
つ
て
羽
咋
市
余
喜
地
区

と
同
系
統
の
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

中
能
登
町
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
氷
見

か
ら
の
越
中
獅
子
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
明
治
時
代
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

以
前
に
在
地
型
の
能
登
獅
子
系
の
獅
子
舞
が

あ
っ
た
と
い
う
地
区
が
多
く
み
ら
れ
る
。
な
か
に

は
、
以
前
か
ら
の
従
来
型
の
演
目
に
加
え
て
、
そ

の
後
に
導
入
し
た
氷
見
か
ら
伝
わ
っ
た
演
目
が
混

在
す
る
地
区
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　

中
能
登
町
の
旧
鹿
島
町
の
小
竹
で
は
、
か
つ
て

地
区
の
七
尾
側
を
通
称｢

タ
カ
デ｣

、羽
咋
側
を「
ウ

ラ
デ
」
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
曳
山
、
獅

子
舞
が
あ
っ
た
。「
タ
カ
デ
」
の
獅
子
舞
は
、
越

中
（
氷
見
）
獅
子
系
で
あ
っ
た
が
、｢

ウ
ラ
デ｣

シ｣
や｢

ボ
ン
ボ
コ
ボ
ン｣

（
千
路
・
上
中
山
で

は
ブ
ン
ブ
ク
）
が
多
く
共
通
性
が
あ
る
。
囃
子
で

は
、
構
成
は
い
ず
れ
も
太
鼓
、
笛
、
鉦
を
使
用
す

る
が
、
と
く
に
余
喜
系
で
は
主
に
横
笛
を
用
い
る

点
が
異
な
る
。
余
喜
系
で
は
、｢

ム
カ
シ｣

｢

ミ
チ

マ
ワ
シ｣

を
伝
承
す
る
地
区
が
多
い
が
、｢

ム
カ

シ｣

は
、
基
本
的
な
演
目
、｢
ミ
チ
マ
ワ
シ｣

は

道
中
等
で
舞
う
演
目
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
隣
の
中
能
登
町
で
も
い
く
つ
か
共
通
す

る
部
分
が
あ
り
、
特
に
羽
咋
市
に
接
す
る
中
能
登

町
御
祖
地
区
で
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

同
地
区
の
曽
祢
は｢

上
曽
祢｣

と
も
呼
ば
れ
、
羽

咋
市
下
曽
祢
と
は
位
置
も
隣
同
士
、
神
社
は
兄
妹

の
神
様
を
祀
っ
て
お
り
、
上
と
下
で
旧
来
は
一
体

的
な
集
落
を
成
し
て
い
た
が
、
先
述
の
昭
和
三
三

年
の
編
入
に
よ
り
、
下
曽
祢
が
羽
咋
市
と
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
石
川
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
獅
子

舞
調
査
で
は
、
下
曽
祢
の
獅
子
舞
は
上
曽
祢
か
ら

習
っ
た
と
、
当
時
の
調
査
書
に
記
載
が
あ
り
、
実

際
に
両
者
を
見
比
べ
て
も
、
共
通
す
る
演
目
が
複

数
あ
り
、
動
き
も
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
、
同
地

区
の
高
畠
で
は
、
羽
咋
市
余
喜
地
区
と
共
通
す
る

｢

ミ
チ
マ
ワ
シ｣

が
伝
わ
る
。
主
に
渡
御
道
中
や

大町の能登獅子
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の
獅
子
舞
は
タ
カ
デ
と
は
別
系
統
の
獅
子
舞
で

あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
従
来
の
在
地
型
の
演
目

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
演
舞
の
特
徴
と
し

て
、
獅
子
が
天
狗
に
向
か
っ
て
、
左
回
り
に
半
周

し
て
舞
い
、
ま
た
半
周
し
て
戻
っ
て
舞
う
。
こ
れ

は
、
羽
咋
市
余
喜
地
区
の
演
舞
と
共
通
す
る
内
容

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
余
喜
地
区
の
五
集
落
の
な
か
で
、
大

町
だ
け
は
、
他
の
集
落
と
は
異
質
の
獅
子
舞
で
独

自
性
が
高
く
、
独
特
の
内
容
を
有
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
獅
子
頭
の
形
状
は
龍
頭
型
と
も
馬
頭
型
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
集
落
に
は
類
似
例
が
な

い
。
獅
子
に
入
る
カ
ヤ
も
、
腕
を
上
げ
て
上
の
ほ

う
で
カ
ヤ
を
張
っ
て
演
舞
す
る
が
、
余
喜
地
区
の

他
の
集
落
で
は
、
腕
を
下
に
お
ろ
し
て
カ
ヤ
を
下

で
振
っ
て
演
舞
す
る
形
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三

人
の
カ
ヤ
が
入
っ
て
踊
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
長
さ
は
非
常
に
短
く
、
他
の
能
登
獅
子
と
は
異

な
り
独
特
で
あ
る
。演
目
を
み
て
も
、｢

ボ
ン
ノ
テ
」

は
、
羽
咋
市
で
は
大
町
だ
け
に
伝
わ
る
。
ち
な

み
に
、こ
れ
は｢

棒
の
手
」
が
語
源
と
み
ら
れ
、

氷
見
市
で
も
高
岡
市
の
二
上
・
守
山
系
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
、
演

目
に｢

ボ
ウ
ノ
テ｣

が
見
ら
れ
る
。
大
町
の
獅
子

第
五
章
　
キ
ョ
ウ
ブ
リ
論

　

演
目｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

か
ら
見
る
一
考
察

　

羽
咋
市
の
獅
子
舞
演
目
の
な
か
で
最
も
多
い
の

が｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ
（
京
振
り
）｣

で
あ
。
在
地
型

の
能
登
獅
子
系
の
集
落
に
共
通
し
て
非
常
に
多

舞
の
伝
承
経
路
は
不
明
で
あ
り
、
独
自
に
発
生
し

た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
は
わ
か
ら

な
い
。
ま
た
、
大
町
か
ら
他
集
落
へ
教
え
た
と
い

う
話
も
聞
か
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
独
自
性

の
高
い
演
舞
を
熱
心
に
継
承
す
る
集
落
で
あ
る
。
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る
。
こ
れ
に
続
い
て
共
通
性
の
高
い｢

サ
ッ
サ

イ｣

や｢

ホ
ウ
ダ
ツ｣

は
、
約
四
割
程
で
あ
る

の
で
、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

は
、
唯
一
市
内
全
域
に

共
通
す
る
演
目
と
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
八
グ
ル
ー
プ
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伝
承
さ
れ

て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
能
登
地
方
に
は
、

現
在
四
市
五
町
が
あ
る
が
、
昭
和
六
一
年
発
行

の
『
石
川
県
の
獅
子
舞
調
査
報
告
書
』
を
参
照

す
る
と
、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

は
、
羽
咋
市
を
始
め
、

宝
達
志
水
町
、
志
賀
町
に
特
に
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

キ
ョ
ウ
ブ
リ
は
、
輪
島
市
に
も
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
、氷
見
市
論
田
・

熊
無
地
区
の
獅
子
舞
を
習
っ
た
輪
島
市
門
前
町

安
代
原
を
中
心
に
周
囲
へ
広
ま
っ
た
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
越
中
（
氷
見
）
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ

リ
で
あ
る
。
た
だ
し
、門
前
町
剱
地
の
獅
子
舞
は
、

富
来
町
（
現
志
賀
町
）、
ま
た
は
漁
師
の
出
稼
ぎ

先
か
ら
習
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
能
登
獅
子
系

の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
可
能
性
が
高
く
、
剱
地
の
南

隣
の
志
賀
町
（
旧
富
来
町
）
大
福
寺
で
は
、
七

尾
市
（
旧
田
鶴
浜
町
）
大
津
か
ら
獅
子
舞
を
習
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
能
登
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ

リ
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
能
登
獅

子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
北
限
は
、
輪
島
市
（
旧
門

前
町
）
の
剱
地
ま
た
は
、
志
賀
町
（
旧
富
来
町
）

大
福
寺
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
、
七
尾
市
や
穴
水
町
に
少
な
い

の
は
、
七
尾
市
の
能
登
島
の
集
落
か
ら
獅
子
舞
を

習
っ
た
地
区
が
多
い
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

能
登
島
で
は
、
獅
子
舞
の
演
目
に
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が

な
い
こ
と
が
特
徴
で
、
ひ
と
つ
の
伝
承
圏
が
あ
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
た
、奥
能
登
の
能
登
町
、

珠
洲
市
に
は
、
獅
子
舞
そ
の
も
の
が
少
な
い
が
、

キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
演
目
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

中
能
登
町
で
は
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
伝
承
さ
れ
て

い
る
の
は
全
体
の
二
割
弱
程
で
伝
承
す
る
地
区
は

少
な
い
。
こ
れ
は
、
輪
島
市
の
例
と
同
様
に
後
年

に
、
氷
見
市
か
ら
習
い
導
入
し
た
越
中
獅
子
系
の

キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

志
賀
町
で
は
、
約
五
〇
地
区
で
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
見

ら
れ
、
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
上
棚
や
今
市
は
、

氷
見
市
懸
札
や
余
川
か
ら
習
っ
た
獅
子
舞
で
、
こ

れ
も
越
中
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
で
あ
り
、
実
際

に
氷
見
市
に
み
ら
れ
る
キ
ョ
ウ
ブ
リ
に
酷
似
し
て

い
る
。

　

宝
達
志
水
町
で
は
、
合
併
前
の
旧
志
雄
町
エ
リ

ア
で
、
能
登
獅
子
系
と
越
中
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ

く
、
羽
咋
市
に
接
す
る
志
賀
町
・
中
能
登
町
・
宝

達
志
水
町
に
も
広
く
分
布
す
る
。
次
に
は
、
こ
れ

ら
の
点
を
ふ
ま
え
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」
か
ら
み
た

獅
子
舞
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ

の
演
目
の
特
徴
と
し
て
、

一
．�

羽
咋
市
で
は
、
能
登
獅
子
系
の
集
落
の
約
八

割
で
共
通
性
が
高
く
、
そ
の
分
布
が
市
内
全

域
に
及
ぶ
。

二
．�

能
登
で
は
、羽
咋
市
お
よ
び
羽
咋
郡（
志
賀
町
、

宝
達
志
水
町
）
に
多
く
、
中
能
登
町
に
は
わ

ず
か
に
見
ら
れ
る
が
顕
著
で
は
な
く
、
七
尾

市
に
は
、
ほ
と
ん
ど
分
布
が
見
ら
れ
な
い
。

三
．�

越
中
（
氷
見
）
獅
子
に
も
共
通
す
る
演
目
名

で
あ
り
、
そ
の
関
連
性
を
考
察
可
能
。

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

前
述
の
と
お
り
、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

は
羽
咋
市

の
獅
子
舞
演
目
に
お
い
て
、
圧
倒
的
に
多
い
演
目

で
あ
る
。
羽
咋
の
能
登
獅
子
系
は
八
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
る
事
が
で
き
る
程
多
様
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

は
、
羽
咋
市
の
能

登
獅
子
系
の
約
八
割
の
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
い
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リ
が
混
在
し
て
い
る
。
旧
押
水
町
エ
リ
ア
で
は
、

能
登
獅
子
系
の
子
供
の
サ
ッ
サ
イ
獅
子
に
キ
ョ
ウ

ブ
リ
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、能
登
地
方
に
お
け
る｢

キ
ョ

ウ
ブ
リ｣

は
、羽
咋
郡
市
（
羽
咋
市
、宝
達
志
水
町
、

志
賀
町
）
の
特
に
能
登
獅
子
系
と
呼
ば
れ
る
地
区

に
集
中
す
る
と
同
時
に
広
く
分
布
す
る
演
目
で
あ

り
、
氷
見
か
ら
伝
承
し
た
越
中
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ

ブ
リ
も
混
在
し
て
、
さ
ら
に
数
が
多
く
複
雑
な
分

布
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

　

で
は
、｢

能
登
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ｣
と　
　

｢

越
中
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

の
違
い
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
演
舞
や
囃
子
か

ら
検
討
す
る
と
、
天
狗
の
動
き
・
所
作
や
囃
子
の

笛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
類
似
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
能
登
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ

ブ
リ
は
、
氷
見
か
ら
習
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

す
る
説
が
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
私
は｢

キ
ョ

ウ
ブ
リ｣

と
い
う
演
目
が
氷
見
か
ら
能
登
（
羽
咋
）

に
伝
わ
っ
た
と
す
る
説
と
は
逆
の
能
登
（
羽
咋
）

か
ら
氷
見
に
伝
わ
っ
た
説
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
考
え
に
至
っ

た
理
由
は
、

時
期
に
な
れ
ば
、
毎
週
の
よ
う
に
氷
見
へ
通
い
、

こ
れ
ま
で
に
氷
見
市
の
一
二
七
組
の
獅
子
舞
を
実

際
見
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
氷
見
の
獅
子
舞
に
は
魅

力
が
あ
る
わ
け
だ
が
、今
回
は
あ
え
て
演
目｢

キ
ョ

ウ
ブ
リ｣

に
絞
っ
て
、
能
登
獅
子
系
と
越
中
獅
子

系
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

氷
見
市
で
は
、
現
在
約
一
〇
〇
の
獅
子
舞
が
行

わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
平
成
八
年
頃
は
約

一
二
〇
、
昭
和
五
八
年
頃
は
約
一
四
〇
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
、
近
年
減
少
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

時
代
に
よ
っ
て
、
集
落
の
合
併
や
独
立
が
あ
っ

た
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
最
盛
期
に
は

一
七
〇
近
く
の
獅
子
舞
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
氷
見
市
立
博
物
館
発
行
の
『
氷

見
の
獅
子
舞
～
舞
う
獅
子
舞
・
舞
わ
な
い
獅
子

舞
』
に
よ
る
と
、
昭
和
五
八
年
の
演
目
調
査
で
は

一
五
五
地
区
の
う
ち
一
三
九
地
区
か
ら
回
答
が
あ

り
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
あ
る
と
し
た
地
区
は
九
七
地

区
。
同
種
異
称
で
実
際
に
は
同
じ
演
舞
内
容
の

｢

十
二
町
の
獅
子
舞｣

と
よ
ば
れ
る
キ
ョ
ウ
ブ
リ

が
二
九
地
区
に
あ
る
と
さ
れ
た
。「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」

お
よ
び
「
十
二
町
の
獅
子
舞
」
の
両
方
の
演
目
が

あ
る
地
区
も
あ
り
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
こ
と
を
、

い
わ
ゆ
る｢

ナ
ガ
（
ラ
）
フ
リ｣

を
指
し
た
り
、　　

一
．�

氷
見
で
聞
き
取
り
を
す
る
と
、｢

獅
子
舞
は

能
登
か
ら
習
っ
た｣

と
答
え
る
人
が
多
い
。

二
．�

越
中
獅
子
系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
は
、別
名「
十
二

町
（
ジ
ン
チ
ョ
）
の
獅
子
舞
」
と
も
呼
ば
れ

て
お
り
、
実
際
に
氷
見
市
で
は
、
十
二
町
か

ら
習
っ
た
と
す
る
地
区
が
多
く
、
越
中
獅
子

系
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
は
、
氷
見
市
十
二
町
か
ら

広
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

三
．�

キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
、
氷
見
か
ら
能
登
（
羽
咋
）

へ
伝
わ
っ
た
と
し
た
場
合
、
羽
咋
の
能
登

獅
子
系
で
キ
ョ
ウ
ブ
リ
だ
け
が
約
八
割
も
の

地
区
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
広
が
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
氷
見
か
ら
導
入
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
演
目
も
合
わ
せ
て
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
お
か
し
い
し
、
能
登
獅
子

系
の
地
区
の
演
目
名
は
氷
見
ほ
ど
統
一
制
が

な
く
バ
ラ
バ
ラ
で
、
そ
う
し
た
傾
向
が
見
ら

れ
な
い
。
キ
ョ
ウ
ブ
リ
だ
け
が
、
氷
見
か
ら

導
入
さ
れ
、
羽
咋
市
の
八
割
の
集
落
に
分
布

す
る
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
個
人
的
に
氷
見
の
獅
子
舞
を
研
究
す
る

よ
う
に
な
っ
て
二
〇
年
程
に
な
る
。
春
秋
の
祭
礼
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氷
見
市
の
獅
子
舞
演
目
を
み
る
と
、
基
本
演

目
と
さ
れ
る
四
演
目
の
「
ヤ
ツ
ブ
シ
（
ギ
オ
ン

ブ
リ
）」「
ヒ
ト
ア
シ
」「
フ
タ
ア
シ
」「
バ
ン
（
イ
）

ガ
エ
シ
」
は
、
ど
の
地
区
に
も
あ
り
非
常
に
共

通
性
が
高
い
。
続
い
て
、「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」
や
「
カ

イ
チ
ュ
ウ
ブ
リ
」「
ヨ
ッ
サ
キ
」「
七
五
三
」「
ヨ

（
イ
）
ソ
ブ
リ
」
等
、
氷
見
市
全
域
約
一
七
〇
あ

る
獅
子
舞
の
ほ
と
ん
ど
で
、
演
目
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
が
非
常
に
似
通
っ
て
お
り
、
統
一
性
が
高
い

こ
と
に
驚
く
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
先
ほ
ど
も
触
れ
た

十
二
町
の
獅
子
舞
が
市
内
各
地
に
伝
わ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
非
常
に
短
い
期
間
で
急
速
に
広
ま

り
、
共
有
さ
れ
た
現
象
を
表
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
羽
咋
市
で
は
、

集
落
単
位
で
演
目
が
キ
ョ
ウ
ブ
リ
以
外
は
バ
ラ

バ
ラ
で
独
自
性
が
高
い
と
も
い
え
る
状
況
で
、

氷
見
市
の
よ
う
に
同
じ
演
目
を
一
体
的
に
共
有

し
て
い
る
と
い
う
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
一
度
に

広
ま
り
共
有
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
集

落
単
位
で
個
別
に
伝
承
を
続
け
て
き
た
と
考
え

る
の
が
適
切
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
氷
見
獅
子

で
は
横
軸
の
面
的
な
演
目
の
つ
な
が
り
や
共
通

性
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
能
登
獅
子
で
は
、
集

落
単
位
の
個
々
の
縦
軸
の
伝
承
が
顕
著
で
あ
る
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
先
ほ
ど
の
仮
説
「
キ
ョ

ウ
ブ
リ
は
、
氷
見
か
ら
能
登
（
羽
咋
）
へ
伝
わ
っ

た
説
」
は
考
え
に
く
い
。
羽
咋
の
能
登
獅
子
系
の

集
落
で
は
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
共
通
性
が
非
常
高
い

一
方
で
、
氷
見
獅
子
の
基
本
四
演
目
が
全
く
見
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、逆
の「
キ
ョ

ウ
ブ
リ
は
、
能
登
（
羽
咋
）
か
ら
氷
見
に
伝
わ
っ

た
説
」
を
考
え
る
と
、
江
戸
後
期
も
し
く
は
末
期

に
、
能
登
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が
氷
見
市
十
二
町
に
伝

わ
り
、
氷
見
市
各
地
に
一
体
的
に
広
ま
っ
て
い
く

な
か
で
、
明
治
以
降
に
な
っ
て
、
氷
見
の
キ
ョ
ウ

ブ
リ
と
し
て
、
越
中
（
氷
見
）
獅
子
を
新
た
に
導

入
し
た
羽
咋
市
神
子
原
や
太
田
な
ど
で
舞
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

羽
咋
の
能
登
獅
子
系
の
演
目
は
、
こ
こ
ま
で
に

何
度
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
集
落
単
位
で
非
常
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
、
む
し
ろ
バ
ラ
バ
ラ
と
も
い

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
、
九
割
の
地
区

で
共
通
す
る
唯
一
の
演
目
で
あ
る「
キ
ョ
ウ
ブ
リ
」

を
、〝
能
登
の
代
表
的
な
演
目
〟
と
し
て
、
互
い

の
交
流
の
な
か
で
導
入
し
た
の
が
氷
見
市
十
二
町

｢
キ
ョ
ウ
フ
ル｣

、｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ
ク
ズ
シ
」
と
し

て
キ
ョ
ウ
ブ
リ
を
指
し
た
り
す
る
地
区
も
あ
っ

て
、
正
確
な
数
字
で
は
な
い
が
、
私
個
人
の
調
べ

で
は
氷
見
市
の
約
九
割
の
地
区
に
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が

共
有
さ
れ
、
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

よ
く
氷
見
の
獅
子
舞
を
見
て
い
る
と｢

ジ
ン

チ
ョ
の
獅
子
舞
何
で
舞
わ
い
た
～
、
太
鼓
と
チ
ャ

ン
チ
ク
リ
ン
と
笛
で
舞
わ
い
た
～｣

と
周
り
の

人
々
が
声
を
あ
げ
て
囃
す
。
こ
の
「
ジ
ン
チ
ョ
の

獅
子
舞
」
が｢

キ
ョ
ウ
ブ
リ｣

で
あ
り
、
氷
見
市

の
中
心
部
の
市
街
地
周
辺
地
区
で
は
、「
キ
ョ
ウ

ブ
リ
」
＝
「
十
二
町
の
獅
子
舞
」
と
ま
で
言
わ
れ

ほ
ど
浸
透
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
が

十
二
町
の
獅
子
舞
演
目
の
代
表
・
代
名
詞
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
私
見
で
は
、
お
そ
ら
く
氷
見

市
窪
下
地
区
が
そ
の
呼
び
名
の
発
祥
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
が
、
窪
下
が
十
二
町
か
ら
習
っ
た

の
は
、
こ
の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
だ
け
だ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
氷
見
市
街
地
で
は
、
十
二
町
と
窪
か
ら

獅
子
舞
を
習
っ
た
と
す
る
地
区
が
多
く
、
氷
見
市

全
体
を
見
て
も
十
二
町
か
ら
直
接
習
っ
た
、
あ
る

い
は
違
う
地
区
か
ら
習
っ
て
い
て
も
、
元
を
た

ど
っ
て
い
く
と
十
二
町
に
至
る
と
い
う
地
区
が
多

い
。
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な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
越
中
獅
子

の
キ
ョ
ウ
ブ
リ
と
し
て
氷
見
市
内
に
広
く
伝
わ
っ

て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
キ
ョ
ウ
ブ
リ
の
こ
と
を

「
十
二
町
の
獅
子
舞
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
に

浸
透
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
明

治
時
代
に
入
っ
て
、
氷
見
市
の
論
田
・
熊
無
地
区

を
経
由
し
て
、
羽
咋
市
の
中
山
間
集
落
の
神
子
原

な
ど
に
逆
輸
入
的
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

第
六
章
　
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
羽
咋
市
の
獅
子

舞
文
化
は
、
羽
咋
市
外
と
接
す
る
外
部
の
市
町

か
ら
の
六
つ
の
往
来
（
方
面
）
と
の
行
き
来
、
さ

ら
に
市
内
の
能
登
獅
子
系
八
グ
ル
ー
プ
の
集
落
同

士
の
交
流
・
行
き
来
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
が
複
雑

に
入
り
組
み
、
混
ざ
り
合
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
多

様
化
し
、
そ
れ
が
集
落
単
位
で
長
く
伝
承
さ
れ
て

き
た
た
め
に
多
様
性
か
つ
閉
鎖
的
と
も
い
え
る
ほ

ど
個
別
の
演
目
を
構
成
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
近
世
後
期
か
ら
末
期
の
当
初
は
、
お
そ
ら

く
在
地
型
の
能
登
獅
子
系
一
色
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

へ
、
明
治
に
入
っ
て
金
沢
か
ら
の
料
理
人
が
加
賀

が
沢
山
あ
り
ま
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
氷
見

市
で
最
も
古
い
獅
子
舞
道
具
と
さ
れ
る
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
の
獅
子
頭
を
保
存
す
る
十
二
町

坂
津
の
聞
き
取
り
結
果
を
み
る
と
、「
獅
子
舞
を

ど
こ
か
ら
習
っ
た
？
」
の
項
目
に
「
加
賀
や
能
登

か
？
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
十
二
町
と
と

も
に
氷
見
市
街
地
の
獅
子
舞
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
思
わ
れ
る
窪
下
で
も
「
七
尾
の
杜
氏
」
か

ら
習
っ
た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
昭

和
五
八
年
の
同
様
の
調
査
で
も
、
氷
見
市
寺
飯
久

保
や
島
尾
、
薮
田
、
他
数
地
区
で
能
登
か
ら
習
っ

た
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

私
は
、
二
〇
年
程
前
か
ら
毎
年
氷
見
市
十
二
町

の
祭
り
を
見
学
し
て
い
る
が
、
昨
年
（
平
成
三
〇

年
）
改
め
て
十
二
町
の
方
々
に
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、｢

能
登
か
ら
習
っ
た｣

と
い
う
回
答
が
や

は
り
根
強
い
。
一
方
で
、
羽
咋
市
や
宝
達
志
水

町
、
中
能
登
町
、
七
尾
市
で
聞
き
取
り
を
す
る
と
、　　

｢

獅
子
舞
は
氷
見
か
ら
習
っ
た｣

あ
る
い
は｢

富

山
か
ら
習
っ
た｣

と
す
る
話
は
多
い
。
し
か
し
、

｢

氷
見
の
ど
こ
？｣

、｢

富
山
の
ど
こ
？｣

と
聞
い

て
も
、
明
確
に
回
答
さ
れ
る
地
区
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。　

　

個
人
的
に
は
、
以
前
か
ら
、
氷
見
の
人
々
が
言

獅
子
を
伝
え
、
氷
見
か
ら
越
中
獅
子
が
入
っ
て
き

た
。
後
者
の
越
中
（
氷
見
）
獅
子
を
み
る
と
論
田
・

熊
無
系
（
羽
咋
市
神
子
原
な
ど
中
山
間
地
期
）
と

触
坂
系
（
羽
咋
市
太
田
町
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に

加
賀
獅
子
を
含
め
れ
ば
、
羽
咋
市
全
体
で
一
一
グ

ル
ー
プ
に
も
及
ぶ
。
今
後
の
演
目
名
（
同
種
異
称

等
）
の
精
査
等
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
変
動
・
増

加
す
る
可
能
性
も
高
い
。

　

今
回
は
、
獅
子
舞
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
あ

え
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
試
み
た
が
、
本
来
獅
子
舞

は
、
そ
の
集
落
、
町
会
で
永
い
年
月
を
か
け
て
、

独
自
の
形
に
変
化
（
進
化
と
も
言
え
る
）
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
〝
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
〟
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
多
様
化
の
背
景
と
し
て
、
羽
咋
の
位
置

が
、
加
賀
、
能
登
、
越
中
を
結
節
す
る
位
置
に
あ

り
、
獅
子
舞
文
化
に
お
い
て
も
交
差
点
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
平
成
二
四
年
に
氷

見
市
立
博
物
館
が
発
行
し
た
『
氷
見
の
獅
子
舞
～

舞
う
獅
子
舞
・
舞
わ
な
い
獅
子
舞
～
』
に
よ
る

と
、「
従
来
、
氷
見
の
獅
子
舞
は
能
登
か
ら
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
隣
接
す
る
石
川
県
七
尾
市
や
羽
咋
市
、
鹿
島

郡
で
は
氷
見
か
ら
獅
子
舞
を
習
っ
た
と
い
う
地
区
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う｢
能
登
か
ら
（
或
い
は
加
賀
）
か
ら
習
っ
た｣

と
、
能
登
の
人
々
が
言
う｢

氷
見
（
或
い
は
富

山
）
か
ら
習
っ
た｣

は
、
両
方
正
し
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
れ
は
、
行
っ
た
り
来
た
り
の
時
代
・
時

期
が
違
う
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
仮
に
江
戸
後

期
の
一
八
世
紀
（
一
七
〇
〇
年
代
）
か
ら
獅
子
舞

が
存
在
し
た
と
し
て
、
現
在
ま
で
の
三
〇
〇
年
以

上
の
永
い
年
月
の
な
か
で
、
一
七
〇
〇
年
代
は
Ａ

➡
Ｂ
で
も
、
一
八
〇
〇
年
代
で
は
Ｂ
➡
Ａ
、
さ
ら

に
一
九
〇
〇
年
代
で
は
Ａ
➡
Ｂ
と
い
う
よ
う
に
、

三
〇
〇
年
と
い
う
年
月
を
平
面
ば
か
り
で
な
く
、

縦
軸
・
横
軸
で
整
理
し
、
立
体
に
も
捉
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
紐
解
い
て
い
く

こ
と
は
、
非
常
に
複
雑
な
作
業
で
あ
っ
て
、
江
戸

時
代
の
後
期
か
ら
末
期
、
明
治
大
正
期
の
近
代
、

そ
し
て
戦
後
の
現
代
に
お
け
る
人
々
の
往
来
を
考

察
し
て
い
く
歴
史
的
考
察
そ
の
も
の
を
検
証
し
て

い
く
作
業
で
も
あ
る
。

　

今
回
の
実
行
委
員
会
の
聞
き
取
り
調
査
の
な
か

で
、羽
咋
市
深
江
町
に
寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）

の
銘
が
入
っ
た
鉦
や
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
作

の
千
代
町
の
獅
子
頭
と
柴
垣
町
の
天
狗
面
、
同
じ

く
江
戸
後
期
作
と
伝
わ
る
獅
子
頭
が
神
子
原
町
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
近
隣
市
町
村

で
も
志
賀
町
二
所
宮
に
享
保
一
八
年（
一
七
三
三
）

の
銘
の
入
っ
た
鉦
が
残
る
と
さ
れ
て
い
る
し
、
宝

達
志
水
町
新
宮
に
も
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
銘
の
入
っ
た
鉦
が

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
羽
咋
市
と
そ
の
周
辺
で

は
一
七
〇
〇
年
代
に
は
、
何
ら
か
の
形
で
獅
子
舞

が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

羽
咋
市
内
で
能
登
獅
子
系
と
言
わ
れ
て
き
た
地

区
で
も
、
演
目
に
よ
っ
て
は
越
中
（
氷
見
）
獅

子
系
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き

た
。
こ
れ
は
、
個
別
に
越
中
獅
子
の
演
目
を
習
い

導
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
象
は
、
人
の
、
地
域
の
長
い
交
流
の
歴

史
の
な
か
で
、相
互
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、

能
登
か
ら
越
中
へ
、
越
中
か
ら
能
登
へ
、
演
目
を

習
い
導
入
し
た
歴
史
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
も

見
え
て
き
た
と
思
う
。
羽
咋
市
内
の
集
落
間
の
交

流
を
み
て
も
、
Ⅹ
時
代
は
Ａ
集
落
（
町
会
）
は
Ｂ

集
落
と
は
仲
が
良
く
て
交
流
が
あ
っ
た
が
、
何
十

年
後
の
Ｙ
時
代
で
は
Ｃ
集
落
と
交
流
が
あ
る
と

い
っ
た
変
化
が
加
わ
り
、そ
こ
へ
縁
組
や
仕
事（
商

売
）
に
よ
る
行
き
来
も
加
わ
っ
て
、
獅
子
舞
文
化

は
ま
さ
し
く
人
の
動
き
・
交
流
を
象
徴
す
る
文
化

と
言
え
る
。
芸
能
や
文
化
は
、
人
の
移
動
と
共
に

伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
地
区
ご
と
の
演
目
の
よ
り
詳
細
な
精

査
や
、
地
区
に
残
る
古
文
書
や
道
具
の
銘
を
洗

い
直
し
、
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
て
い
く
こ
と

で
、
羽
咋
市
を
は
じ
め
能
登
地
域
に
伝
わ
る
獅
子

舞
の
歴
史
や
ル
ー
ツ
を
解
明
し
て
い
く
事
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
業
は
、能
登
の
各
地
区
、

氷
見
市
と
の
人
と
集
落
の
繋
が
り
、
そ
し
て
獅
子

舞
が
も
つ
魅
力
や
価
値
の
再
発
見
と
な
る
で
あ
ろ

う
。私
達
は
、地
域
の
先
輩
方
が
遺
し
て
く
だ
さ
っ

た
獅
子
舞
と
い
う
財
産
を
守
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
調
査
・
研
究
し
、
継
承
に
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
歩
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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■
『
石
川
県
の
獅
子
舞
・
獅
子
舞
緊
急
調
査
報
告
書
』
石
川
県
教
育
委
員
会
（
一
九
八
六
）

■
『
志
雄
町
史
』
石
川
県
志
雄
町
役
場
（
一
九
七
四
）

■
『
鹿
島
町
史
・
通
史
民
俗
編
』
石
川
県
鹿
島
町
役
場
（
一
九
八
五
）

■
『
羽
咋
物
語
三
』
羽
咋
市
商
工
会
（
一
九
九
三
）

■
『
羽
咋
の
れ
き
し
』
羽
咋
市
教
育
委
員
会
（
一
九
八
七
）

■
『
獅
子
頭
』
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
一
九
九
八
）

■
『
志
雄
町
杉
野
屋
』
金
沢
大
学
文
学
部
文
化
人
類
学
研
究
室
（
二
〇
〇
三
）

■
『
と
り
や
曳
山
』
石
川
県
鳥
屋
町
（
一
九
九
二
）

■
『
富
山
県
の
獅
子
舞
』
富
山
県
教
育
委
員
会
（
一
九
七
九
）

■
『
氷
見
市
史
六
・
資
料
編
四
民
俗
、
神
社
・
寺
院
』
氷
見
市
（
二
〇
〇
〇
）

■
『
氷
見
の
祭
り
と
獅
子
舞
』
郷
土
読
本
第
六
集　

氷
見
市
教
育
委
員
会
（
一
九
八
四
）

■
『
特
別
展　

氷
見
の
獅
子
頭
展
』
解
説
図
録
氷
見
市
立
博
物
館
（
一
九
八
四
）

■
『
氷
見
の
獅
子
舞
・
舞
う
獅
子
舞
・
舞
わ
な
い
獅
子
舞
』
氷
見
市
立
博
物
館
（
二
〇
一
二
）

■
『
氷
見
の
手
仕
事
・
職
人
の
手
業
と
用
の
美
』
氷
見
市
立
博
物
館
（
二
〇
一
一
）

■
『
富
山
県
歴
史
の
五
街
道
』
塩
照
夫
著
（
一
九
九
二
）

参
考
文
献
一
覧
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あ
と
が
き　

　

平
成
二
十
七
年
、
当
委
員
会
の
発
足
か
ら
四
年
。
お
陰
様
で
調
査
報
告
書
の
製
作
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

突
然
獅
子
舞
の
調
査
取
材
を
始
め
、
各
地
の
祭
に
出
向
い
た
我
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
皆
様
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
情
報
を
享
受
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
ザ
イ
シ
ョ
に
伝
わ
る
多
様
な
獅
子
舞
。
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、
地
域
毎
に
似
た
も
の
が
あ
っ
た
り
、
逆
に
全
く
異

色
な
も
の
が
あ
っ
た
り
と
興
味
深
い
事
例
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
来
を
紐
解
く
と
昔
か
ら
の
人
々
の
交
流

や
物
の
流
通
の
風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。
様
々
な
視
点
か
ら
獅
子
舞
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
に
我
々
が
感
じ
た
驚
き
や
興
奮

を
本
書
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
獅
子
舞
を
通
し
て
生
ま
れ
る
人
の
和
は
、
ど
こ
の
ザ
イ
シ
ョ
も
変
わ
り
な
い
も
の
で
す
。
地
域
内
の
世
代
を
越
え

た
繋
が
り
が
で
き
ま
す
し
、
地
域
か
ら
離
れ
て
住
む
人
も
祭
の
た
め
に
里
帰
り
を
し
ま
す
。
人
口
減
少
等
、
深
刻
な
問
題
を

抱
え
る
現
在
、
獅
子
舞
の
伝
承
も
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
今
が
踏
ん
張
り
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
我
々
も
微
力
な

が
ら
こ
の
事
業
を
通
し
て
羽
咋
を
活
性
化
さ
せ
る
一
助
に
な
り
た
い
と
考
え
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
歴
史
を
支
え
て

き
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
獅
子
舞
が
、
今
後
も
各
地
で
継
承
さ
れ
羽
咋
が
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
祈
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
、
特
に
写
真
提
供
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た

渋
谷
利
雄
氏
、
野
村
恒
氏
、
上
田
敏
樹
氏
、
羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
関
わ
っ
た
す

べ
て
の
ザ
イ
シ
ョ
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会　

会
長　

宮
谷
敬
哉　
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『
羽
咋
市
獅
子
舞
調
査
報
告
書
』　　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日　

発
行　

　
　
　
　
　
編
集
・
発
行
　
は
く
い
獅
子
舞
保
存
活
性
化
実
行
委
員
会
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